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プロローグ　美しき魔王の忠告




Ⅰ　裏切られた勇者、闇堕ちへの誘惑




１　暗澹たる地の底で




２　死の淵からの再生




３　魔王の挑発




４　組み敷かれる魔王




Ⅱ　復讐の胎動と狙われる聖騎士




１　女淫魔の奉仕




２　闇の軍勢




３　王国の剣




Ⅲ　最愛の聖騎士を絶頂奴隷に！




１　聖騎士、出陣




２　魔人将と騎士




３　堕落の褥




Ⅳ　エルフ賢者、敗北奴隷宣言




１　魔人の副官に堕ちて




２　大将軍の懊悩




３　中央平原の決戦




４　囚われた賢者




５　孤独なる魔王




Ⅴ　王国への復讐、凌辱の饗宴




１　王都陥落




２　国王夫妻の屈服




３　背徳の玉座




Ⅵ　復讐勇者と魔王、最後の戦い




１　ルシフェルの真意




２　天使の姿で




３　新たなる魔王




４　妻たちとの子づくり




エピローグ　遙かなる栄華の果て













プロローグ　美しき魔王の忠告









　──魔王とは暗い地の底から、人間を脅かさんと常に狙う、忌まわしき邪悪な存在である。




王国暦八七一年　四の月

　魔王ルシフェルが率いる軍勢は、その年の春に突如としてヴィルトリア王国へ侵攻を開始した。

　王国東部の『魔の森』に口を開けていた迷宮から魔王の軍勢が現れ、最寄りの村が魔王軍の尖兵であるゴブリンによって占領されたのである。

　数多くの種が存在する魔物の中でも、ゴブリンは決して強い部類ではない。しかし、武装を整え、集団戦における戦術を教えこまれたゴブリンたちは、獣の類と戦うことしか知らない村の戦士たちを、一日もかからずに蹂躙した。

　ゴブリンは旺盛な繁殖力を持っており、異種族の雌と交配して数を増やす。占領された村の女たちも『異種族』として例外ではなく、繁殖したゴブリンは一年ほどで人間の戦士と戦えるまでに成長し、戦力を増大しながら近隣の村に手を伸ばしていった。




王国暦八七一年　五の月

　ヴィルトリア国王は敵がゴブリンであるということで侮り、対応は遅れに遅れ、魔王軍の侵攻から一カ月が経過してようやく、騎士団の将軍の一人に魔王軍の討伐と、占領された村の奪還が命じられた。

　将軍の名はリガント＝ファラニース。王国の教会で『聖女』と称えられる女性を妻にし、次期の大将軍と目された男である。

　リガントは二百の騎兵を従え、半数の傭兵を兵力に加えてゴブリンの討伐に向かったが、戦果は芳しいものではなかった。傭兵たちを前衛に出す陣形であったにもかかわらず、傭兵の五割、騎兵の三割という犠牲を払って、占領された村をひとつ取り返しただけという、ゴブリンを相手にしたことを考えればとても勝ちとは言えぬ戦であった。

　解放した村の惨状を目にしたリガント将軍は、王国には「村には生き残りはいなかった」と報告し、ゴブリンの生き残りを根絶するためと称して、村のすべてを焼き払っている。

　しかし、真実は異なっていたという説もある。

　リガントの部下の一人が、王都に帰還した後に、酒の席で「村には多くの生き残りがいた」と話し、その翌日に姿を消しているのである。

　他の騎士たちは、消えた騎士を捜索しようともせず、事実は闇に葬り去られた。かの村の焼き討ちについて聞かれるたび、その表情は強張り、何かに怯えているようにも見えたという。

　リガント将軍は戦死者の遺志を背負って戦い抜くと表明し、国民の支持を得た。戦場の悲惨さを知らぬ民たちは、自分たちを守ってくれるというだけで、リガントを国の守護神と称え、彼の発言力は日に日に強まっていった。




王国暦八七一年　八の月

　開戦から三カ月が過ぎ、王国軍と魔王軍の戦いは、一進一退を続けていた。しかし夏になり、暑さによる王国軍の疲弊が極まったとき、魔王軍はゴブリンより強力な魔物を戦線に投入した。

　魔王ルシフェルは牛鬼、ガーゴイル、魔竜によって構成された攻撃部隊を魔窟から送り出し、瞬く間にヴィルトリア王国の三分の一が魔王の支配下に置かれた。

　王国の騎士と魔術師たちは果敢に戦ったが、一体の牛鬼を倒すまでに十人の騎士が命を落とすという状況は、見る間に王国軍の戦意を奪っていった。

　およそ人間の戦う相手ではない、王国のために戦い続ければ、このままでは魔物によって全滅させられてしまう。そのような危機感は騎士団全体に浸透し、逃亡する兵が増え、出撃を拒否する将官が現れ始めた。

　リガント将軍は命令拒否をした将官に見せしめとして刑罰を科すことで、軍を恐怖で支配していった。初めのゴブリン討伐以来、一度も前線に出ていないリガントを批判する声が他の将軍から上がったが、リガントはすでに対策を講じていた。

　彼は人間の力では攻撃が通じにくい魔物に対して、魔法が効果的であると把握しており、魔法使いの部隊を騎兵・歩兵と共に編制することで、王国の中央にある平原に入った牛鬼部隊を押し返すことに成功した。

　このとき、魔法使いの部隊を率いていたのが、エルフの賢者マーリンである。

　王国においてエルフは希少な種族であり、人間との接触を忌避している。それにもかかわらず、マーリンがリガントの頼みを聞き入れて協力したのは、ある密約が交わされたからだった。この作戦に前後して、マーリンには専用の魔法研究室が与えられており、彼女の研究には、軍事費から莫大な予算が投入されることになった。

　リガントの行為は、血税の濫用であると大将軍が批判を始めると、リガントは魔法部隊が存在しなければ、今頃中央平原を突破されて王都は陥落していたと主張した。大将軍はリガントを失脚させるつもりが、彼の批判に反論することができず、国王と貴族の支持を得たリガントによって訴追され、大将軍の座を追われた。

　リガントは大将軍の地位を手に入れ、魔王軍を滅ぼすために、騎士と魔法使いによって編制された大軍団を魔の森に差し向けようとした。




王国暦八七一年　十の月

　しかし魔王軍との決戦に向け、リガントが大部隊を編制している間に、事態は大きな変化を迎えることとなった。

　一人の比類なき力を持つ剣士が、ヴィルトリア騎士団の中で急速に頭角を現したのである。彼はまだ十八歳であったが、その実力は文字通り群を抜いていた。

　アルド＝ヴェイン。彼は騎士団の選抜試験を抜群の成績で突破し、国王の御前での武術大会に優勝し、さらには単独で二百体のゴブリンに支配された村を解放した功績から、国王によって『勇者』と認められ、魔王の迷宮に入る資格を得た。

　勇者アルドには想い人がいた。リガント大将軍と聖女マリエラの娘であり、天賦の才を発揮して『聖騎士』の地位を得た少女騎士、シエナ＝ファラニースである。

　平民上がりのアルドが大将軍の娘と結ばれるなど、身分の差が大きすぎて考えられないことであったが、リガントはアルドが魔王を討伐した暁には、シエナとの結婚を許可すると言い渡し、国王もそれを祝福した。国王は自分の娘を魔王を討伐した者に嫁がせるということも考えていたが、アルドが望んだのはシエナとの結婚だった。

　アルドは武術大会でシエナと剣を合わせ、強烈に惹かれていた。シエナもまたアルドを憎からず思っており、魔王討伐の暁には結婚式を挙げると約束して、アルドを送り出した。

　勇者アルドは騎士団に領地の奪還を任せ、自らは魔王の迷宮に単身で潜り、地上で見せたその実力を最大限に発揮して、最深層である十層に辿りついた。

　魔王ルシフェルは玉座の間に訪れたアルドを前にして、席を立った。

　アルドが想像していたような鬼のような姿ではなく、その姿は、魔物の王だということが信じがたいものであった。

　黒い六枚の翼を持ち、悪魔であることを示す二つの角を持つ少女。

　アルドが今まで見てきた中で最も美しく、完全な姿を持つ者。

　それが、魔王ルシフェルだった。




◆◇◆




「──おぉぉっ！」

　魔窟の最深部、地下十層の玉座の間で、アルドは聖剣シルヴァンティンを振るい、ルシフェルに斬りかかった。

　高位の悪魔は常に体の周りを魔力の防壁で覆っている。魔王ルシフェルは彼らとは比較にならないほどに強力な防壁を展開し、アルドの一撃を防いでいた──しかし。

「人間がそこまで強くなれるとは……神は何を考えている。自らに匹敵する力を、一介の人の子に与えて、それでボクを蔑んでいるつもりか……！」

「神だかなんだか知らないが、俺はお前を倒す……魔王ルシフェルッ！」

　ルシフェルは翼を持ち、有翼種に特有の魔力制御を用いて、空中を高速で移動することができる。翼を持たない人間は、彼女に攻撃を届かせることさえ難しい。

　しかしアルドは魔法を使って空中を駆け、ルシフェルに劣らぬ速さで、凄まじい威力の斬撃を繰り出し続ける。その一撃ごとに後ろに押されながら、ルシフェルは魔力の供給源である翼に痛みを覚える。防壁がアルドの一撃で削られ、維持するために莫大な魔力を消耗しているのだ。

　人間が魔力をそこまで練り上げ、ただの人の手で作り上げられた剣を、『神聖気』によって聖剣の領域に高めている。それだけではなく、アルドは空中飛行と同時に全身の筋力を魔力によって強化し、およそ人間には不可能な動きで、ルシフェルの反撃を封殺しながら攻め立てる。

「どうした！　なぜ反撃しない！　まだ力を残しているんだろう、魔王っ！」

「くっ……！」

　まさにアルドは戦の申し子だった。ルシフェルはもとより戦いのみに特化した力を持つわけではなく、魔物を召喚して使役し、戦うとしても後方から天災に等しい威力の魔法を用いて、敵を薙ぎ払うのみだった。

　それでも近接戦闘で人間に後れを取るわけがないと思っていた。それが驕りであったことを示すように、黒い六枚翼の一枚が、防壁を維持するための魔力を消耗しすぎたことで消失する。

「──調子に乗るな、人間っ！」

「っ……！」

　ルシフェルはこのまま押されるよりは、もう一枚の翼を犠牲にしてでも、攻勢に転じることを選択した。そうしなければ押しきられ、致命の一撃を受けることは目に見えていたからだ。

　彼女は魔力防壁を強化し、何者の接近も許さない斥力の結界を作り出す。弾き飛ばされたアルドは空中で体勢を立て直すが、すでにそのときには、ルシフェルはアルドを消し去るための魔法を詠唱し始めていた。

「黒天翼よ、その力を滅びに変えて、我が敵を灰塵に帰せ……！」

　魔王の最大の魔法を目にして、アルドは初めて肌が粟立つような感覚を覚える。

　その魔法を受ければ死ぬという、理屈のない感覚。彼に判断の時間を与えず、ルシフェルがかざした手のひらの前に現れた黒い雷をまとう魔力の塊が、収縮し、展開し、膨大な大きさの魔法陣へと姿を変える。

「勇者だというなら、魔王を倒す者だというならば、退けてみるがいい……！」

「──上等だ。このまま倒しちゃ、張り合いがないと思ってたところだ……来いよ。お前の全部を、俺の力でねじ伏せてやる」

　挑発するアルドに向け、ルシフェルは滅びの魔法を放つ。かつて目の前に立ちふさがる敵を物理的に消し去るために使ってきた『天罰の雷』。それを一人の人間に放つことなど、ルシフェルには考えられないことだった。

　一瞬で、自覚することすらなく、アルドは消滅する。

　ルシフェルは荒れ狂う黒と無色の力を、勇者に向けて解放しながら、その心に埋めることのできない虚無を感じていた。

　こうして勇者は消え去り、ルシフェルは王国を滅ぼすために、魔窟から魔物を送り出し、地上を埋め尽くす。

　それを、もしアルドが止められるのならば。

　人間の力が、魔王を凌ぐと言うなら──それは、とても興味深いことだ。

　しかしルシフェルは、一瞬でも興味を持った存在を、この手で滅ぼさなくてはならなかった。

「……耐えられるわけがない。人間の力で、生きていられるわけが……」

「そいつはどうかな。人間にも、奥の手ってやつがあるんだぜ……！」

「っ……！」

　ルシフェルは聞こえてきた声に目を見開く。それは、確かに滅びの力に呑まれたはずのアルドのものだった。

　荒れ狂う滅びの力。撒き散らされたそれは玉座の間を破壊し、天井、柱、床が削り取られる。

　それほどの破壊を生む力を、正面から受け止めている──アルドの剣であるシルヴァンティンは人間の作った剣であるが、その束にはめこまれた『エイジスの封珠』のみは、神がもたらしたとされる神器であった。

「うぉぉぉぉっ……！」

　エイジスの封珠は、神が守護結界を作るために使う神器である。アルドの膨大な魔力を吸って作られた盾は、完全な防御力を以て魔王の最大魔法を防ぎきり、そして役目を終えて砕け散った。

（そうか……神はまだ人間に味方するのか。それとも、この人間だからこそ、一瞬でも神に近づけたのか）

　短時間に三枚の翼を失ったルシフェルは、続けて魔法を放つことはできない。その絶対の隙をアルドは見逃さず、剣を構えたままで、彼女に肉薄する。

　──ここで、終わる。

　ルシフェルは迫りくる剣を、弱まった防壁では防ぎきれないと悟っていた。

　あれほど憎んだ人間を代表する勇者に敗れるというのに、ルシフェルは抗うことなく死を受け入れていた。

　神器の盾の存在があったとはいえ、一人で魔窟の深部を訪れ、戦いを挑んできた。体力も、魔力も、精神力も、何もかもを消耗した状態で、万全の状態だったルシフェルを追い詰めた。

　それで負けて終わるのならば、受け入れられた。

　もしアルドが、王国の軍を捨て駒として力を温存して進んできたのならば、なんとしてでも道連れにしてやろうと思っただろう。




　しかし、魔王が覚悟を決めても、勇者の剣はいつまでもルシフェルの胸を貫くことはなかった。

　胸の前に差し出された刃。アルドの突きは心臓を貫くために繰り出されたことを示すように、魔力の防壁を剣先が貫き、魔王の大きく張り詰めた胸を覆う衣が破り裂けて、乳房の谷間が露わになっていた。

「……なぜ、剣を止める？」

　ルシフェルは問いかける。アルド──黒い髪を持つ、少し目つきが悪いながらも精悍な顔をした青年は、彼女をまっすぐに見返しながら答えた。

「あんたが、自分から諦めたからだ。俺に負けてもいいと思って、自分から防壁を弱めた。そんな相手を殺して喜んでたら、それこそ魔王みたいなもんだろ」

　意外な答えだった。突きの余波で切り裂かれた魔王の衣の前がはだけて、彫刻よりも美しい肌が露わになる。

　アルドはそれを見ようともしていなかった。しかし、女として関心を持たれていることを、ルシフェルは肌で感じ取っていた。

　魔王となってから、自らが女性であるということを意識することはなかった。その感覚を思い出させられたことを、ルシフェルは不快だとは思わなかった。

「降伏するのなら、命までは取らない。外に出て暴れてる魔物たちを、この迷宮に引き上げさせてくれ」

「……ボクは君に敗れて、生かされている。しかし、外に出した魔物たちは戻せない。ボクの意志を離れ、王国騎士団に討たれるまでは、本能のままに破壊と略奪を繰り返すだろう」

「どういうことだ……魔王なのに、配下の魔物に言うことも聞かせられないのか？」

「それを憎いと思うならば、ボクを殺すといい。君にはそうする権利がある」

　ルシフェルは素手でアルドの剣の刃を握る。少女の姿に似つかわしくない『ボク』という呼称を聞けば、アルドにもルシフェルが自らの女性性を肯定していないということは想像がついた。その姿は、他のどんな女性よりも男の関心を惹かずにいられないものだというのが、同時に皮肉に感じられた。

　結婚を誓い合った女性──シエナの姿が、アルドの脳裏によぎる。シエナを想う気持ちは一秒たりとも変わらないというのに、ルシフェルを前にして心を動かした事実に、彼は少なからず罪悪感を覚えていた。

「さあ……もう少し剣を突き出せば、ボクの心臓を貫けるだろう」

　彼女が刃を握る手に力が籠められ、鮮血が伝い落ちる。アルドは苦い顔をして、剣の鋭さを増す魔法を解いた。

「……剣から手を離せ。下に降りて話がしたい」

　アルドの申し出を受け入れ、ルシフェルは刃を握る手を離す。そして二人は、玉座の前に降り立った。

　まだ他にもルシフェルの側近は生き残っているが、彼女自らが遠ざけたために、女悪魔たちがこちらを遠くから見ているだけだった。彼女たちの姿も美しく、高位の悪魔はみな美しい姿をしているものなのかと、アルドは思わず考えてしまう。

　悪魔と比較すること自体が間違っているが、シエナは彼女たちに劣らず美しい。聖騎士である彼女が鎧を着ている姿しかアルドは知らないが、その凜とした美しさ、そして鎧ですら隠すことのできない肢体は、魔王にも、女悪魔にも決して劣らない。

　しかしシエナと結ばれるためだけに、魔王を倒そうとしたわけではない。魔物に襲われ、支配された村の惨状を見て、魔王討つべしと確かめたからこそ、帰るものはいないと言われる魔窟に一人潜ったのだ。

「……傷はそのままでいいのか？」

「ボクはまだ、君に命を握られている。生き延びられるかどうかの『交渉』は、これからだからね。治療なんてしている場合じゃない」

　ルシフェルは言葉通りに手の傷を癒さず、滴る血を紅い舌で舐め取っただけで、アルドを見つめた。

　そして、魔王の口の端がかすかに吊り上がる。アルドが訝しむうちに、彼女は彼に近づくと、宝石のように美しい瞳でアルドの顔を覗きこんだ。

　魅了の魔眼などの類ではないが、男の心を奪い、欲望の底に沈めようとするような、あまりにも魅惑的すぎる目だった。

「君はあまりにも甘すぎる。勇者に必要な条件は、魔王を倒すことだけじゃないとよくわかったよ」

「……なんだと？」

「ボクの影響力が、地上に出た魔物たちに及ばなくなる理由を教えてあげよう。この魔窟の五階層まで、ヴィルトリア王国軍が侵入してきていることは気づいていたかい？　リガント大将軍じきじきの命令で、王国きっての賢者と呼ばれるマーリンという女が入ってきている」

「そんなはずはない。マーリンは、迷宮の外で待機していると言っていた。俺が魔王を倒した後に、この迷宮を封印するために同行したんだ。今の段階で中に入ってくることはありえない」

　アルドは揺らぐことなく、マーリンとの取り決めを信じていた。それを聞いていたルシフェルの瞳に宿る感情の色が変わっていく。

　それは、憐憫。アルドは自分が哀れまれているのだと感じ、初めて動揺する。

「なぜ……そんな目で俺を見る。状況がわかってるのか？　俺は魔王を、あんたを追い詰めて、王国を救おうとしてるんだぞ」

「君はもっと人間を疑うべきだった。君が英雄になることを、諸手を挙げて喜ぶ人間がすべてかどうかを、ちゃんと見極めてからここに来なければならなかった」

「何を……言って……」

　強い意志と、絶対的な自信だけを宿していたアルドの瞳が揺れる。

　彼の考えもまた、ルシフェルの言っている意味に行き当たったのだ。

　自分が魔王討伐の功績を挙げることを、喜ばない者がいるとしたら。

　魔王軍と戦いながらも大きな戦果を挙げられず、元々はただの一兵士だったアルドに手柄を奪われようとしている、王国騎士団。

「そんな……俺は、国王陛下から魔王討伐に送り出されて、魔王を倒した暁には、シエナと……」

「剣士として最高の栄誉を得て、人生の伴侶も手に入れる。けれど、同じように名誉と権力を手にしたいと思っている者は多い。彼らが、君を陥れるかもしれないとは思わなかったのかい？」

「お、俺は……俺はただ、皆のために……国を救うために、ここに来たんだ。そうだ、お前の言ってることはでたらめだ。俺が陥れられるなんて、そんなことは絶対にない！」

　アルドは気がつくと、ルシフェルに詰め寄り、その肩をつかんでいた。

　細く華奢な肩。それを指が食いこむほどに掴んでいたことに気づき、アルドは自分から手を離す。

　ルシフェルは彼を非難せず、哀れむような目を続けながら、右手を動かす。そして、アルドの後方の空間に、違う場所の風景を映し出した。

「……見てごらん。君が通り抜けてきた、地下五階層。そこから六階に通じる入り口が、どうなっているのかを」

　アルドはしばらくの間、振り返れずにいた。

　後ろを向けば、ルシフェルの術中にはまり、隙だらけの姿をさらす。

「君はボクを殺さなかった。だからボクは、君に生かされているのと同じだ。後ろから刺したりはしないよ」

　ルシフェルの言う通りにすれば、それは彼女に屈するということだ。

「怖いのかい？　そんな臆病者に負けたと思うと、自分が情けなくなるよ」

「勘違いするな。俺は何も恐れていない……何も恐れることなど……っ」

　自分でも負け惜しみのように聞こえるとわかっていた。アルドは振り向き、そしてそこに映し出された光景を見て、目を見開いた。

　五階から六階まで降りてくるときに使った、螺旋状の大回廊が、膨大な量の土塊によって埋め尽くされていた。まるで地層をそのまま切り崩したかのように。

「馬鹿な……そんなことがあるわけがない！　これは何かの間違いだ……魔王、お前の計略だ！」

「では、五階層まで行ってその目で確かめてみるといい。ボクは本来なら転移の魔法で地上にいつでも出られるが、おそらく五階層から上に上がることはできないだろう。賢者マーリンに、結界を張られてしまったからね」

「それは魔王を封じるための結界だ。俺がいることを知らずに……俺がもう、魔王を倒して脱出したと思いこんで……っ、そうだ、そうに決まってる。今からでも、俺がいることに気づけば、結界は一時的に解除される……！」

　アルドは自分に都合のいい考えに縋る。しかしルシフェルは同意せず、目を逸らし、どこか遠くを見ていた。

「くそっ……！」

　ルシフェルはアルドが駆け出していくのを、何も言わずに見送る。

　追いかける必要など、初めからなかった。この迷宮をルシフェルとアルドを閉じこめる『檻』として、賢者マーリンは五階層全体に封印の結界を張り終えているのだ。

　彼女の行動は狡猾だった。ルシフェルがアルドと戦い始めたときにはすでに五階から六階への大階段の前で待機しており、ルシフェルが最後の魔法を放とうとしたとき、その波長を感じ取ったマーリンは、魔王と勇者をもろともに封じにかかったのだ。

　もちろん、隙を突かれなければルシフェルはマーリンの好きにさせることはなかった。五階層に出向き、マーリンを倒すことはできた──しかし一瞬でも転移魔法に意識を移せば、アルドに殺されていたという確信がある。

　極限の戦いであったからこそ、ルシフェルとアルドはマーリンの策に落ちた。

　マーリンの侵入を許したのは、アルドが単身で斬りこんできたためだ。迎撃に力を費やし、迷宮の五階層までに配置していた魔物は倒され、マーリンたちを阻むものが存在しなくなっていた。

　つまりアルドは、迷宮に封じこめられる状況を自ら作り出してしまった。

　マーリン個人の意志によるものか、それとも裏で糸を引く者がいるのか。ルシフェルは、後者の可能性が高いと見ていた。

「アルド＝ヴェイン。君は裏切られて絶望するのか、それとも……」

　ルシフェルは歩き始める。彼女は転移すればすぐに移動できる六階層へと、アルドの後から歩いて向かってみたいと感じた。自分でも歩いたことのなかった階層を抜け、生き残った眷属たちの姿を確かめながら。











Ⅰ　裏切られた勇者、闇堕ちへの誘惑









１　暗澹たる地の底で




　賢者マーリンの張った結界とは、魔王の迷宮の六階層以下を、現世から隔てるというものであった。

　アルドは六階と五階を繋いでいた大階段を埋め尽くした瓦礫を、自らの力を以て破壊しようとしたが、どれだけ掘り進めても、道は開けることがなかった。

　侵入するときはさほど長くなかったはずの階段が、無限に続いているのだ。




　──マーリンには事情があり、結界を張らざるを得なかった。

　──大階段が塞がれたのは天変地異によるもので、意図されたものではない。




　そんな理由をつけて裏切られたという事実を否定できたのは、脱出を試み始めてから七日目までのことだった。

　迷宮の中では食べ物もろくに見つからず、飲み水は岩の間から湧き出た泥水しか見つからない。魔王に助けを求めるという考えが幾度もアルドの頭をよぎったが、彼はそのたびに頭を振り、土にまみれた剣を突き立て、岩壁を掘り続ける。

「畜生っ……うぁぁっ！」

　岩に剣を突き立て、掘ろうとした瞬間、大規模な決壊が起こった。石と土に押し流され、アルドは為すすべもなく押し戻される。

　土から這い出してきたアルドは、起き上がることもできないまま、虚ろな目をして冷たい地面に仰向けになる。

「……なんで、俺が……俺は、ただ魔王を倒すために……」

　朦朧とする意識の中で、アルドは悟る。

　ルシフェルの言っていた通りだとしたら。騎士団と賢者は共謀し、アルドを魔王ごと迷宮に封じこめたということになる。

（なんのために……そんなことは、決まっている。俺と魔王をもろともに葬り、手柄を自分の物にするため……）

　誰が魔王討伐の手柄の横取りを考え、自分を陥れたのか。

　リガントは、シエナとアルドを結婚させる気などなく、初めから自分を魔王もろとも謀殺するつもりでいたというのか。

　それとも賢者が魔王討伐の手柄を得るために、アルドがすでに死んだのだと嘘をついて、結界を張ったのか。

　いずれにせよ、アルドが地の底にいる間も、外にいる人間たちは『平和』を享受する。尊い犠牲を払ったと、形だけの哀悼を終えれば、アルドのことを忘れていく。

　そしてあれほど求めてやまなかったシエナも、いずれは他の男の妻となる。

「──くそぉぉぉぉっ！」

　アルドは拳で地面を殴りつけた。何度も叩きつけ、拳の皮が破け、地面を血の拳のあとが赤く染め上げていく。

「俺はそんな終わり方を望んでたわけじゃない……！」

　なんの疑いもなく、勇者と呼ばれ、魔王を倒して英雄になることを夢見た。

　しかしそう思っていたのは、アルド自身だけで。

　アルドをただの捨て駒として見て、陥れることだけを考えていた者がいたことに、気づかずにここまで来てしまったのだとしたら──。

「っ……ぐ……っ」

　裏切られ、捨てられた。今の自分は勇者などではない、惨めな敗北者だ。

　その事実が受け入れられず、アルドは喉の奥に焼けつくような熱さを覚え、何も入っていない胃からこみ上げるものを、残らず吐き出した。

　そうして地面に這いつくばるうちに、心に黒い染みのようなものが生じて、全身の感覚を麻痺させていく。

　今まで見てきたものが色をなくすように感じられ、アルドは悟る。

　このままこの迷宮に閉じこめられれば、正気を保つことなどできはしない。

　溢れ出しそうな憎しみ。それに身を任せてはならないという残り少ない理性さえも、薄暗い迷宮の中では少しずつ奪われ、極限を超えた空腹が、土すらも食べられるのではないかという度し難い考えを呼び起こす。

　そんなアルドの姿を、すでに瀕死であると見なしたのか。

　彼が迷宮に潜るときに蹴散らしてきた、黒い体毛を持つ狼のような魔獣が、いつの間にか彼をぐるりと包囲していた。草食の獣ならば単独で狩れるような魔獣が十五匹と、群れの長がいる。

「グルルル……！」

　口に収まりきらない長い牙から、唾液が滴る。その牙を受ければ毒を持つ雑菌が傷口に入り、敗血症を起こす──普段のアルドならば相手にならないが、今の意識が朦朧とした状態では、魔獣の鋭い動きを回避できるかはわからない。

「──アォォォンッ！」

　群れの長が鳴き声を上げ、アルドに襲いかかってくる。第一陣の五匹の魔狼は、時間差を設けてアルドの隙を狙って襲いかかる。

　ここで食い殺されて終われば、迷宮の闇に呑まれずに済む。

　そんな諦めの感情がアルドの動きを一瞬だけ遅らせるが、彼は剣を握ると、飛びかかってきた魔狼を反射的に打ちつけ、吹き飛ばした。

「ギャフッ！」

「……俺を食い殺そうっていうのか。そうか……この迷宮じゃ、俺も食料に変わりないってことか」

「グォォォンッ！」

　一匹が弾き飛ばされて泡を噴いているというのに、他の四匹が構わず同時に襲いかかってくる。

　普段のアルドならば、難なく回避して反撃し、無傷ですべてを倒しきれる。三体を一撃で弾き飛ばし、四体目を蹴りで倒そうとする──しかし。

　飢餓状態で無限に続く岩盤を削り続けたことによる疲労が、アルドの動きをわずかに鈍らせる。アルドの蹴りは紙一重で空を切り、次の瞬間、着地して再び跳躍した魔狼の牙が、彼の腕をかすめた。

「ぐっ……！」

　アルドは反撃で魔狼を斬り伏せる。常に体を防壁で覆い、魔狼の牙など届くはずがないのに、傷の痛みは鈍く脈打つようで、鮮やかな血が滲んでいる。

　防壁を維持できないほど衰弱していると自覚しても、アルドは赤く瞳を血走らせ、襲いかかってくる残りの魔狼を迎え撃つ。

「俺はまだ死ねない……シエナに会うまでは……っ！」

　もはや、理性的に剣を振るうことなどできない。生きるためにがむしゃらに剣を振り回し、拳を魔狼に打ちつけ、たたき伏せ、噛みつかれ、爪で引き裂かれながら、アルドは迷宮を揺るがすほどの叫びを上げる。

　その姿を物陰で見ていたルシフェルは、片時も目を離すことはなかった。

　間違いなく、世界に並ぶもののない強さを持つはずのアルドが、今は中級の魔物の群れに傷を負わされている。

　それでもアルドの瞳にある光は失われていない。

　生きることを諦めかけ、それでも抗う彼を見ながら、ルシフェルの心に今までには存在しなかった感情が生まれる。

（……なぜ、こんな気持ちになるのかがわかった。彼は、ボクと似ているんだ）

　ルシフェルの視線の先で、アルドは倒した魔狼を、飢餓に苛まれた瞳で見つめる。

　彼が魔物の死骸に近づいていくのを、ルシフェルは最後まで見届けなかった。

「畜生……畜生ぉぉぉぉっ……！」




　数日の間、魔物の肉で飢えを凌ぎながらも、アルドの身体は毒に蝕まれ続け、ついには一歩も動くことができなくなり、その場に倒れこんだ。

　傷を癒す薬もなく、焼けつくような痛みが激しさを増している。魔狼の牙によって受けた菌の生み出す毒は、予想以上に早くアルドの生命力を蝕んでいた。

　それだけではない、魔物の肉自体が、なんの処理もせず人間が口にするには適しておらず、拒絶反応を起こしていた。

　身体から生命力は失われ、解毒しなければいずれ死に至る。

　そうすれば、楽になれる。裏切られたという思いも、夢を叶えられなかったという無念も、消えてなくなる。

　このまま地に這いずり、無様に苦しんで死ぬよりは、舌を噛み切るべきだという諦念の中で、アルドの耳には近づいてくる足音が届いていた。

　辛うじて目を開くと、かすんだ視界が美しい女の姿をとらえる。

　魔王ルシフェル。彼女はアルドの目の前に立つと、彼を見下ろしながら言った。

「君をずっと見ていたよ。勇者アルド……君の戦う力は地上の誰にも勝っているけれど、賢者マーリンもさる者だ。彼女が作り出した隔離結界は、一度かけられてしまうと、内側から破るには時間と膨大な魔力を要する」

「……何をしに来た。俺を、笑いに来たのか」

「もう死にかけているというのに、鞭を打つ趣味はない。話がしたいだけだよ」

「俺には何も話すことはない。俺はもう……何も、信じられない」

　もはや望みはない。地上に出ることなどできない──力に任せて天井を掘り抜こうとしても無限に瓦礫が崩れてきて、どれだけ慎重に掘り進めたとしても、一日もすれば元の木阿弥になる。

「ぐっ……ぁぁ……！」

　毒がさらに身体に回り、アルドの全身を焼けるような痛みが襲う。ルシフェルは膝をついて座りこみ、倒れているアルドに手を伸ばす。

「魔狼の毒に冒されているね。今の衰弱した君なら、一時間もせずに心臓まで毒が回って死ぬだろう。肉を食べたのもよくなかった、人間の身体には合わないはずだ」

「……その前にお前を殺すくらいはできるぞ……魔王、ルシフェル……」

　無念がとめどなく溢れ出し、アルドに思ってもみない怨嗟を吐かせる。　

　それでもルシフェルは、アルドをただ静かに見ていた。哀れみは、その瞳には宿っていない。

　アルドは顔を上げてルシフェルの顔を見た。その背中にある羽根は黒いはずだが、薄暗い洞窟の中で、その身体は淡い光をまとっているように、彼の目に映った。

「君が簡単に心変わりをすることはないとわかっている。ボクは魔王だ。君の宿敵であることは、今も変わらない」

「だったら……俺のことなんて、もう放っておけ。この結界を破れない以上は……」

「内側から破るには、時間が必要だと言ったけれど。聞こえていなかったのかい」

　朦朧とした意識の中で取りこぼした言葉を、ルシフェルはもう一度繰り返す。すると、光を失いかけていたアルドの目に、命の残り火を燃やすような熱が宿った。

「マーリンの張った結界を、破れるっていうのか……俺が何をしても破れなかったのに、俺に負けたおまえが、どうやって破れるっていうんだ」

「ボク一人ならば、君の寿命が尽きる前に結界を破ることはできないだろう」

「手を組もうっていうのか。どんな神経をしていたら、そんなことを考えられる」

「ボクは正常だよ。今でも王国を少しでも信じようとしている君のほうが、よほど愚かしい。今すぐに結界を破ることはできないが、王都に送りこんだ使い魔を通じて、そこで起きている出来事を知ることはできる。君の言う『シエナ』がどうしているか、見てみるかい？」

「……シエ……ナ……」

　アルドは目を見開く。そこにある希望の色に、ルシフェルは憐憫を強めずにはいられなくなる。

（彼に絶望を与える幻影を見せて追いこむことは難しくない。しかし、彼を手に入れるためには、事実を見せてあげるのが誠意というものだろう）

「さあ、見せてあげよう。君が求めてやまない、シエナの姿を」

　ルシフェルが手をかざすと、アルドの目に、迷宮の中ではない違う景色が映し出される。それは、王都のどこか──一度外から見たことのある、リガント大将軍の邸宅の中だった。

　銀の鎧を身に着け、金色の長い髪をひとつの三つ編みにした、美しい少女。まだ十七になったばかりのシエナが、アルドの記憶の中のままの姿でそこにいた。

「父上……アルド様が亡くなったというのは、本当のことなのですか」

　シエナの声をひどく懐かしく感じて、アルドは胸に痛みを覚える。話している内容は、アルドが想像していた通りのものだった。

　外では、アルドはもう死んだということになっている。ならば、シエナが何を考えるのか──震えながら、アルドはルシフェルの見せる幻像を見つめる。

「勇者アルドは勇敢だったが、魔王を倒して戻るということはできなかった。非常に残念なことだが、それが事実だ」

「っ……！」

　リガント大将軍の声には熱も何もこもっておらず、無感情に事実を告げようとするものだった。真実とは違う、捻じ曲げられた内容を、臆面もなく言葉にしている。

　自分を激励して送り出したときとはまるで異なる態度。それがリガントの本性なのだと知らずにいた自分の愚かさに、アルドはすでに感覚の失われた拳を握りしめる。

「私を魔王の迷宮に行かせてください、父上。アルド様の遺品をせめてひとつでも探し出して、私はその思い出と共に生きていきます」

「そんなことをしてもらっては困る。決して見つからんよ、アルドの遺品など」

「父上……いったい、何を……」

　シエナの動揺する様子が伝わってくる。いつも毅然として動じない彼女が、リガントの歪んだ笑みを前にして表情を強張らせていた。

「これからも聖騎士であるお前には、私の命で魔王軍の残党を滅ぼすために働いてもらわねばならん。その後には王子に嫁ぎ、我がファラニース家の繁栄のために大いに貢献してもらわなければな。さあ、マーリン……やれ」

「っ……私を、アルド様を騙したのですかっ……答えてください、父上っ……！」

（やめろ……やめてくれ。俺だけでなくシエナまで……）

「リガント、貴様ぁぁっ……！」

　届かないと知りつつ、アルドは手を伸ばす。映し出される幻像の中で、シエナの後ろに姿を現したマーリンが、シエナの隙を突いて何かの魔法を施す。

　マーリンが魔法をかけ終えると、シエナの瞳からは光が失われる。アルドの無念をよそに、彼女の口から紡ぎ出されたのは、怨嗟のような低い声だった。

「アルド＝ヴェインはもういない。私はお父様の駒……なんなりとお使いください」

「そうだ、それでいい。娘の人生は父親のためにある。あの田舎者の自称勇者などを我が娘の婿として迎えるなど、おぞましい冗談はやめにしてもらいたいものだ。はっはっ……はははははっ……！」




　響き渡る哄笑を聞くうちに、アルドはたとえようもない無念で思考を止め、幻影から意識を遠ざける。

　それは、逃げたのではない。彼の中に満ちていくのは諦めなどではなかった。

　──リガントに、マーリンに、同じだけの苦渋を味わわせてやる。

　灰色に枯れ果てていた心が、揺るぎない動機を得て新たな脈動を始める。

「ボクは君が得るはずだった、魔王を倒すことで得られる栄光と幸福の代わりに、同じだけの生きる快楽を与えよう。欲しいものはすべて与えられる。いつか結界を破ったときには、裏切りの代償を支払わせてやればいい」

　ルシフェルはアルドの身体を抱き上げる。毒に犯され、熱を帯びた体に、ルシフェルの肌は冷たく、触れるだけで苦痛を和らげてくれるようだとアルドは思う。

　消えかかる意識の中でも、すぐ近くで見る魔王の相貌は美しかった。

　アルドが求めたシエナとは違う。しかしアルドは、今はルシフェルという少女の、欠けたところのない美しさに、救いと憧憬を感じずにはいられなかった。

「んっ……」

　魔王の顔が近づいてきて、アルドの唇をふさぐ。

　彼女がそっと差し入れてくる舌によって、熱を帯びた快楽がもたらされる。

　その口づけこそが、契約なのだとアルドは理解した。毒に犯され、死滅し始めていた身体の機能が、ルシフェルが口づけと共に吹きこんでくる温かいものによって癒され、再生していく。

　人間ではないものに、生まれ変わっていく。それが魔王の力なのだろうかと、アルドは思う。

「ちゅ……んっ……あむ……」

　感覚が戻ってもなお、ルシフェルはアルドの身体を抱きしめ、口づけを続ける。

　それは、契約に必要なことなのか。アルドの身体に力を送りこむためのものなのか。

　判別のつかないまま、アルドはルシフェルの唇からもたらされる感覚に身を任せ、一度意識を途切れさせた。
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２　死の淵からの再生




　もう一度目を覚ましたとき、アルドは見知らぬ部屋に寝かされていた。

　身体を起こし、自分が寝ていた場所を確かめると、白い魔獣の骨で作られているが、木で作られたものとなんら変わりない、シーツの敷かれたベッドがそこにあった。

　魔王軍といえど、寝具は人間のものとさほど変わりない。そしてベッドサイドには、赤い液体の注がれた、水晶の杯が置かれていた。

　どうやら葡萄酒のようだと、アルドは液体の色を見て感じ取る。魔族ならば人間の生き血でも飲むのかと思っていたアルドだが、偏見を訂正しなければならないようだと考えていた。

　そのとき、部屋の外に何者かがやってきて、金属の扉を軽く叩いたあとで中に入ってきた。地に響くような音を立てて開く扉の向こうに立っていたのは、赤い髪をした、羊のような角を持つ、侍女の身に着けるような服を着た女性だった。

「アルド様、お目覚めになりましたか」

「ああ。ルシフェルは？」

「魔王様は、結界を解くための準備をされています。もうしばらくすれば、この最下層に戻られるかと」

「……そうか。俺のことを看ていてくれたのは、あんたか？」

「はい。ルシフェル様の眷属で、サキュバスのプリムと申します」

「俺の名は、アルド。アルド＝ヴェインだ。あんたたち魔族にとっては、仇みたいなもんだろうな」

　アルドはこの魔窟に入ってから、数えきれないほどの魔物を屠ってきた。その事実が変わらない以上、プリムにとっては憎悪の対象であるはずだ。

　そう考えたアルドだったが、プリムは苦笑して首を振った。

「アルド様が倒してきた魔物は、ルシフェル様が召喚した『魔界の住人』たちです。彼らはルシフェル様の力ある限り、媒介があれば、いくらでも蘇り、魂は魔界へと還ります。魔狼たちは、一時的にこの世界において受肉しただけの存在です」

「ゴブリンや、亜人型の魔物もか？　奴らは、人間の女性を利用して数を増やすぞ」

「受肉した存在が、繁殖できないというわけではありません。そのため、彼らのような者たちは、人間からの恨みを買うことが多いようですね」

「そうだな……王国が魔王軍討伐を決意したのは、ゴブリンに占領された村の悲惨さを目の当たりにしたからだ。それにしても、他人事みたいに言うんだな。ゴブリンやオークなんかを地上に出して人間を襲わせたのは、魔王軍なんじゃないのか？」

「尖兵のすることに細かく指示を出す王などはおりません。地上に出た魔物には、ただ自分たちの本能に従い、人間を滅ぼすようにとだけ命令されています」

　ゴブリンたちが人間の村を襲い、手向かう男たちだけでなく、幼い少女から子供を持つ母親までも容赦なく襲うのは、それが彼らの本能であるからだとプリムは言う。

　美しい女性のように見えるが、プリムは魔族なのだとアルドは実感する。

　その容貌の妖艶さもさることながら、男の関心を惹かずにいられないような、エプロンドレス越しにでもその大きさを主張する豊かな胸。

　アルドはサキュバスとは淫魔であり、男の理想を体現するような姿をしていると聞いたことがあったが、話に聞いた通りだと実感を以て確かめていた。

　そんな彼の視線に気づいてか、プリムは胸を持ち上げるように腕を組みながらくすっと微笑む。

「ふふっ……アルド様、順調に回復されているようですね。起きたばかりで、女の身体に関心を示していただけるなんて」

「サキュバスは、いつでも発情してるのか？」

「まあ……そんな、わざと強い言葉をお遣いになって」

「そんなつもりはないがな。俺はルシフェルに助けられたが、それだけだ。魔族に魂を売ったわけじゃない」

「ルシフェル様からも、重々仰せつかっております。あなたはルシフェル様と盟約を結ばれた存在……あの方と並び立つ存在です。ルシフェル様と同様に敬い、私たちルシフェル様の眷属は、あなた様のすべての命令に従い、お尽くしいたします」

「……魔王を倒そうとした人間を敬うだと？」

「今はそのようなお考えはないはずです。王国に復讐を誓ったのですから」

　プリムにそう言われても、アルドは何も違和感を感じなかった。

　王国に復讐する。自分を陥れた者たちを、このままにしておくつもりはない。

　大将軍リガント、賢者マーリン。復讐しなくてはならない相手が、それだけですべてなのかはわからない。

　しかし地上に出ることができた際には、一人として逃がしはしない。アルドはそう考えたとき、左目に熱を感じて、思わず片手で押さえた。

「っ……なんだ、これは……」

「あなた様の半身は、魔狼の毒に冒されたあと、ルシフェル様の『黒き翼』の力を吹きこまれて蘇生しました。元の人の身体のままで元に戻すことは、すでにできなかったのです」

「俺の命を繋ぐために、魔族に変えたというのか？」

「いいえ、あなた様の半分は人間のままです。その右目も人間の瞳のままですが、左目は魔眼に変わっています。魔王の力と勇者の力を同時に備えた半人半魔の存在……つまり、あなたは魔人として生まれ変わったのです」

「魔人……ははっ。はははははっ……」

「アルド様……？」

　自分がもはや人間ですらないのだということは、アルド自身が最もよくわかっていた。しかしプリムは、アルドが未だに半分は人間のままだと言う。それがアルドには滑稽に思えてならなかった。

「人間の敵になれるのなら、いっそすべて魔族に生まれ変わりたかったよ」

「魔族の力を受け入れていただけるのでしたら、喜ばしいことです。『お役目』を果たすとき、アルド様に嫌われてしまっては、事がすみやかに運びませんので」

　胸に手を当てて言うプリムが、何を意図しているのか。それがわからないほど、アルドは子供ではなかった。

　この部屋に入ってきたときからずっと、プリムは間違いなくアルドのことを異性として意識し、その身体を熱くさせている。

　禁欲を伴う修業に励んで修練を積んできたアルドは、長く抑制されてきた欲望による疼きを、これ以上押しとどめる理由を失っていた。

「……ルシフェルと話もしたいが、その前に飯だな。魔物の肉も、力に変えられるようになったようだが……量がまったく足りていない」

　アルドはわざと、すぐにプリムに手を出すということをせず、代わりのものを求める。起きてからしばらくして、急激に飢えを自覚していた。

「食欲は、生への執着の表れです。あなたはもはや絶望の淵にはおられない。僥倖でございます」

「そうだな。自分でも驚くほどに、生きるということが楽しく思える。あんたのような、綺麗な女を見ていると特にそうだ」

　アルドの言葉にプリムは目をかすかに見開くが、初対面の男から向けられたあからさまな欲望を拒否することなく、頬を紅潮させて微笑む。

「お相手を務めさせていただくときが、楽しみです。アルド様は、清らかな身で過ごしてこられたご様子ですが、身体はお鍛えになられていますし……」

　口元に指を当てて言うプリム。どこかあどけなさを残しながらも、その仕種の艶は、人間の女性とは比べものにならない。

「淫魔を相手にして対等にやれるとは思わないが、その手管からは学ばせてもらいたいものだな」

　アルドはそう言いつつも、心中でまるで別のことを考えていた。

　美しい魔族の女すらも篭絡し、快楽を貪る。それは食欲と同様に、当然に生じる生理的な欲求だった。

　リガントに、そして自分を見捨てた騎士団に、謀略にかけたマーリンに──そして何も知らずに平和を享受する国王に、残らず絶望を味わわせ、貪り尽くす。

　王国を救う勇者としてこの迷宮に入ってきたときなら、アルドが考えもしなかったような考えが次々に浮かび、それを当然の報いだと考えている。

「復讐の味は蜜の味。それは、人間でも魔族でも、魔人であっても、変わることのない真理です」

「そのようだな。まずは大将軍だが、奴のもとに辿り着くには時間がかかりそうだ」

「結界を破るまで存分に力を蓄え、我らと共に王国の支配を終わらせましょう」

「ああ。ルシフェルは俺と協力すれば、結界を早く破れると言っていた。一秒でもリガントを生かしておくのは惜しいが、その分だけ復讐の味もよくなると考えよう」

　アルドはベッドを降りると、部屋の隅に置かれた姿見に映った自分の姿を見た。

　黒かった髪は灰色に染まり、左の瞳の黒目の部分に、魔法陣のような文様が浮かび上がっている。それは、ルシフェルが魔法を使うときに出現させていた魔法陣と同じ図柄だった。

　右の眼は人間のもののままだが、左の眼は硬化している。その姿は、まさに魔人と呼ぶにふさわしいものだった。

「この目があれば、ルシフェルと同じ魔王の力を使うなんてこともできるのか？」

「その通りでございます。ルシフェル様はお力を結界を破るために注がれるため、力を蓄えることは今はできないのですが、あなた様はルシフェル様の補助に魔力を使われても、それ以上の量を吸収することで、徐々に力を蓄えることができます。そうすれば、『魔眼』の力を引き出すこともできるようになるでしょう」

「魔眼……なるほどな。どうやって魔力を吸収するのかは、後で教えてもらおう。この迷宮に巣食う魔物を食うとか、そういうことになるのか？」

「それも必要ではございます。魔狼の肉は食用に適しませんが、他に首狩り兎、大蝙蝠、各種の属性を持つリザードも生息しておりますので。人間が食することはないものばかりですが、お気に召すように調理してお出しさせていただきます」

「それも、ということは。魔物の肉を喰らうより、有効な魔力の蓄え方があるのか？」

　プリムはアルドの問いにすぐには答えず、胸を反らすようにして、自らの身体つきを主張するようなそぶりを見せる。

　その意図するところを悟り、アルドは思う。かつて人間であったときは、シエナと結ばれるまで他の女性と交わることはないと思っていた。

　だがそれも今となっては、失われた誓いでしかなかった。




　深層に戻ってきたルシフェルは、アルドが食事をしている部屋にやってきて、彼の向かい側に座った。

　力を使うとき以外は隠蔽しているのか、彼女の背中に翼はない。貴族の令嬢のようでいて、決して人間の世界にはない材質の衣服を着た彼女は、プリムに赤葡萄酒を注がせると、水晶の杯をアルドに向かって差し出した。

「君は、三日間の間ずっと眠り続けていたんだよ。目覚めてよかった」

「三日……それにしては、身体が鈍ってないな」

「ふふっ……結界を破る準備をする合間に、ボクが君を温めていたからね。毒で死滅した体が再生するには、それだけの苦痛を伴う。最初は、見ていられないくらいに苦しんでいたよ」

「見ていられない、か。魔王にしては、人間みたいなことを言うんだな。今の俺のほうが、よっぽど魔族らしいんじゃないか」

　ルシフェルはアルドの挑発するような言葉にも気分を害さず、ただ微笑む。

「ボクは君を生かすことにした。だから、君の苦しみにも責任を感じていたんだ」

「アルド様、ルシフェル様は自ら肌を触れ合わせ、貴方様の身体を温めたのですよ」

「……それは、礼を言えばいいのか？」

　目の前にいる彼女が、あのベッドで裸になって自分に寄り添っていた。その光景を想像して、アルドは少なからず身体に疼きを覚える。

　戦っていたときから、すでに感じていたことだった。彼女はただ敵として憎悪の対象に見るには、あまりにも美しく、女としての魅力に溢れていた。

　その服を大きく張り詰めさせた乳房。大きく切れこんだ胸元から覗く艶やかな谷間に、アルドの視線は吸いこまれそうになる。

「照れているのかい？　ボクを女として意識しているということかな」

「俺を挑発してるのか？　やめておいたほうがいいぞ」

「ボクを力ずくでどうにかするっていうのかい？　君にはできないはずだよ。女を抱いたこともないから、手が震えてしまうだろうね」

「……それは、女に興味がないっていうことと同じじゃないぞ」

「そうであってくれないと困るよ。ボクやプリムにとって、同格と見られる男に会えたんだからね。魔族の男性には、ボクたちが興味を持つような存在はいないんだ」

　──ルシフェルたちは、アルドに異性として関心を抱いている。

　その状況があまりにも都合のいいものに感じられ、アルドは揺らぐ理性に抗い、ルシフェルの真意を探る。

「……王国に裏切られた俺を、哀れんででもいるのか？」

「くすっ……そうだね。都合よく利用されて、捨てられて、暗い地の底で朽ちていくなんて。今のままでは、君はただの負け犬だ。死んで祖国を救った英雄なんかじゃない、ただの敗残者だよ」

「っ……！」

　挑発だとわかっていながら、アルドはそれでも激昂しかける。

　しかし、ルシフェルが自分の命を救った恩人であるという事実が、アルドの怒りを押しとどめる。

「……いくらでも言え。その敗残者を味方に引き入れたのは、おまえだ」

　アルドは目の前の肉料理を口に運び始める。その姿を見てルシフェルは微笑み、グラスを手に取ると、葡萄酒を口にしてから言った。

「魔物の肉を食べることには抵抗がないようだね。魔人となった今は食事は必須ではないけれど、身体が万全になるまでは充分に摂取するといい。プリムに申し付ければ、いくらでも調理の工夫はしてくれるだろう」

　アルドにとって、プリムの出した食事は、皮肉にも人間だった頃には味わえないほどの美味に感じられた。その滋養が体の中で代謝し、魔力に変わっていく実感がある。

　プリムとは違い、ルシフェルには、簡単に女としての彼女を求めてはならないと思える何かがあった。

　アルドの視線を受けて、プリムはぞくぞくと身体を震わせる。ルシフェルの代替として見られているのだとわかっていても、それ以上に久しぶりに味わう男の精への渇望が勝っていた。




３　魔王の挑発




　アルドは食事を摂り終えたあと、自室に戻る前に湯を浴びた。

　地下迷宮の十層には水源があり、地熱によって温められて温水となっていた。それを引いて作り出された天然の湯殿は、人間に近い姿をした魔王の側近たちの憩いの場となっていると、プリムが教えてくれた。

　ここで『奉仕』もできるとプリムは言ったが、アルドはまだ求めなかった。

　ルシフェルに言われたことが、今も引っかかっている。

　都合よく利用された敗残者。そう言われたままで女を求めることは、慰めを求めているように思えてならなかった。

　それはつまらない意地だとわかっていた。生まれ変わって代謝を増し、精力も比べ物にならぬほど強くなった肉体は、本能から生ずる欲求を常に訴え続けてくる。

　いずれ手を出すのなら、今自制したところで、何かが変わるわけでもない。　

　考えながら、アルドは自室に戻り、ベッドに座る。魔族として変化し、勇者であったときよりもさらに強靭となった肉体は、それだけ維持に魔力を必要とする。

　それも、食事だけで一晩くらいは賄うことができる。アルドは目を覚ましたら、ルシフェルがどのように結界を破ろうとしているのかを尋ねなければと考えながら、ベッドに寝て目を閉じた。




　まどろみの中で揺蕩う意識の中で、アルドは旅に出る前のことを夢に見ていた。

　王国の武術大会。その準決勝で、アルドはシエナと剣を合わせた。

　シエナはアルドが聖騎士しか使えないはずの『神聖気』を使えることに驚きながら、負けん気の強い瞳を彼に向け、裂帛の剣を繰り出してアルドと渡り合った。

　だが、アルドの技量はシエナを明らかに上回っていた。ひとつ年上の男性であるアルドは、十七歳の少女剣士であるシエナを体格で圧倒していたが、父の配下の騎士たちを圧倒してきたシエナには、その敗北は信じがたいものだったという。

　アルドにとって、シエナとの試合は驚きの連続だった。聖騎士シエナの剣と神聖気を扱う才能が群を抜いていると知ってはいたが、彼女はアルドがこれまで会ったどんな女性よりも美しく、戦う姿は戦女神のように魅力的だった。

　アルドは試合を終えたあともシエナとの再会を望んだが、不純な動機で再び聖騎士と会うことはできないと諦めていた──だが、魔王と戦う勇者と認められるために、国王に謁見する前日に、思いがけない出来事が起こった。シエナが侍女に頼み、アルドに手紙を届けさせたのである。

　その内容を見て、アルドはシエナと互いに同じ印象を抱いていたのだと知った。




「アルド＝ヴェイン殿、あなたほど強い剣士を私は知りません。私が王国最強なのだという驕りを、あなたは見事に打ち砕いてくれました。そのことを悔しく思うよりも、むしろ嬉しいと思っているのです。それは、あなたのことを尊敬しているからです。異性に対して尊敬という感情を抱くのは、お父様以外では初めてです。魔王を無事討伐し、王都に帰られた暁には、もう一度お会いしたく存じます」




　その手紙を受け取ったアルドは、魔王討伐の旅に出る前にシエナと会い、彼女に結婚を申し込んだ。一目惚れと言ってもいい、周囲のことなど見えていない、まさに猪突猛進と言ってもいい行動だった。

　シエナはアルドの突然の求婚に戸惑いながらも、それを受け入れた。彼女の手紙は、アルドへの好意を伝えるものだったのである。

　彼女が結婚の申し込みを受けたときに見せたはにかんだ笑顔を、アルドは今でも忘れることができていなかった。

　その彼女が今、マーリンに操られ、心をなくして父親の駒となっているのだという事実に、胸が引き裂かれるように痛む。

　しかしアルドは今、一人の部屋でルシフェルのことを考えずにはいられなかった。

　謀略に落ちた自分を救い、手を組み、共に復讐を成そうという同志。魔人となった今は、忠誠を誓うべき魔王でもある。

　それ以上に彼女は、アルドにとって、これ以上なく魅力的な『女』でもあった。

（俺はルシフェルを殺そうとしたんだぞ？　そんな相手に命を助けてもらって、女としても見るなんて……）

　人間の倫理を失ったと思っていた自分が、まるで感情の制御の仕方を知らない少年のように葛藤している。

　──馬鹿げている。葛藤することも、気遣う必要もない。

　魔王はアルドの力を利用するために蘇生させた。ならば、アルドも魔王に遠慮をすることはない。




　どれほどの間眠っていたのか、判別はつかなかった。短かったようで、長い夢を見ていたようでもある。

　迷宮の底では時間を知る術がない。しかし、そんなことは瑣末な問題だった。アルドは身体を起こし、ルシフェルに会いに行こうと考える。結界を一秒でも早く破らなくてはならない。そのために協力できるのなら、アルドはどんなことでもするつもりでいた。

「……いや。まだ、休んでいたほうがいいね」

　ベッドから降りようとしたとき、扉が開いて、ルシフェルが姿を見せた。

　彼女は寝室で着るものなのか、それとも魔族としての装いなのか、夕食の席とは違う、肌の露出の多い扇情的な装いをしていた。

　ただ歩くだけでもその大きな乳房が上下に揺れる。しかし魔力で形状を保っているのか、理想的な曲線を描いたままでいる。

　乳房の尖塔を覆い隠す黒の交差した布から、ふとすれば違う色の部分が見えてしまいそうだ。側近が女の悪魔ばかりで、羞恥を覚える必要がないのか──そんなことはない。この迷宮には、人間の姿こそしていないが、山羊頭の男の淫魔も、高位の男性悪魔もいる。

「ボクを女として見ているのに、触れてはいけないとも思っている。ボクは、もう君の身体のすべてに触れたのにね」

「俺は蘇生するまでは、死人みたいなものだったんだろう。気味が悪くなかったか」

「ふふっ……やけに自分を卑下するんだね。やはり王国の聖剣技の使い手は、女人禁制だというのは本当だったのか。君からは、行き場のない精の匂いがするよ」

「っ……それだけ綺麗な顔をしてるなら、もう少し品のある言葉を選んだらどうだ。俺を罵るためだけに、そんなことを口に出して愉しいのか？」

　その反論がルシフェルを喜ばせると、アルドは自分でも予感していた。

　それでも非の打ち所のない美を体現したかのような少女が、性的なことをためらいなく口にすることが、アルドに対しての挑発として最も効率よく働いていた。

「女の味も知らずに死ぬところだったなんてね。アルド＝ヴェイン、最強にして人類の捨て駒であり、童貞のまま一生を終える。まるで喜劇のようじゃないか」

「──っ！」

　怒りをわざと煽ろうとしていることを理解しながらも、今度は抑えきれず、アルドは立ち上がってルシフェルに詰め寄る。

　しかし、どんな毒舌を口にしていても、彼女は美しい。そしてアルドは、試合以外で女に手を上げたことが一度もなかった。

　ここまで攻撃的に接してくる女性と相対したことがない。これから手を組む間柄だというのに、アルドはルシフェルがなぜこうまで毒を吐くのか、理解できずにいた。

　魔族の象徴である巻角を傾け、ルシフェルは自らの胸に手を当てて、毒の上にさらに毒を重ねる。

「……女を抱く勇気もない男に、殺されなくてよかったよ。そんなことになったら、屈辱以外の何物でもない」

　魔力を戦闘力に変換することによって生まれる『神聖気』は、異性との交わりを知らない身体でなくては力を失う──王国ではそう伝えられ、実際にアルドも、神聖気の扱いを覚えて聖騎士となったシエナもそう教えられた。

　しかしアルドは、それがただの伝承にすぎないと理解していた。魔力を戦闘に用いる聖剣技は、持って生まれた資質とたゆまない鍛錬によって手に入れられる戦闘技術であり、異性と交わったところで失われるものではない。

　ただ魔王を倒すための強さを求め、求道者の暮らしを送っていたアルドには、女性と関わる機会がほとんどなかった。

　シエナと結ばれるまで、処女と童貞のままでも構わない。そんな、絵に描いたような夢を見ていたからだ。

「夢見がちだね。最初に心に決めた相手でなければ、そんなに興奮していても手を出すことができないなんて。この臆病者」

「──臆病なものか。女など、どこに恐れる必要がある」

「っ……！」

　アルドはルシフェルの腕を引くと、後ろにあるベッドへと押し倒し、組み敷いた。

　そしてできるだけ乱暴にすることを意識して、乳房を隠す黒い帯の上から、ぎゅっと揉みこむ。

「うっ……く……」

　指が適度に沈みこみ、跳ね返してくる。ルシフェルの悠然とした微笑みが崩れ、うめくような声が漏れた。

　アルドは初めて触れる女の身体に、かつて自分が誰かを愛したとき、どんなふうにその相手を抱くのだろうかと夢想したことを思い出す。

　優しくしようと思っていたはずだった。しかし今、アルドは出会って間もなく、真意すらも汲み取れていない美しい魔族の女を相手に、欲望をぶつけようとしている。

　その迷いすらも意味をなくすほど、アルドの手に乳房を委ね、掴まれたままでいるルシフェルの表情は、アルドにとってかき抱きたいほど魅力的に見えた。

「……ふぅっ……ん……ん、んふっ……」

「可愛い声が出てるじゃないか。魔族でも、ここは人間と同じように感じるのか？」

　十字に交差して乳首だけを隠している黒い布。見た目には防具としても頼りなく、いたずらに露出しているように見えるが、魔王の魔力に応じて防御力を高めるそれは、ただの人間では触れるだけで火傷をするほどの力をまとっている。

　しかし、アルドは気がつく。ルシフェルは防御結界を解いていないのに、アルドのことを拒む力を感じない。

「俺に自分の力を与えたことを、後悔しても遅いぞ。こんなに乳首を硬くさせているお前が悪い」

「くぅっ……せ、背伸びをしてそんなことを言っても、格好はつかないよ……君はまだ、悪党になりきれていない……ボクから見れば、まだまだ、ひな鳥のように可愛らしい……っ、はぁんっ……！」

　ルシフェルが挑発しても、アルドはもう怒りに身を任せることはなかった。黒い布の上から指でこするうちに、ぷっくりと硬くなってきた部分を摘み、きゅっと加減してひねる。するとルシフェルは大きな乳房を暴れさせるほどに反応し、白いあごを見せてふるふるとのけぞる。

　アルドを蔑むようなことをわざと言うわりには、愛撫への反応は少女のように愛らしい。アルドは久しく抑えこみ続けていた性欲というものが、一気に溢れ出すように感じていた。

　がちがちにズボンの中で張り詰めたものは、ともすれば暴発しそうでもある──そう考えた途端に、ルシフェルはアルドの乳首責めの合間に、するりと手をアルドの股間に滑りこませ、絶妙な力加減で握った。

「うっ……あぁ……お、お前っ……くぁぁっ……！」

「はぁっ、はぁっ……初めてのくせに、ボクを思うがままにできたなんて思われては困るな……ほら、ここは初めてだって言っているよ。女の身体に触れて、もう精液を吐き出したいってあえいでいるじゃないか」

「そう言われると、意地でも出せなくなるな……くっ……うぁ……」

　ルシフェルの手が、がちがちに硬くなったアルドの肉棒を優しくさすり、精液のたっぷりと詰まった袋を愛でるように撫でていく。

　手探りで愛撫しているはずだというのに、アルドは完全に翻弄されそうになり、意識をルシフェルへの愛撫に向けて耐えようとする。

「……何をどうしたら、こんなでかい胸に育つんだ？　まるで牛だな」

「そんなことを言って、ずっと憧れるような目で見ているじゃないか。プリムの胸も大きいけれど、ボクの胸は特にお気に召したみたいだね……でも、直接見る勇気もないなんて、やはり君は臆病者だ……あぅっ……！」

　反論の代わりにぎゅっと両の乳房を掴みしめる。ルシフェルの常に光沢をまとったような素肌は指に吸いつくようで、もっちりとした乳房の感触と、いまだに続けられる彼女の手での股間への愛撫が、アルドを忘我の境地へと近づけていく。

「俺が見るんじゃない、お前が見せるんだ。勘違いするな」

「なかなか言うじゃないか。いいだろう……ボクの意志で見せてあげよう。童貞坊やには、刺激が強いかもしれないけれどね。んっ……」

　アルドは売り言葉に買い言葉で命じておきながら、実際に見せられると、言葉を失わざるを得なかった。

　黒い紐を左右に開くようにずらすと、ぷるるん、と二つの豊穣の果実が姿を現す。しっとりと紅潮し、そして愛撫を受けるうちに汗ばんだ肌が艶めき、すでに半分ほど硬くなった桃色の乳首は、乳房の揺れと同調してアルドの視界に残像を残す。

　思わず生唾を飲み、喉を鳴らしてしまうアルドを、すかさずルシフェルは組み敷かれたままで挑発する。

「そんなに食い入るように見ていなくても、触ってみればいいじゃないか。ボクは逃げたりしないよ。童貞に触られたって、どうということもない」

　シエナを手に入れることが確約されていたわけではない。しかし彼女と過ごした短い時間が、交わした言葉が、今も消えない。

　それでもルシフェルの身体を見たアルドに、引き返すという考えは浮かばなくなりつつあった。彼女に試されているのなら、ここで引いて失望されるよりも、魔人として欲望のままに振る舞いたい──そして彼の中から、迷いが完全に消える。

「強がるのはいいが、見せてるだけで反応してるぞ。ぷっくり立ってきて、いやらしい乳首だな……触って欲しいなら素直に言えよ」

「ふぅぅっ……んぁっ……あっ、はぁぁっ……！」

　女を辱めるための言葉に慣れないながらも、アルドは我を失いそうな劣情に駆られながら、乱暴にしすぎないように、けれどルシフェルの乳房に指が沈みこむほどの強さで鷲掴みにした。剣を握ってきたアルドの手は同年齢の男の平均より一回り大きいが、ルシフェルの乳肉はそれでも彼の手に収まりきらない。

　その弾力に感嘆しながら、アルドは抵抗しないルシフェルを見やりつつ、口にちょうど収まるほどの、ぴんぴんに尖った乳首にキスをし、しゃぶりついた。

「はぁんっ……んっ、んぅっ……ふぅぅっ……くぅっ……」

「馬鹿にしてるわりには、こんなに声を出して感じてるじゃないか。ほら、目を逸らさずにちゃんと見たらどうだ？」

　唾液で濡れ光る乳首を、アルドはぺろぺろと舐め始める。彼の少しざらつきながら、唾液でぬめった粘膜が擦れるたびに、ルシフェルは乳房だけでなく、子宮にまで疼きを覚え、太ももをすり合わせた。

（こんなに熱心にボクの乳首を舐めて……言葉は乱暴なのに、愛撫の仕方は優しくて、力任せのようで加減している。こんなことにならなければ、彼は根は誠実な人間だったんだろう……ああ、でもそんなことはいいか……こんなに気持ちいいとは思わなかったな……それにしても、悪い男の顔が板についてきている。意地の悪い顔で、ボクに見せつけるみたいにして……）

「こんなに尖ってるぞ……もっとしてほしいのか？」

「んぅっ……き、君が、したいだけのくせに……っ、んぁぁっ……！」

　アルドは見せつけるように、ルシフェルの顔を見ながら、乳首を舌先で転がしたあと、きゅっと強めに摘み上げる。ルシフェルは身体をびくんと震わせるほどに感じつつも、気丈にアルドを見つめ返し、彼を罵倒する言葉を並べようとする。

「くぅんっ……ん、んふっ……そ、そんな愛撫じゃ……何も知らない赤ん坊のほうが、まだ上手に吸えるだろうね……っ、ひぅぅっ……！」

「それにしては、可愛い声が出てるじゃないか……乳首だけでいきそうなんじゃないのか？　さっきから、身体がビクビク震えてるぞ」

「そ、そんな、ことっ……ひ、引っ張るのはっ……ぁぁっ……！」

　乳首をそっと引っ張ると、上を向いても形の崩れない乳房が、紡錘状に形を変える。そのままくにゅくにゅと乳首をしばらく責め続けると、ルシフェルはアルドの手に自分の手を重ねていやいやをする。

　たとえとして適切なのかはわからないが、アルドはルシフェルの乳房の柔らかさは、まるでスライムのようだと思った。柔軟に変形して、乳首から指を離すと、ぷるるんと弾んで元の形に戻る。

「はぁっ、はぁっ……む、胸で遊ぶのは……ほどほどに、してもらいたいな……」

「敏感な部分だからか？　嫌がってるにしては、感じてるようにしか見えないけどな」

　アルドは何気なく言ったつもりだったが、ルシフェルはぞくぞくとするような感覚を覚える。

　感じているのは事実だ。しかし、素直になどなれるわけがない。

（彼を篭絡しないといけない、そのほうが都合がいいと思っていた。でも、実際に抱かれるとなると、もっと抵抗があると思っていたのに。こんなに感じるなんて……そんなこと、素直に言うのはくやしいな……）

「……文句を言わないってことは、次に進んでもいいってことだな」

「っ……」

　アルドは乳房を最後にふにゅっと一揉みしてその弾力を楽しんだあと、彼女を組み敷く体勢から後ろに下がり、足を開かせようとする。

　──そして、彼は気がつく。彼女の秘所を覆っている前垂れの下に、下着らしいものが見えない──そして、女性器に近い部分の内腿が濡れ光っている。

「こんなにいやらしい格好をしてきたのか……？　それで、よくさんざん挑発してくれたな。これじゃ痴女と言われても文句は言えないぞ」

「……ボクをこんな格好にさせられる相手は、他にはいない。君だって今まで気がつかなかったじゃないか。今さら説教をされるいわれはないよ」

　強がりつつも、ルシフェルは手を伸ばして前垂れを押さえ、秘部を見せまいとする。穿いていないというのに隠そうとする彼女の気持ちがわからず、アルドはこれ以上なく興奮しつつも困惑していた。

　赤に黒の紋様が入った前垂れの布地は、それもまた防具としての機能を持っていたが、愛液の浸透を防ぐことはできず、手で押さえたことでじわりと染みこみ、割れ目の筋が浮き上がる。その美しいぴったりと閉じたクレバスを見て、アルドは初めて見る女性器への期待を膨らませ、興奮のあまりに息を荒くしてしまう。

　その息が前垂れにかかっただけで、ルシフェルはそっと触れられるくらいの感覚を覚え、さらに濡れてくることを自覚する。羞恥のあまりにルシフェルは頭が痛くなりそうなほどだったが、アルドは彼女の顔が真っ赤になっていることにはあえて気づかないふりをし、そろそろと前垂れに顔を近づけた。

「んっ……く、くすぐったい……そんなに息を荒くして、まるでけだものみたいだね……んぅっ……」

「……見せてもらうぞ。俺はお前の言う通り、ケダモノだからな」

「あっ……」

　アルドは指に震えを感じつつも、前垂れの端を摘み、ぴらりとめくり上げる。すると、前垂れについていた染みと、つるりとした陰裂の間に、愛液が透明な糸を引いていた。

　ルシフェルのそこには、まったくヘアが生えていない。しかし陰唇は肉厚で、見た目は幼く見えても、女性としての成熟は充分だと感じさせた。

　さらに顔を近づけると、少し甘酸っぱいような匂いがする。アルドは息を荒くしないようにしているが、時々漏れる熱い息がかかり、ルシフェルはそれだけでさらに濡れてくるように感じていた。しかし足を閉じれば、それは負けを認めるようなものだと思えて、秘部を存分に観察され続ける。

（アルド……あんなに食い入るようにボクのあそこを見てる。性交に使うことなんてないと思っていた場所なのに、見られるだけでこんなに濡れて……い、息がかかるだけで、熱くなって……）

「……綺麗なオマ×コだな。魔王にしては、乙女らしい感じがするぞ」

「お、乙女なんてことはないよ……見た目がそうだからといって、勝手に判断しないでくれないかな……んっ……だ、だから、息が、かかってるっ……」

「息だけで感じてるのか……こんなに濡れてるぞ。中も見せてもらおうか……」

　アルドは指を濡らすと、人差し指を陰唇の左右に添え、横にくぱ、と開いた。ひくひくとひくつくピンク色の秘肉が姿を現し、溜まっていた愛蜜がとろりとこぼれる。

　それを指でぬぐい取って舐めるアルドを、ルシフェルは顔を真っ赤にして見つめ、アルドの視線に気づくとなんとか余裕の微笑みを浮かべようとする。

「ためらいなく舐めるなんて、君もかなりの変態だね」

「痛くしないようにと思っただけだ。充分ヌルヌルしてるみたいだが、指を挿れるときに引っかかると、こっちが気になるからな」

「童貞なのにそんな気遣いをするのは、感心はするけど……ふぁっ……ゆ、指じゃないのかい……そんな、いきなりっ……はぁんっ……舐める、なんてっ……」

　アルドは蜜を滲ませた膣口に顔を近づけ、内腿に手を添えて開かせたまま、れろっと舐め上げる。

　そうするだけで、ルシフェルの女性器における性感帯がどこなのか、分布している部分がアルドにはわかってしまう。今は髪に隠れているが、左目の魔眼を通せば、自然に女の弱点を見抜くことができていた。

　そして、アルドにはルシフェルの翼の力が宿っている。自分の中の魔力がルシフェルに引きつけられ、彼女の快楽に奉仕したいという気持ちにさせる。それで選択した最もルシフェルを感じさせる愛撫は、クンニリングスだった。

「ちゅっ……れろっ……ここが尿道口か……こっちが入り口だな。処女みたいな綺麗な色してるな……」

「あっ、ん、んんっ……そんなこと、見ただけで、わかるわけ……ぁんっ……！」

　ルシフェルはさんざん童貞だと罵った相手に、処女だと素直に言うのは屈辱に感じられて、必死に誤魔化そうとする。しかしぺろぺろと舐められるうちに、そのこともどうでもよくなりそうになって、ルシフェルは未知の快感に翻弄され続ける。

　そしてアルドの舐め方はやはり優しかった。言葉は荒っぽいのに、傷つけないように、けれど刺激が弱くなりすぎないように、ルシフェルの反応を見ながら、彼女の悦ぶ場所をじっくりと、丹念に責めてくる。その愛撫は、彼の心根が、今でも人としての温かさを残していることを表していた。

（しかし心は、王国への復讐の念で燃え滾っている。ボクに対しては、蘇生させたことを恩義に感じているのか……くぅ……そ、素質があるっていうことなのか……初めてにしては、こんなに上手で……っ）

　アルドは初めはれろっ、れろっとゆっくり舐め上げていたが、ルシフェルの反応を見ながらより愛撫を大胆にさせていき、舌を器用に動かしてクリトリスを皮の上から刺激したり、膣口に舌を差し入れてぐにぐにと動かしたりする。溢れ出す愛蜜は止まらず、部屋にぴちゃぴちゃと淫らな水音が響き続ける。

「ふぁぁっ、あっ、あはぁぁっ……そ、そんなに、しつこく、舐め、られたらっ……くふぅっ……！」

「ここが一番感じるみたいだな。クリトリスっていうのか……膨らんできてるぞ」

　アルドはクリトリスの皮を濡らした指でそっと押し上げるようにして剥き、陰核を露出させる。そして膣口に指を差し入れ、にゅるにゅると浅く出し入れしながら、陰核を唇で挟み、舌先で転がした。

「あぅっ、くぅぅっ……ふぅっ……んぁっ、あぁんっ……！」

　声を抑えようとしているのに、とても堪えきれない。ルシフェルは長い黒髪を振り乱し、初めて味わう陰核の刺激に翻弄され、全身にしっとりと汗をかき始める。

　びくびくと太ももをわななかせて感じるうちに、アルドは容赦なく両手をルシフェルの乳房に伸ばしてきて、ぐにゅぐにゅと息が止まりそうなほどに強く揉みしだいてくる。普段なら痛くしか感じないような荒々しさのある揉み方だというのに、今のルシフェルには、乳房全体から快感が押しこまれてくるようで、局部を舐められる快感と相乗して、意識が飛ばされそうになってしまう。

（こ、こんな……いくら、ボクの性感帯が『視えている』からといって……早すぎる……上達するのが……あぁ……じ、じらしてる……乳首に触れてくれない……オッパイをこんなに揉まれてるのに……っ）

　アルドはむにゅっ、と乳房を掴み、たぷたぷと揺らすようにして、人差し指を乳首に近づけるが、硬く尖って愛撫を渇望するその部分にあえて触れず、じゅぱじゅぱと音を立てて陰裂にしゃぶりつき、クリトリスを舌で責め続ける。ルシフェルは高まり続ける性感に限界を感じ、ビクンと身体を大きく震わせた。

「ふぁぁぁっ……あぁ……ど、どうして……」

　アルドはルシフェルが絶頂しかけたところで一度口を離し、乳房をつかんだままで彼女を見つめる。

　どうして途中でやめるのか。どうして乳首を触ってくれないのか。

　ルシフェルはそう訴えてしまえば立場が完全に逆転すると感じて、必死で踏みとどまろうとする。

　本当は、耐える理由などない。アルドに敗れ、彼と手を組んで人間に復讐をするのだから、本当はアルドに奉仕をしなければならない立場だとさえ思っている。

　それでも挑発してしまったのは──アルドが未だ、結ばれることのなかったシエナに未練を残していたからだ。

　そして、アルドは淫魔のプリムにも関心を示していた。自分が結界を破ろうと席を外している間に、他の女に近づいたことに、これほど嫉妬を覚えると彼女は自分でも思っていなかった。

　アルドはひくひくと体を震わせるルシフェルの陰裂を、再び優しく舐め始めながら、胸の谷間の向こうに見えるルシフェルの瞳を見つめ、そして膣に声が響きそうなほど近くで言った。

「俺みたいな童貞にイカせられてもいいのか？　あんたみたいに誇り高い女が」

「……おま×こを犬みたいに舐めさせて、ボクが勝手に気持ちよくなっているだけだよ。君に自由にされてるわけじゃ……ひぅぅっっ……！」

　強がりは、とうの昔に限界を迎えている。アルドは愛撫を待ちかねていたルシフェルの乳首を人差し指でぷにゅっと押しこんだあと、再び飛び出してきたところでくにゅっと摘み上げ、ぐにゅぐにゅと全体を揉みしだきながら、クリトリスを舌先でぐりぐりと押し始めた。

「ふぁぁぁっ、ああっ、あっ、んっ、んふぅぅっ……はぁうぅっ……あっ、あぁンっ……！」

　アルドの手に自分の手を重ねるが、熱を持って汗ばんだ彼女の手には、力は込められていない。その弱々しさに、アルドは思う。この行為は、契約と同じなのだと。

　彼女を手に入れ、結ばれる代わりに、魔王を守る楯となり、彼女と並び立つもう一人の王となる。すべてを委ねて絶頂しかかっているルシフェルの性感帯を、アルドは容赦なく刺激して愛撫を続ける──そして。

「んぁぁっ……あはぁぁぁっ……！」

　ついにルシフェルは、身体をベッドの上で弓なりに反らせながら絶頂に達する。ビクビクッと最初の大きな震えが訪れたあと、それからも続く絶頂の中で尿道口が弛緩し、彼女の意志を伴わずピュッ、ピュッと潮が噴き出す。それを浴びながら、アルドはそっと口を離し、ルシフェルがベッドの上で大股を開いて絶頂するさまを見つめる。

「はぁっ、はぁっ……くぅぅっ……んっ……」

　絶頂の余韻が少しずつ静まり、ルシフェルは荒く息をつきながら、潤んだ瞳でアルドを見る。もはや強がる余裕もなく、ただじっと見ることしかできていない。

　アルドは薄々と、ルシフェルのこれまでの反応を見ていて、初めてなのは自分だけではないと気づいていた。

　魔王だから性体験が豊富ということもない。男悪魔や、人間の男奴隷を侍らせている様子もない。近くに置いている側近はすべて女性の魔族ばかりで、迷宮の十層は女の園のようにアルドの目に映っていた。

　処女かどうかは今尋ねなくとも、これから交わることでわかる。アルドは無言のまま、ズボンのベルトを外して脱ぎ、たぎりきった肉棒をルシフェルの眼前にさらした。

　ドクン、ドクンと脈打つそれを、アルドは自分のものながら、これほど硬く大きく勃起する姿は見たことがないと感じた。一刻も早く女の中にもぐりこみたいと、透明な先走り汁をとろとろと垂らしている。

　しかしルシフェルの目には、まだ女を知らないアルドの肉棒はつるりとしていて、愛らしい姿に見えていた。彼女は身体をそろそろと起こすと、四つん這いになってアルドに近づいていく。下向きになるとさらに大きく見える二つの乳房が、魅惑的にたぷんたぷんと揺れている。

「……なかなか気持ちよかったよ。童貞にしては頑張ったね……褒めてあげるよ」

「そうか……思いきり絶頂してたように見えたけどな……くっ……！」

　ルシフェルはアルドの言葉にも機嫌を損ねず、微笑んだままで、ビクビクと脈打つ肉棒に触れる。ルシフェルの片手では足りず、両手でなんとか全体を愛撫できるほどに大きく、鋼のように硬い。触れていると焼けるように熱く感じるが、それをルシフェルは心地よいと感じていた。

　しっとりとしたルシフェルの手が、今は肉棒の幹をただ包みこんでいる。彼女は口を近づけていくと、健康的なピンク色の舌を出しながら、アルドの顔を見上げた。

「……少しでも舐めたら、すぐに射精してしまわないかい？　それなら、精を口で受けてあげるよ。それとも君みたいな童貞は、大きなおっぱいにぶちまけたいとか思っているのかな」

「童貞かどうかは関係なく、綺麗な女を汚すことには、少なからず興味があるもんじゃないかと思うがな」

「……綺麗というのは、ボクの反応を誘っているのかな。それくらいで喜ぶと思ったら大間違いだよ」

　それが喜んでいるというのだが、とアルドは思う。

　この人間にとっては恐ろしい侵略者であり、殺戮の先導者でもあるはずの魔王は、自分の前ではあまりにも愛らしすぎる。素直でないところが玉に瑕だが、こんな容姿で性的なことにも積極的であるとなれば、非の打ち所がないとアルドも認めるほかはなかった。

「じゃあ、出るときになったら言うんだよ。君の精には、生命活動によって生成される大量の魔力が含まれている。君が食事をして、性交をするだけでも大きな魔力が発生して、君の身体に蓄えられるんだ。これから一日でも早く結界を破るために、君の精液はボクにすべて供与してもらうよ」

「精液か……確かに、魔力が最も溜まりやすいっていうが。飲めるのか？」

「……だから、今から一度試しておきたいんだ。本当は子宮に注いでもらうのが、一番……きゃっ……！」

　子宮に注ぐという言葉を聞いたところで、アルドの肉棒が敏感に反応し、天井を向いてそそり立つ。

「ば、馬鹿なのかな……そんなくらいで興奮するなんて。男はやっぱり、女を孕ませることしか考えていないんだね」

「そうでもない。本当に悪いやつは、気持ちよくなるだけよくなって、堕ろせとか言い出すからな」

「今はまだ妊娠するわけにいかないから、着床しないように胎内を保護するよ。けれど、ひとつ覚えておいてほしいのは、君の中にはボクの翼の一枚が宿っている。つまり、君がその気になったら、ボクは妊娠を防ぐことができなくなるんだ。同質の魔力同士では、相殺してしまうからね」

　ルシフェルは自らの弱点とも言えることを、アルドに晒してしまう。今までまったく素直でなかった彼女が、アルドの意志次第で、避妊の魔法が効果を失うのだと打ち明けてしまったのだ。

　ひととき孕ませたいと思ってしまったら。ルシフェルを支配したい、その思いに駆られて、アルドが暴走してしまったら。そのリスクを理解していながら、なぜ弱みを晒したのか、アルドは疑問に思わずにいられなかった。

「話はこれくらいにして……まず、精液の味を見させてもらうよ……ちゅっ……」

「うっ……く……」

　ルシフェルは可憐な唇で、アルドの亀頭の裏筋の部分にキスをする。それだけで苛烈な快感が走り、アルドはベッドの上で足を開いた姿勢で、緩やかに始まった口淫の快楽に、シーツを掴んで耐えしのぐ。

「ちゅっ、あむ。少し塩っぽい……苦いかと思っていたけど、そうでもないね……れろっ。ちゅっ、ちゅるるっ……んぅ……こんなにいやらしい匂いをさせて……」

　その角と露出度の高い衣装だけを見ていると、ルシフェルは淫魔の女王のような姿でもある。その印象にそぐわず、最初はぎこちなくじれったいほどゆっくりとした愛撫だったが、次第に積極的になり、吸いつきは激しさを増し、唾液をたっぷりと絡ませた生温かい舌が、肉棒の敏感な部分をなぞり、責めたて始める。

「はむ……あむっ。れろれろ……ここが感じるんだってこと、ボクにもわかるよ。君に与えた魔眼の力がなくても、これくらいはわかる……素直に反応しているからね……ちゅっ。弱いのはここだろう……？」

「くぅぅっ……お、お前……上手くなるのが、早すぎる……うぁぁっ……！」

　ルシフェルはアルドの肉棒を捧げ持つようにして優しく握りながら、鈴口に指をなぞらせ、精液の溜まった袋を口に含み、舌で睾丸を優しく転がし始める。

「そ、そんなやり方、どこで、知って……うぁぁっ……」

「……うるさいな。ボクが何も知らないと思っているのかい？　百年も生きているのに、知識が何もないわけがないじゃないか。初めてだと思って、侮らないでほしいね……はむっ、あむっ……じゅるっ、じゅるるっ……」

　男性との交わりが初めてだとこぼしてしまったことに気づかず、唾液に濡れた肉棒の裏にしゃぶりつき、はしたない音を立てて吸うルシフェル。アルドはこみ上げてくる射精感から意識を逸らすために、無防備に揺れているルシフェルの乳房に手を伸ばして揉む。ぷにゅっ、という至上の弾力に、さらに興奮を煽られてしまう。

「んぅっ……ボクにお返ししてくれるんだね……いいよ、健気じゃないか……ふぅっ、あむ……れろっ、れろれろっ、じゅるるっ……はぁ……もうすぐで出るみたいだね。先のところが開いて……すごく濃い魔力が溢れてきているよ……っ」

　ルシフェルは恍惚としながら、肉棒から滴る先走りを指ですくい取り、ぺろりと舐め取る。それだけでも魔力の供与はできているのか、彼女の身体全体が淡く輝き、力が充溢する。

「んくっ……ああ、美味しい。童貞だけに、雑味がなくてすっきりしているね」

　処女の愛液も混じりけなしの味だったと言い返したくなるが、アルドは言葉を呑みこむ。ルシフェルは自分が処女ということは知られたくないようだからだ。

　アルドを童貞だとなじっているので、自分が処女では格好がつかない。そんな意地を張っていながらも、熱のこもった愛撫は奉仕の精神に溢れていて、そのギャップに否応なく快楽が増し、膨れ上がっていく。

「うっ……ぁぁ……ル、ルシフェル。そろそろ出そうだ……っ」

「……どこに出したい？　ボクの身体に出してくれるなら、どこでも構わないよ」

　ぬるついた肉棒を緩やかにしごいて硬さを保ちつつ、ルシフェルが聞いてくる。そうやって手で擦られるだけでも射精しそうで、アルドは思わずうめきながら答えた。

「くぅっ……む、胸で……挟んでもらって、射精させてもらっていいか……？」

　ルシフェルは目をぱちぱちと瞬き、顔を赤らめて懇願するアルドを見る。今までの流れならば、ここで彼をばかにして笑うべきなのだが、そうする気持ちが湧いてこない──それどころか。

（……闇に堕ちたというのに、やはり十八歳。百年を超えて生きているボクから見ると、彼はまだまだ少年みたいなんだ）

　アルドがルシフェルに対して抱いた感情と、それは奇しくも同じだった。守りたいという思いが、ルシフェルの胸に湧いてきて止まらなくなる。

　きゅんきゅんとする、と言えばいいのか。ルシフェルはそんなことを考える自分を信じられないと思いながら、思わず胸に手を当ててしまう。それくらい、彼女の胸での愛撫を求めるアルドは、まるで子犬のような顔をしているのだ。

「ふふっ……いいよ。ボクのオッパイで出してあげる。我慢しないで、いっぱいかけてくれていいよ」

「ああ……耐えようと思えば耐えられそうだが。一度出さないと、中に入れたら持ちそうにないしな……」

（初めてなのに、射精しないで長く持たせようっていうのか……痛みは耐えられるけれど、そんなことをされて、ボクの膣内の形が変わってしまわないだろうか。指も浅いところまでしか入れたことがないし……）

　性欲というものと無縁の百年を送ってきたルシフェルには、すべてが未体験で、アルドの舌のほうが自分の指より奥まで膣内に入ったのではないかと思うほどだった。処女膜はその先にあり、自分でもどれくらい閉じているのか想像がつかない。

　どちらにせよ、最後まで演技は続けなくてはならない。どきどきと心臓の鼓動が早まるのを自覚しながら、アルドの男性器に伝わってしまわないだろうかと心配しつつ、ルシフェルは身を乗り出し、乳房でアルドの肉棒を挟みこんだ。大きすぎる乳房を、手首から肘までを使って寄せて、太く長い肉棒を根元から先まで圧迫していく。

「……ばかでかい胸には、これが最良の使い道だな……くっ……！」

　ルシフェルは減らず口を叩くアルドの乳首に片手を伸ばし、きゅっとひねり上げる。アルドの中では痛みよりも、乳首でも快感を感じるのかという驚きのほうが勝っていた。

「男性の胸には使い道がないからね。女性の胸を敬うことだよ……こうやって、気持ちよくしてあげられるんだから。お礼の言葉くらいは欲しいものだね……んっ……少しひっかかるかな……」

　ルシフェルはアルドの顔をうかがってから、その蕩けきった顔ならはしたないことをしても問題ないと考え、アルドの肉棒の上につばを垂らす。すると乳房の間の滑りが格段によくなり、吸いつくような肉の谷のあいだで、硬く張り詰めた肉棒がにゅるにゅると切れ間なく擦られ始める。

「うぁぁ……も、もう出そうだ……本当に、大したもんだな……っ、うぅっ……！」

「んっ……んぅっ……ビクビクしてる……もう出そうなんだね……我慢しなくていいよ、このまま……っ」

　ルシフェルの言葉と、懸命に乳房を寄せて擦りたてる愛撫に、アルドはずっと耐えてきた快感を振りきれさせ、耐えることをやめた。ルシフェルは最後の仕上げと言わんばかりに、乳房を自分で鷲掴みにし、上下に交互に動かして揉みくちゃにする。アルドは最後は仰け反るようにして、魔王の献身的な愛撫に屈した。

「うぁぁ……ぁぁっ……で、出るっ……くぁぁっ……！」

「ふぁっ……！」

　ビュルッ、とルシフェルの乳房に挟まった肉棒が、精液の塊を吐き出す。

　射精はもちろんそれで終わりではなく、噴水のように、ぶしゅっと白濁液が鈴口から噴き出し、ルシフェルの乳房から顔にかけてを汚していく。

「くぅぅっ……あぁ……な、なんだ……こんな量が出るなんて……」

「ぷぁっ……口に入りそうだね……まだ出てる……すごい匂い……若くて濃い、雄の匂いだね……」

　ルシフェルは濃い精液を浴びたというのに嫌な顔ひとつせず、とろりとしたそれを口に運んで舐め取る。そして肌についた精液は魔力として吸収された。

「ふふっ……浴びたままで続きをするというのもいいけれどね。本来の目的を忘れてはいけない」

「なるほどな……身体に浴びても魔力に変換できるのか。俺の精液も、便利になったもんだな」

「子種の機能は失っていないから、安心するといい。君が欲しいと思えば、いつでも子供をなすことはできるよ」

　ルシフェルとの間に作ってもいいのか、とアルドは思わず言いかける。彼女との行為に溺れ、のめりこんでしまっていた。しかし復讐を終えるまでは、魔王との間に子供を作るなど、考えるべきことではないという思いもあった。

　乳房から解放されたアルドの肉棒は、依然として天を仰ぎ、そそり立っている。ルシフェルはそれが当然のことのように、口をつけて残った精液を舐め取り始めた。

「れろっ……んっ、ちゅっ……あむっ……残り汁まで魔力たっぷりなんて、君の精液は優秀だね」

「くっ……それじゃ愛撫してるようなものだから、先を吸うなっ……うぁ……！」

　とろみのついた精液を精管から吸い出されると、アルドは魂が抜けるほどの快感を味わう。胸での愛撫も、口淫も、すでに魔王はアルドの弱いところを把握して、気を抜けば射精させられるほどの技巧を凝らしてくる。

（あえいでいる彼の顔が可愛らしいなんて……ボクらしくもない）

　ルシフェルは自分のことを冷酷な魔王だと自負していたはずが、アルドには優しく、それと同じくらい虐めたくなる。自分にそんな感情があったことに新鮮な驚きを覚えながら、彼女は肉棒を掃除し終えて微笑んだ。




４　組み敷かれる魔王




「さあ、どうやって入れてくれるのかな……？　人間は四足歩行の獣から進化したから、後ろから交わるのがもっとも自然だと言うけれど」

「魔王を四つん這いにさせるのも、征服欲ってやつを満たされるんだろうが……正面からがいいな」
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　アルドはルシフェルの顔をまっすぐに見つめて言う。

　ルシフェルは人間の男女が想いを通じ合わせて身体を重ね、幸福を感じるなどと言うのは、性欲を美化したものにすぎないと思っていた。

　しかし、そのように形のないものが、存在するのかもしれないと思ってしまう。

（……彼と交わることに焦がれている。愛液がとめどもなく奥から出てきて……子宮が彼の子種を求めているのがわかる。そうか、ボクはきっと……）

　まだ自分の感情に名前をつけられないまま、ルシフェルはベッドに横になる。アルドの足を広げるときの手つきさえ優しく感じて、ルシフェルは壊れそうに高鳴る胸を抑えて、アルドの顔を見つめる。

　下半身を見てしまえば、ルシフェルは初めて味わう羞恥に耐えられそうになかった。これほどしとどに濡れて口を開けていては、欲しいと言っているのと同じだ。

　無防備で、隙だらけの姿をさらして、彼にすべてを委ねるという意志表明をする。魔王の矜持があるのなら、彼に騎乗して交わるくらいはすべきなのかもしれない。

　──どのような形でも繋がりたい。彼女の心は間違いなくアルドを求めている。

　彼と快楽を共にすることへの期待が、ルシフェルの胸を際限なく熱くする。

「……じゃあ、入れるよ。優しくするからな」

「そんな必要はないよ。君の好きなように、するといい」

　処女だと知られているとわかっても、ルシフェルはもう意地を張る気になれなかった。アルドは肉棒をこともあろうにクリトリスに当て、そのまま下にぬりゅりゅ、と滑らせていき、膣口の位置を探ろうとする。

「んっ……違う、もう少し下……そう、そこ……ふぁっ……」

「入り口がすごく狭いな……指を入れてからのほうがいいか」

　アルドは肉棒を限界まで勃起させているというのに、無理やり入れようとせず、まず人差し指を膣口に差し入れた。くぷくぷと半ばまで沈ませていき、ルシフェルの反応を見ながら、ゆっくり抜き差しを始める。

「ふぅっ……んんっ、んぅ……ゆ、指、入って……ふぁっ……あっ、あんっ……」

　いつも少年のような口調で話すルシフェルが、艶めかしい嬌声を上げる。その声の愛らしさに興奮を高めながら、アルドは指を二本に増やし、ゆっくりと彼女の膣内を広げ、挿入する行為に慣らしていく。

　にゅるにゅるとした肉襞の感触は、入れた指すら気持ちがいいと思うほどで、名器の領域を超えている。ルシフェルが絶頂に近づいてびくびくと震え始めたところで、アルドは指をにゅぽっと抜いた。

　準備が整っていることを示すように、愛液はねっとりと濃くなっている。それを指で舐め取ると、ルシフェルは自ら手を伸ばして、陰裂をくぱぁ、と広げた。

「……よくわかるように、こうしていてあげる。こうすれば、間違えないで入れられるだろう？」

「ああ……よく見えるよ。それにしてもいやらしいオマ×コだな……チ×ポが欲しいってパクパクしてるぞ」

「……否定はしないよ。ねちっこく指を入れてくれたせいだね」

　互いに挑発するような言葉を交わすが、攻撃的な意味合いは含まれていない。

　アルドはルシフェルが広げてくれているおかげで、落ち着いて膣口に亀頭を当て、一度で的確に挿入することができた。ルシフェルの膝の裏に手を添えて開かせながら、腰をぐっと進ませていく。

「んぁぁっ……あっ、くぅぅっ……うぅっ……お、大きい……あぁ……っ、裂けてしまいそう……ふぁぁっ……！」

「うぁっ、し、締まる……ルシフェル、もう少し……うっ……く……あと、半分……うぅっ……！」

「そ、そのまま……続けて……ボクは、大丈夫……っ、あぅぅっ……！」

　亀頭の先がめりっ、と処女膜を押し破り始め、そのままアルドは腰をまっすぐ進ませる。するとぴっちりと締まった膣奥をずにゅにゅ、と押し広げながら、肉棒のほとんどがルシフェルの中に沈みこんだ。

　シーツを確かめるまでもない──結合部に、滲み出してきた愛液と一緒に赤いものが混じっている。ルシフェルは苦痛に顔をゆがめていたが、入ったことがわかると、潤んだ瞳でアルドを見つめた。　

「はぁっ、はぁっ……」

「痛くさせてごめんな……でも、すごく気持ちいいよ」

「……君のが大きすぎるからで、ボクのせいじゃないよ」

　あくまでも初めてではないということにしようとするルシフェルだが、アルドはもう追及しようとは思わなかった。彼のものを、必死で受け入れてくれたことに違いはないからだ。

「ふぅっ……んっ、んぅ……君のおちん×んが、脈を打っているのがわかるよ……そろそろ、動いても大丈夫だと思う……はぁっ、あっ、あぅんっ、も、もっと、ゆっくりっ……はぅぅっ……！」

「うぁっ……あぁ……わ、悪い……腰が、止まらない……っ」

　肉襞を絡みつかせたまま、ゆっくりと腰を引くだけで、肉棒に走る快感に意識が危うくなる。気がつけばアルドは、ルシフェルのくびれた腰に両手を添えて、ずちゅっ、ぐちゅっと音が出るほどに腰を動かしていた。

「はぁっ、あっ、あぅっ……んぅ……んっ、んふっ……！」

　突かれるたびに大きな乳房がばるんばるんと弾んでいる。それを見て興奮を煽られ、アルドは乳房に手を伸ばして、腰の律動に合わせて何度も揉みこみ、乳房をぷるぷると揺らす。

「ふぁぁっ、あぁ……そ、そんなふうにっ、おっぱいでっ、あんっ……あ、遊ばないで、くれないかなっ……ふぅっ、んっ、んぁぁっ……！」

　アルドはルシフェルの乳首を指で転がしながらも、彼女の肉付きのいい尻をぱちゅんぱちゅんとたわませながら、絶え間なく腰を振りたて続ける。すぐに絶頂せずに突き続けられるのは、一度大量に射精していたからだった。

　熱くたぎった肉棒で擦られることで、ルシフェルの膣内もまた熱くなり、おびただしいほどの愛液でぬるんで、シーツに大きな染みを広げていく。一度入れられるたびにしぶきを上げるほどに愛液が分泌されていて、アルドが耐えるほどに溢れ出てくる先走りの量も尋常ではなく、挿入するごとに溢れ出てくる。

（初めてなのに、こんなに濡れるなんて……っ、ぼ、ボクも、気持ちが高まっているのか……入れてからは、主導権を握られっぱなしだ……な、何も抵抗できない……っ、あぁ、奥まできて……子宮口にまで届いてる……）

「はぅっ、んんっ……アルド……ボクの中はどうかな……んっ、んくっ……」

「どうも、何もっ……うぁっ、あぁ……入れるたびにきゅっと締めてきて……っ、中、ヌルヌルで、熱くてっ……すごいオマ×コだ……っ、うぁぁっ……！」

「ふっ、んっ、んぅっ……こうやって締めたら、もっと気持ちいいかな……いきそうになったら、いつでも……っ、ふぁぁっ、あぁっ、いって、いいんだよ……っ」

　ルシフェルはアルドの肉棒を締めつけ、そのまま彼の突き入れをしばらく受け入れるが、締めるほどに快感が大きくなり、一気に絶頂へと近づいてしまう。

　足をアルドの腰に絡め、背中に手を回したい。これだけ激しく交わっていても、思うだけで実行に移せないまま、乳房を揉まれながら突かれ続ける。

「あっ、あっ……も、もう……もう、そんなに激しくされたら……も、もたない……あぅんっ……！」

「もたない……それじゃわからないな。そういうときは、いきそうって言ってもらわないと……っ」

　好き放題に胸を揉んで、気持ちよさそうに腰を振り、時折切ない顔をする青年が、この期に及んで意地の悪いことを言う。ルシフェルはしばらく恥ずかしさのあまりにどうしたものかと考えていたが、いよいよ限界が訪れ、突かれ続けた膣内がびくびくと収縮し始める。

「……い、いくっ……いきそうだから……っ、もっと……もっとオッパイ触って……クリトリスも触りながら、突いてっ……あはぁぁっ……！」

　アルドはルシフェルの求めに応じて片手で乳房を揉みながら、クリトリスをもう片方の手の親指で刺激しつつ、一心に腰を振りたてる。一度突くごとに、二人の絶頂が近づいていき、快楽は高みへと駆け上がっていく。

「あぁ……い、いくっ……出すぞ……ルシフェル、お前の中にっ……うぁぁぁっ……！」

「はぁっ、あっ、ぁ……ふぁぁぁぁんっ……！」

　アルドは最後に、ルシフェルの両の乳房に手を添えたまま、膣奥に届かせた肉棒を震わせ、身体の奥からおびただしい量の白い灼熱をほとばしらせる。

「はぁぁぁっ……あぁっ……熱い……アルド……ッ、あぁ……」

　ルシフェルに名前を呼ばれた瞬間、二度目の激しい脈動が訪れ、精液の塊が子宮口に注ぎこまれる。

　それからは精管が開きっぱなしになり、肉棒が脈動しなくとも、精液が絶えることなく溢れ出し、ルシフェルの子宮に吸いこまれていく。

　子宮口に注がれた精液は、もっとも効率よく魔力に変換される。それを行わなければ、アルドの射精量では、人間で言う排卵日であるルシフェルは一度で受精してもおかしくなかった。

「くっ……ううぅ……も、もう、かなり出したぞ……お、おいっ、なんだこの足は……」
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「んぅ……まだ駄目だよ。残っている分まで全部吸い出してあげる……これが魔王と性交するということだよ、魔人将どの……ふぅぅっ……すごい、まだこんな……」

　聞き慣れない呼び名だが、それがルシフェルから与えられる称号ということだろうかとアルドは考えつつ、波打つようにうねるルシフェルの膣に精液を搾り上げられる。

　彼女はアルドを逃がさないように、両脚を腰に絡めてホールドしていた。さらにはアルドの興奮を少しでも煽ろうと、自らアルドの手を自分の乳房に押しつける。その甲斐あって、アルドは一度の射精では考えられないほどの量を、処女だった魔王の子宮へと送りこむことができた。

「そんなに大量の魔力を取り入れてたら、俺より強くなるんじゃないか？」

「んっ……何を言っているのかな。ボクは結界を破るために、君との営みで魔力を作っているんだよ。自分の力として蓄積する余裕なんて、当面はないよ……」

　ルシフェルはそう言いつつも、アルドの腰に脚を絡めたままで離さない。

　彼女は何も言わないが、二回戦を求めていることは明白だった。アルドはすでに二度射精して、この世で味わえる最上の快楽を知った気持ちでいるのに、魔王はどこまでも貪欲だった。

「……次は、後ろからしてくれないかな。君はそういうのも好きそうだからね」

　好きなのはそちらのほうだろう、と言いかけて、アルドは言葉を呑みこむ。どうもルシフェルを見ていると、お小言のようなことを言うのは無粋に思える。

　ルシフェルはそっと長い脚をアルドの腰から外すと、ベッドの上に膝立ちになる。こぽこぽと精液が溢れてくるが、それを手で受けて、ルシフェルは自分の胸に塗りたくり、魔力に変換して吸収した。

「子宮で全部吸収するには、もっと慣れが必要みたいだ。一日一度出してもらえば、変換効率も上がっていくと思うよ」

「ルシフェルと毎日寝室を共にするってことか……？」

「なんだか嫌そうだね……たまには自慰でもしたいと思うほうなのかな？　せっかく童貞を捨てさせてあげたのに、それはボクに対して失礼じゃないかな……あっ」

　毒を吐きつつも、ルシフェルはシーツに彼女が処女であったことを示す、破瓜の痕跡がはっきりと残っていることに気づき、顔を真っ赤にする。

「……き、君のが大きすぎるから血が出てしまったじゃないか。まったく、ばかげたおちん×んだね」

「その割には、気持ちよさそうだったけどな……」

「君ほどじゃないよ。見ててごらん、またすぐにイカせてあげるから」

　最後まで処女を喪失したことは認めず、ルシフェルはベッドの上に四つん這いになると、アルドに尻を向ける。

　そして一度目にそうしたときと同じように、自ら片手を伸ばして、器用に陰唇を指で開き、再び愛液を滴らせる蜜壺へと、アルドを誘惑するのだった。











Ⅱ　復讐の胎動と狙われる聖騎士









１　女淫魔の奉仕




　迷宮には昼と夜は存在しない。アルドにとっては目覚めた時間が朝であり、ルシフェルたちに合わせて眠りに就く時間が夜だった。

　活動時間のほとんどを、アルドはルシフェルと共に結界を破るための『破界呪』を完成させるために費やした。それはルシフェルが六階層の広間に魔法陣を書き記し、そこにルシフェルが蓄えた魔力を注ぎこみ続けることで、賢者マーリンの張った結界を内側から破るために、必要な力をひたすら蓄え続け、魔力の過充填を起こして無理やりに内側から結界を破るという、『禁呪』に類するものである。

　そのために必要な魔力は甚大であり、アルドは日々、鍛錬の合間はルシフェルと交わり続けるものだと思っていた──しかし。

　ルシフェルは側近のサキュバス、女性の悪魔大公たちを次々とアルドの寝室に送りこみ、アルドは彼女たちを抱いて魔力を生み出すことになった。

　彼女は結界を破ることに心血を注ぐため、魔力を受け取るときだけアルドと交わる。それは三日ごとであったり、ときには一週間空くこともあったが、アルドは自分からルシフェルを求めることはしなかった。

　美しい女悪魔たちの奉仕を受け、その豊満な肢体を知っても、アルドにとってルシフェルの魅力は変わらず、彼女の姿を見るたびに少なからず心が動いた。しかしそんな彼の気持ちを知ってか知らずか、ルシフェルは焦らしに焦らしてから、アルドの寝所を訪れることを好んだ。




　ルシフェルに魔人将の称号を与えられ、彼女と並び立つ迷宮の支配者となって、一カ月後。アルドは破界呪に力を注ぐルシフェルに付き添ったあと、各階層の魔物たちを視察してから、再び深層に戻ってきた。そして、彼のために与えられた将官室で、食事の後にメイド──サキュバスのプリムの奉仕を受ける。

「ちゅっ……あむっ……れろっ、れろれろ……アルド様、いかがなさいましたか……？」

　ズボンを下ろし、引き出された肉棒は、一カ月前よりも一回り逞しくなっている。経験を積むことで鍛えられるものなのだと、アルドは自分の身体で確かめていた。

「プリムは口でするのが、相変わらず上手いと思ってな」

「っ……お褒めにあずかり、大変光栄にございます……ご主人様……」

　プリムはいつも結っている髪を下ろしている。赤色の長い髪をかき上げながら、彼女は褒められたことに頬を染めつつ、髑髏の椅子に座ったアルドの前にかしずき、口と手による奉仕を続ける。

　サキュバスのプリムですら、アルドの肉棒は手ごわく、技巧を凝らさなければ射精させられない。性的興奮が長く、そして昂ぶりが強いほど、アルドの体内で作られる魔力は増大し、精液に宿る量も増す。

　そのため、簡単に射精するよりは、アルドは満足いくまで女淫魔たちに奉仕させ、好きなところで射精することを好むようになっていた。

「それでは、口の中に含ませていただいて、奉仕させていただきます……はぁ……んむっ。じゅぽっ、じゅぷっ……ちゅぽっ、じゅぽぽっ……じゅぼっ、じゅぼっ！」

「いいぞ……そのまま続けるんだ。もっと口をすぼめて……そうだ、いやらしい顔だ」

　アルドはこの迷宮に入ってきたときとは、自分の性格がまるで変わっていると自覚していた。しかし、過去の自分に戻りたいなどとは思わない。

　自分を愛してくれる女を敬い、生涯一人だけの伴侶を持つことが、王国の民にとってありふれた幸福であり、アルドもそれを享受できればと思っていたことはあった。しかしそれは、あくまでも人間の価値観であり、魔族となった今は違う。

　仮にアルドが勇者となって王都に帰還し、シエナを娶ることができていたとしても、アルドはそれで満ち足りているのだと思い、他の女性に魅力を感じても、それを気の迷いだと抑えこんでいただろう。

　しかし魔人将となった今、アルドにルシフェルと違う女を代わる代わる抱き続けることに、罪悪感があるのかといえば、ひとかけらもない。

　彼は懸命に奉仕をするプリムの髪をかき上げてやると、腰を自分から浮かせるようにして、プリムの口腔と喉奥までをも犯し始める。

「んっ、んふっ……んぶっ……ん、んぐっ……んむぅぅっ……！」

「ああ……いいぞ。少し苦しいかもしれないが、耐えられるか？」

「ん、んんっ……じゅぽっ、じゅぷっ……ぷぁ……お気になさらないでください……私の口も、身体すべてが、アルド様に奉仕するための肉の器なのです……かぽっ……じゅぽっ、ちゅぽっ……」

　プリムの忠誠はルシフェルとアルドの二人に同等に向けられているが、プリムは少しずつ、ルシフェルよりもアルドの存在を心の中で大きくしつつあった。

　生まれながらに性技に長けた淫魔といえども、プリムは生まれて十年にも満たず、召喚主のルシフェルの側仕えのみを務めてきた。そんな彼女の本能的な男性への欲求を、アルドはこれ以上なく満たしてくれる。

　すでにその魔眼に、魅入られてしまっている──アルドの魔眼は苦痛を伴う行為すらも快楽に変えて、プリム以外に三名いる女性幹部たちは、皆がイラマチオで快感を覚えるようになっていた。縛られて犯されたという者もいれば、尻を叩かれながら犯されたり、中にはアルドが実体を持って三人に分身し、口と膣、そして尻穴を同時に味わい尽くされたという者もいる。

　その話を聞かされて、プリムはアルドを恐れながらも、仲間たちと同じようなことをされたいと願ってしまう。しかしアルドは快楽のために女たちを責め抜くだけではなく、時折飴を与えるように、優しく抱いてくれることもある。彼の愛撫を受けることは、迷宮深層の百人の女悪魔たちにとっての憧れであり、どうすれば彼に愛撫をしてもらえるのかと、皆が狂おしいほどに待ち焦がれているという状況だった。

「んぅっ、くぽっ、ぐぽっ……んふぅっ、んっ、じゅぽっ、んむぅぅっ……！」

「よし……いいぞ、プリム。喉奥まで来ていると思うが、もう慣れたか？」

　プリムは涙目で頷く。苦しくはあるが、すでにディープスロートには慣れていて、アルドの肉棒が口の中すべてに擦れると、膣に挿入されたときと同じくらいの快感を覚えるようになっていた。

「びしょびしょに濡れてるみたいだな……後でイカせてやろう」

「は、はい……今日は、下のお口には、くださらないのでしょうか……？」

「それはお前の頑張り次第だな……くっ……よし、出すぞ……っ！」

　血管の走った肉棒はビクビクと脈動し、先走りを少しだけ滲ませる。アルドは手を伸ばし、プリムのエプロンドレスの上から胸の膨らみを揉んだ。

「はぅっ……あっ、あンッ……あ、アルドさまっ、そこは……はぁんっ……！」

　ただ揉むだけでも恐ろしいほどに感じるのは、アルドの手に性感を増幅させる魔力がこめられているからだ。感じているうちにアルドはプリムのエプロンドレスをはだけさせ、乳房を引き出し、遠慮なく両手で揉み始める。

　乳腺にまで快感が響き、子宮がずきんと疼いて、すでに濡れていた膣内がさらに潤う。ルシフェルと同じようにプリムも前垂れで秘部を覆うのみで、下着を身に着けていない。内腿に愛液が幾筋も伝い、発情した雌の匂いにアルドは口の端をゆがめる。

「はしたない匂いをさせているな。淫魔の愛液は男を誘う力を持つというが、俺にしてみれば、ただ発情を示すサインというだけだ。昂ぶりはするがな」

「も、申し訳ありません……勝手に期待して、濡らしてしまい……はぁぅっ……ち、乳首っ、そんなに強くっ、摘んではっ、あッ、あぁンッ……！」

　アルドは指を舐めて濡らし、プリムのぷっくりとした乳首をきゅっと摘んでコリコリとほぐす。プリムはもう舐めることに意識を向けられず、アルドの両手の人差し指だけで、完全に翻弄されていた。

　乳輪のかすかな起伏を確かめるようになぞり、きゅっと摘み上げてしごいてくる。痛みに変わらない加減が絶妙で、プリムは完全に胸だけに意識を奪われ、息をついている間に今度は耳に触れられ、耳朶を指先で撫ぜられ、耳の裏にある性感帯をなぞられ、うなじをさすられる。

　常人ならば愛撫として機能しないような行為すら、アルドにされると尋常ではない快感がある。次に触れられるのが怖いほどで、けれど待ち遠しくて仕方がない。乳首は尖りきって、膣はもう完全に潤い、指で確かめなくとも準備が整っている。今足を開けば、熱く蒸れた膣から湯気でも立つのではないかとプリムは思う。それほどに身体が熱く、火照りが限界を迎えている。

「あ、アルド様……私は……私は、もう……」

「我慢できないか。仕方がないな……口でイカせられなかった分だけ、子宮で受け止めてもらうとするか」

　入れる許可を得ただけで、プリムは目が眩むほどの至福を覚える。それほどの期待に疼いた膣にアルドの肉棒を受け入れれば、どれほどの魔力が生まれるのか。

　結界を破るためと理由付けをしながらも、プリムはアルドと交わる機会を与えてくれたルシフェルに、感謝せずにはいられなかった。

　座っているアルドの上にまたがり、そそり立つ肉棒を濡れそぼった蜜壺にあてがうと、プリムは少しずつ腰を下ろし──子宮へと届く快楽の肉杭に酔いしれた。

「んぁぁっ……あぁ……アルド様ぁぁっ……あぁっ、はぁっ、はぁんっ……！」




２　闇の軍勢




　淫魔たちの奉仕を受けて、魔力を練り上げる時間以外は、アルドは自らの新しく得た能力を使いこなし、引き出すことに費やした。

　第八層にある広間に防御結界を張り、剣士であったときには使用することのなかった破壊魔法の修練を積むことがまずひとつ。彼の魔法はルシフェルには及ばないが、元人間であったとは思えないと、幹部たちを驚嘆させるほどの威力に達した。

　百人の兵を一撃で吹き飛ばせるようになったアルドは、人間を薙ぎ払うためにはまだ足りないと考え、千体のスケルトンを一度に破壊できるまで、魔法の威力を磨き上げることを目標とした。魔獣の骨を媒介にしてスケルトンは無尽蔵に近く召喚できるため、集団戦の修練の相手に適していた。

　他には魔眼の力で階層全体の状況を把握する修練を積み、その果てに別の階層まで見通せる視力を手に入れた。ルシフェルは、魔眼の力を使いこなせば世界の果てまでを見ることができるというが、アルドはまず迷宮すべてを見通せるように修練を続けた。そうすることで、結界を破った後で迷宮に侵入してくる者を見定めることができるし、各階層の魔物に的確な指示を出すこともできる。

　魔人将という称号の『将』の部分は決して飾りではなく、アルドは魔王軍の総指揮官として、人間との戦いに向けて魔物たちの訓練にも多くの時間を使った。

　元は知能を持たず、人間を殺して食い荒らし、女は犯すというくらいしかしなかった牛鬼、豚鬼などの獣鬼たちに、簡単な指示に従うだけの調練を施し、魔法を使う魔物と陣形を組むことが可能になり、知能の高い魔物だけに頼りきりにならない体制を築いていった。




　そして、結界が破られる日はルシフェルが想定していたよりもずっと早く訪れた。

　半年経った頃には、マーリンの結界が百層に重ねられ、一層の結界を破ってもすぐに再生する機構を備えることで、アルドの力を以てしても破ることができなかったと判明した。

　つまり、百層を一気に貫くことができればいい。ルシフェルは『破界呪』の完成に魔力を注ぎこんできたことが正しかったと確信すると、アルドも淫魔たちとの交わりを増やして膨大な魔力を生み、計画の進行を少しでも前倒しにしようと尽力した。

　その結果として、アルドの容姿にも変化が生じていた。魔人になったばかりの頃は青白かった肌は、魔眼の扱いに慣れるほどに身体が順応していき、浅黒くなって血色もよくなっていった。筋肉質ながら少年のようだったアルドが日に日に成熟した男に変わっていくところを、ルシフェルは興味深く見守っていた。

　彼女はアルドの妻のようであり、ときには友人のようで、決して恋人ではない。そんな、つかず離れずの距離感を保っていた。

　だからこそ、アルドはルシフェルに抱かれながらも真意を測りきれずにいた。身体の相性はこれ以上なくいいと確かめられているのに、魔王は心のすべてを見せることはない。

　今は復讐のことだけを考えるべきだ。ルシフェルを魔王ではなく、一人の女として見ようとするには、まだ早い──アルドはルシフェルの胸の中で何度も自分をそう律しながら、執念深く、慎重に、結界を破ったあとに王国を蹂躙する計画を練り始めていた。




３　王国の剣




　アルドが迷宮の深淵に消え、未帰還となってから一年後。

　ヴィルトリア王国の大将軍リガント＝ファラニースは、賢者マーリンを魔王の迷宮まで護衛し、マーリンは勇者と刺し違えた魔王ルシフェルを、結界によって封印したということになっていた。

　アルド＝ヴェインは死して英雄となり、彼が娶るはずだったシエナはまだ幼い王子と婚約して、当面は魔王軍との戦いに臨むこととなった。

　シエナはアルドの没後に大きく変わったと、騎士団の中で噂されていた。聖騎士の名に恥じず、彼女は魔王軍を打ち払うための剣となり、占領された町や村を解放するために獅子奮迅の活躍を続けていた。

　シエナは父リガントから与えられた、『宝剣ローゼングラム』と呼ばれる大剣を操り、豊穣の女神のような豊かな肢体を鎧に包み、その美貌に感情を表すことなく、冷徹なまでに無慈悲に剣を振るい、魔物たちを血祭りに上げていった。その姿からシエナは『氷花の騎士』と呼ばれるようになった。

　勇者アルドに憧れを抱いていたシエナは、封印された魔王を未だに憎み、その復讐心によって地上に残った魔物たちを根絶やしにしようとしている。リガントは騎士団に流れるそのような噂を聞いて、満足そうに笑ったという。




　魔王軍によって奪われた領地のいくらかを取り戻したあと、シエナは父リガントに呼び出され、王宮に用意された大将軍の間を訪れた。

　リガントの権勢は、すでに貴族を凌ぐほどになっており、国王と直接談話ができるほどになっていた。

　だが、シエナはそのようなことにはまるで興味はない。光の薄れた瞳で、今日も銀の鎧を身に着け、金色の長い髪にリボンを編みこんで、ひとつの三つ編みにしている。それは戦いに臨む際の、常に変わらぬ装いだった。

「大将軍閣下、次はどの村に赴き、魔物どもを討滅すればよいのでしょうか」

「シエナ、お前はもう前線の任務からは退かせる。聖騎士としてではなく、次期国王である王子の妻として、後宮に入るがいい」

「恐れながら申し上げます。魔王を封印したとはいえ、私の力は魔王軍の残党を打ち払うには必要不可欠のはず。このローゼングラムをもってすれば、残りの領地も半年もかからず取り返せるでしょう。出撃命令をお与えください」

　リガントは内心で舌打ちをする。賢者マーリンの悪癖が出て、シエナは忠実な駒にはならず、魔物を殺すことに異常な執着を見せるようになっていた。
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　その虚ろな目を見ていると、リガントは我が娘ながら恐ろしく思える。リガントはシエナに出頭時は貴族令嬢のように華やかな服装をするように命じたが、シエナはその言いつけをまったく無視して、鎧を身に着けてきたのだ。

　娘が女としての自分を尊重しなくなったのは、自分の計略によるものだとリガントは理解している。だが、シエナをこのように変えたマーリンに責任があると考え、自分に責任があるなどとは、欠片も考えていなかった。

「……よかろう。今しばらくは、手勢を連れて魔王軍を掃討する任務を与える。だが、近いうちに必ず後宮には入ってもらうぞ」

「ありがとうございます、父上。それでは兵をまとめ、明日には出陣いたします」

　娘がわずかに浮かべた微笑みを見たリガントは、シエナが前線を退く気などさらさらないことを悟っていた──だが、止める気ももはやなかった。

　聖騎士である彼の娘が、現在の騎士団における最高の剣士であることは、自他ともに認める事実であるからだ。











Ⅲ　最愛の聖騎士を絶頂奴隷に！









１　聖騎士、出陣




　翌日、シエナが出陣しようというまさにそのとき、リガントの元に想定していなかった知らせが届いた。

「大将軍殿、魔王の迷宮から再び魔物が現れ、進軍を始めました！　その数は、一年前の比にならぬほどであります！」

「っ……まだ一年だというのにか!?　賢者マーリンは、十年は結界を張り直さずとも封じられると言ったぞ！」

「そ、それは、私にはわかりかねます……ぐぁっ！」

　立ち上がり、騎士に詰め寄ったリガントは、その顔を思いきり殴りつける。

　常に沈着冷静であることで知られるリガントだが、予定より遥かに早く封印が解かれたなどという度し難い報告には、激昂せざるを得なかった。

「無能者どもがっ……奴が生きていたらどうするというのだ……っ！」

　迷宮に閉じこめられたアルド＝ヴェインは死んでいるのも同じであるが、それは死んだと確定したということではない。

　リガントはそうわかっていながら、マーリンの結界を信じきって、定期的に結界の状態を確認しさえすれば、永久に自分の地位は安泰であり、アルドの生死など気にせずに済むと考えていた。

　だが、魔王の迷宮の封印は解かれた。封じたはずのアルドは魔王と本当に刺し違えているとも考えられるが、生きている可能性も否定できない。それはまさに、中身を知らされていない箱の鍵が開いたということだった。

　気絶した騎士を忌々しそうに見ながら、リガントは対策を練ろうとするが、煮えたぎった頭では考えはまとまらない。

（どうする……一年前の魔王軍の侵攻から、領地を回復する目途をつけたばかりだというのに。徴兵してもろくな兵が集まらず、騎士団の兵力は回復しきっていないのに、敵の兵力は増大しているだと……どこまで忌々しい存在なのだ！）

　かつて、前代の大将軍を戦犯として陥れたリガントだが、今後の敗北は、そのまま自分の失脚、あるいは破滅に繋がる。

　いずれにせよ、魔王軍と戦わなければならない。必要な兵力を正確に見定めるために斥候を送り、敵の情報を集める必要がある。

「マーリン……あの女に、結界が破れた責任を取らせなければ……」

「大将軍閣下、私がおります。魔王が復活したというならば、私が足止めをいたしましょう。もしくは魔王の首を取ってごらんにいれましょうか」

　いつの間にかシエナはリガントの執務室に入っており、狼狽する父を冷たい笑みを浮かべながら見ていた。

　無断で入ったことを咎めるよりも、リガントは娘の持つ剣を見やる。アルド＝ヴェインに与えられた名剣シルヴァンティンよりも優れた武器で、神器と呼ばれるローゼングラム。その力を以てすれば、魔王の迷宮に潜入することができれば、内部に甚大な被害を与えられる。

　リガントはもしアルドが生きていたとしても、今の実戦経験を積み、宝剣を持つシエナならば、倒すことができるかもしれないという考えに至る。そのためには、マーリンの力を借り、さらにシエナの催眠を強める必要があった。

「──賢者マーリン。お前の力が必要だ」

　リガントがその名を口にすると、その傍らに、突如としてエルフの賢者が姿を現す。

　百年以上も生きていながら、不老不死の種族であるマーリンは小柄な少女のような姿をしており、その幼さを残した容貌に似つかわしくない肉感に溢れた肢体を、ぴっちりと身体に張りつくような魔法士の衣に包みこんでいた。

　彼女は眠たげな瞳をシエナに向けると、小さく唇を動かす。ほぼ無音に近いその詠唱が、シエナにかけられた暗示に、さらに別の条件を重ねていく。

「あなたはこれから、目に映る魔物をすべて掃討する。そして、もしアルド＝ヴェインが生きていたときは、必ず殺すこと。それはアルドの姿を模した魔物で、アルドではない。王国にとって、許されざる敵」

「アルド殿の偽者……それは……魔王ならば、考えそうなことだ」

「そうだ、シエナ。勇者アルドを騙る者が現れたとしても、決して騙されるな。奴はもう死んだのだから」

　リガントはマーリンの暗示に乗じて、願望を娘に植えつけようとする。マーリンはその姿を醜いと思いながらも、彼に加担することに罪悪感を覚えてはいなかった。

　マーリンにとってはリガントも愚かな人間にすぎない。エルフという自らの種と比べれば、人間であるリガントは取るに足らない劣等種だと考えていた。

　しかしシエナとアルドは、マーリンも刮目するに値する力を持っている。そのシエナが支配下にあることで、マーリンは王国において恐れるものがなくなっていた。

「ご安心ください、大将軍閣下。私はまやかしには惑わされない。アルド殿の姿に似せた者が現れても、問答無用で切り伏せます」

「そう……それでいい。あなたが迷宮の奥に入ったら、私も後から入って結界を張りなおす。今度は永久に破られないように」

　リガントはマーリンとの利害が一致していることを僥倖と喜びながら、同時にその力を誰より恐れてもいた。

　彼もマーリンが人間を蔑んでいることを知っていた。彼女にとっては自分以外のすべてが無価値で、アルドと魔王を迷宮に封じたことも、自らの魔法の力が最強であることを確認するための実験にすぎないのだ。

　マーリンの思想を知るリガントは、いつ彼女が力を示すために『王国を支配したい』と言い出してもおかしくないと思い、それを恐れていた。

　最後にはマーリンも排除しなくては、リガントの支配は確立されない。ようやく騎士団を掌握し、国王に近づき、王政を骨抜きにして僭主となる準備が進んでいるというのに、マーリンの気まぐれひとつですべてを転覆される可能性がある。

　マーリンはリガントの内心を見抜くように無感情な目を向ける。リガントはそれを振り払うように、シエナに命令を下した。

「シエナ、千人の兵を率いて迷宮に向かい、復活した魔王を討つのだ。アルド＝ヴェインの亡き今、それができるのはおまえしかいない」

「ご命令を承りました。必ずや復活した魔王を倒し、魔物たちを根絶やしにします」

　リガントは娘の、深淵にも等しい闇を湛えた瞳を見ながら、幼い頃の娘の姿を思い出す。博愛の心に満ちたシエナは、自分の才能を知って剣を握るまでは、およそ争いごととは無縁の少女だった。

　聖騎士となってからも、敵に情けをかける慈悲を持ち合わせていたシエナだが、マーリンの催眠の影響とはいえ、もはや見る影もない。

　魔物を殺すことに魅入られた彼女は、催眠が解けたときに心を保つことができるのか。リガントはそれを案じたこともあったが、今はもう考えることさえしなかった。

　シエナの生涯は、自分の権勢を補佐するために捧げさせると決めたのだから。

「……頼んだぞ、我が騎士団の誇る聖騎士よ。マーリンにも結界を再度張らせる必要があるが、戦力を一度に失うことは得策ではない。シエナが魔王の迷宮に入り、戦局が優位に立ったと判断した時点で、マーリンを迷宮に向かわせる」

「承知いたしました。それでは失礼いたします」

　シエナが退出したあと、マーリンはリガントを一瞥して、何も言わずに姿を消す。

　一人になったあと、リガントは行き所のない感情を爆発させ、机に拳を叩きつける。

「女狐め……！」

　マーリンの結界さえ破られなければ、リガントの地位は安泰だった。他人の力を利用して生きてきたリガントには、自分の思い通りに事をなすことができなかったマーリンに、逆恨みとも自覚せず怒りをぶつけることしかできなかった。




　シエナは祝福された聖騎士の鎧を身に着け、宝剣ローゼングラムを携えて、白馬に乗って千人の騎士を率い魔王の迷宮へと向かった。

　魔の森に近い王国領の村は、亜人型の魔物に蹂躙されていた。前回の魔王軍の侵攻では運よく被害を免れたが、今回の魔王軍は魔の森から放射状に進軍し、王国領を確実に制圧するという戦略を取っていたのだ。

「……魔物は、すべて滅ぼさなくては。私はこれよりあの村を解放する」

「シエナ様、今は魔王の迷宮に向かうことのみをお考えください。ここで疲弊しては、迷宮に入ってからの戦いに備えられませぬ」

　副官の男性騎士が進言してくるが、シエナは無表情で首を振った。

「村に行くのは私一人でいい。一匹でも魔物を生かしておくわけにはいかない」

「っ……シエナ様！」

　シエナは白馬を降りると、剣を携え、魔物に支配された村へと近づく。

　門を守っているのは、大人の男の二倍ほどの体格を持つ牛鬼──ミノタウロスだった。人間を容易に両断できるほどの処刑斧を背負った二体のミノタウロスは、シエナの姿を認めるなり、獰猛な唸り声を上げて斧を振り上げ、襲いかかってくる。

「──ブモォォォッ！」

「はぁぁっ！」

　神聖気をまとった宝剣ローゼングラムが青い光を放つ。ミノタウロスは聖なる光を浴びて一瞬怯むが、その隙をシエナは見逃さず、斧を振り下ろされる前に懐へ斬撃を入れ、離脱する。

　ザン、とミノタウロスの発達した上半身を斬撃が断ち割り、それが致命の一撃となって、ミノタウロスの身体が光の粒となって弾け飛ぶ。

　シエナは薄く微笑みを浮かべる──暗示によって魔物を殺すという命令を与えられていても、マーリンはシエナが戦いに喜びを覚えるように仕向けていた。

「もっと強い魔物はいないのか……こんな相手では物足りない」

「ブルルッ……グォォォォッ！」

　もう一匹のミノタウロスが、仲間を倒されて頭に血を昇らせ、興奮状態となる。シエナ以外ならばその怒り狂う姿に威圧されてしまうところだが、彼女はまったく動じることなく、ローゼングラムを中段に構え直して牛鬼を迎え撃つ。

「ガァァッ！」

「──遅い」

　振り下ろされる斧の一撃をシエナは回避し、斧が地面に叩きつけられて土塊を巻き上げる。その隙を突いて後ろに回ったシエナは、ミノタウロスの首を一撃で刎ね飛ばして討ち取った。

　巨体が地面に倒れこむ前に、光の粒となって消える。シエナはそれを見届けることなく、村じゅうに聞こえるように声を張った。

「我が名はシエナ＝ファラニース、ヴィルトリアの聖騎士なり！　この村は我々が解放する！」

　名乗りを上げ、シエナは村の家から出てきて応戦しようとするゴブリン、コボルト、オーガを残らず切り捨てていく。

　ミノタウロスは群を抜いた実力を持っているため、それに及ばない亜人型の魔物はシエナの敵ではなかった。毒の塗られた矢を射られても、石を投げつけられても、シエナのまとう防壁を破ることはできず、すべて弾き返される。

　シエナは魔物の返り血を一滴も浴びることなく、表に出ている敵を倒しきる。そして、手近にある酒場から聞こえてくる悲鳴を聞き、中に踏みこんだ。

「あぁっ……や、やめてっ、それ以上、出さないでっ……いやぁぁぁぁっ……！」

「お父さんっ、お母さんっ、助けてっ……いやっ、こないでぇぇっっ！」

　魔物たちは人間の女性を無差別に犯し、子を産ませ、仲間を殖やしていく。

　それを目にしてもシエナの感情は動かない。男性との交わりを経験したことのない彼女だが、生々しく魔物たちの肉欲をぶつけられる女たちの姿を見ても、ただ敵が凶行を働いているのだと、無機質に判別するのみだった。

「──愚かな。本能に逆らえない獣が、人間に勝てると思ったか」

「うっ……うぐっ……うぁぁっ……あっ、あぁっ……」

「助けて……っ、お願い、お母さんを……っ、きゃぁぁっ……！」

　いびつな形をした、人間よりも太く長い肉棒を無理矢理に膣に押しこまれ、女性は肉の器として使われている。娘らしき少女はその姿を見せつけられながら、床に身体を押しつけられている。

　子供のようなゴブリンが娘までをも犯そうと、腰に巻いたぼろ布をあわただしく降ろし、いきり立った男性器を娘の膣に押し当てる。しかし他のゴブリンが順番を争って仲間を突き飛ばし、娘の白い尻を抱える。

「あの子はだめ、娘だけはやめてっ、あの子はまだ十五歳になったばかりで……っ、やめっ、むぐっ、んぐぅっ……！」

　叫ぶ母親の口を、ゴブリンが後ろから手を回して塞ぐ。

　だが、そのまま母親の尻を抱え、腰を振り立てようとしたときには、大柄なゴブリンの首は胴体から離れて宙を舞っていた。

「ギィィッ……！」

　娘を犯すことに気を取られ、シエナの存在に気づいていなかった小柄なゴブリンたちが、鉈を手に取ってシエナに切りかかろうとする。だがシエナはゴブリンが間合いに入ったところでローゼングラムを振り抜き、一撃で一体ずつ確実に仕留めていく。

「お母さんっ……お母さん、しっかりして……っ、助かったよ、騎士団の騎士さまが、私たちを助けてくれたの……っ！」

　娘が母親に取りすがる。しかしすでに大柄なゴブリンによって執拗に犯されたのか、母親は内ももに黄色みを帯びた精液を垂らしたまま、気を失っていた。

　シエナはそのまま立ち去ろうと一度は踵を返したが、彼女は後ろから聞こえてくる娘の嗚咽を聞いて足を止めた。

「……生存者は、一人でも多いほうがいい」

　衰弱した母親に、シエナは神聖気を利用して回復の魔法を施す。身体中についていた傷が消え、苦痛に歪んでいた母親の表情が和らいでいく。

「あ……あぁ……ありがとうございます……っ、騎士さま……」

　娘に礼を言われても答えることをせず、シエナは次の標的を求めて外に出る。

　酒場の外に出たシエナの前に、肥え太ったオークが数体と、見上げるほどの巨躯を持つオーガが現れる。

　鎧を着ていても、宝剣を手にしていても、魔物はただシエナを人間の雌と見なし、欲望を隠しもせずに唾液をまき散らしながら、武器を振り上げて襲いかかってくる。

「魔物はすべて滅ぼす……それが大将軍閣下のご意志……」

　操り人形のように、シエナは刷りこまれた命令を実行する──襲いくる魔物の目を神聖気を放って眩ませ、その隙を突いて、遥かに体格の勝る魔物たちをものともせず、宝剣で切り捨てていった。




２　魔人将と騎士




　シエナが村の魔物をすべて倒すまで、部下の騎士たちが救援に訪れることはなかった。

　しかしシエナはそれを疑問にも思わない。魔物の返り血と油にまみれた剣を払い、頬を手巾で拭うと、静かになった村の中心にある広場で立ち尽くす。

「……この気配は、人間……王国の民……殺すべきは魔物だけ……」

　暗示によって狂わされた意志は、シエナに殺戮を求めさせる。その身体の中では、魔物を滅ぼさねばならないという情念が炎のように渦巻いている。

　遠巻きに村の生き残りの男たちがシエナを見ている。だが、誰も彼女に近づくことはできなかった。美しい少女騎士であっても、その目は虚ろで、光を宿していない。

「次の魔物……魔王の迷宮……滅ぼさなければ……」

　酒場から出てきた母子はシエナの姿を見つけ、呼びかけようとするが、村の外に向かうシエナとすれ違うとき、その凄絶な殺気によって声を出せなくなる。

　──だが、抜き身の宝剣を提げて歩いていたシエナの足が、村の門を前にして止まる。それは、彼女の眼前に、思いもしない人物が立っていたからだった。

「……アルド……ヴェイン……」

　シエナがこの村で魔物の掃討を始めたとき、アルドはそれを魔王の迷宮の深層にいながら、ルシフェルがあらかじめこの村に置いた使い魔を通して把握していた。

　髪の色は灰色に変わり、その手には魔剣を持ち、着ている服も魔人将としてのもの。それでもシエナは一目で、それがアルドであると理解した。

　しかしマーリンの暗示が、『アルドの姿をしたもの』を敵として認識させる。シエナの剣を握る手に力が籠められ、その身体を白い輝き──神聖気が覆い始める。

「俺のことを覚えていないのか？　シエナ」

「……勇者アルドは、もう死んだ。アルドの姿をした者は、すべて偽者にすぎない。大将軍閣下に敵対する者は、すべて死んでもらう」

　無表情のままで殺気を強めるシエナを見て、アルドは彼女を助けることができなかったあの日のことを思い出し、わずかに胸を痛める。

　しかしそれ以上に、シエナが自分を殺すというのならば──リガントの娘であり、王国の誇りである聖騎士をねじ伏せることに、なんの遠慮も必要はないと思った。

　そうして生まれた感情は、愉悦だった。アルドの感情に反応し、シエナはローゼングラムを構えたまま、身を低くして突進していく。

「──そんな姿をしていれば私を欺けると思ったか、愚かな魔族め……はぁっ！」

「なかなかいい突きだ……だが、お前の太刀筋は、誰よりも知っている」

　アルドはシエナの突きを魔剣の刀身を使っていなし、すかさず反撃する。シエナは瞬時に反応し、重量のあるローゼングラムを女性と思えぬ膂力で切り返して、アルドの斬撃を弾いた。

「くっ……！」

「人形のような無表情だと思ったが、表情が変わったな。操られていても、死ぬことは怖いのか」

「私は魔物を決して恐れることはない……アルドのまやかしなど……っ！」

　シエナは神聖気で斬撃を強化し、アルドに凄まじいまでの連撃を放つ。アルドは魔眼ではなく、人間のままの片目でシエナの剣を完全に見切ると、火花を散らせて魔剣で受け、力を逸らし、シエナに全力で反撃する。

「っ……遊んでいるつもりか……魔物ふぜいが、聖騎士に勝てると思うな！」

「まだ力を残しているとでもいうのか？　くくっ……はははっ。それでこそ聖騎士シエナだ。俺の知っている中では、最強の騎士だ」

「私は刺し違えてでもお前を殺す……アルドを装う魔物など、生かしておくわけにはいかない」

　かつては戦いの中で互いを認め合い、淡い好意を抱いた少女が、黒い憎悪の炎を燃やしてアルドを睨みつける。

　反論することはできるが、それに意味がないことは、シエナの体を覆う異質な魔力を見れば理解できた──賢者マーリンの呪縛は、たとえアルドの魔眼の力『支配眼』をもってしても、簡単に打ち消せるものではない。

「お前がどう言おうと、俺はアルド＝ヴェインだ。ルシフェルと結び、この王国を貰う。大将軍リガントに与して王国を守る者は、すべて排除させてもらうぞ」

「お前は大将軍閣下の敵……絶対に殺す……」

　憎悪を向けられながら、アルドは思う。リガントさえ自分を裏切らなければ、シエナと殺し合いをすることなどなかったと。

　シエナにかけられたマーリンの魔法を解けば、おそらく正気に戻る。

　しかしそのためには、シエナを一度は倒し、彼女の神聖気を消耗させて、抵抗力を奪わなくてはならない。

　村の生き残りが、アルドとシエナの戦いを遠くから見ている。その視線を無粋に感じたアルドは、シエナにある提案をすることにした。

「ここでは興を削がれる。戦いに集中できる場所に移動しないか？」

「……そんな必要はない。ここでお前を殺す」

「魔王の迷宮に、ちょうどいい決闘場がある。そこで俺が負けたら、魔王軍による王国への侵攻は止めてやろう。悪い条件ではないはずだ」

「私に負けないという絶対的な自信があるということか。愚かな驕りだ」

「違う。お前が本気で俺を殺そうとしているとわかって、手を抜きたくなくなったのさ。俺とお前が全力で戦えば、お前が守ったこの村は跡形もなく消え去るぞ」

　それは脅しではなかった。アルドはまだ、迷宮の結界が破られるまでに蓄えてきた力をかけらほどしか使っていなかった。

　シエナと全力でぶつかり合えば、莫大な魔力と神聖気がせめぎ合うことによる余波で、小さな村などは簡単に消滅してしまう。魔王の迷宮ならば、防御結界を張った広間があり、破壊を最小限に抑えられる。

　まだ生き残りのいるこの村には、利用価値がある。もともとアルドは、配下の魔物に知恵を与えて、人間をいたずらに殺さずに使役させ、その生産力をそのまま利用することを考えていたのである。

　この村を領土として奪還したいアルドと、解放するためにやってきたシエナ。その利害が一致し、シエナは虚ろな目をしたままで、剣をわずかに下げる。

　アルドはそれを彼女の返答とみなすと、転移の魔法を使い、シエナと共に魔王の迷宮へと飛んだ。




　シエナとアルドの周囲の景色が変化し、次の瞬間には、四方を岩壁に囲まれた広大な部屋──迷宮の中に転移していた。

　転移させられたことに動じることもなく、シエナはアルドに再び剣を向ける。

「早速始めるか。そんな目をして、聖騎士の力は充分に使えるのか？」

「私を侮辱するな。偽りの姿で人を惑わす魔物などに遅れはとらない」

「ならば俺の力が偽りかどうか、味わってみるか？」

　シエナは答えず、隙のない構えのままでアルドと対峙する。そして戦いの火蓋を切ったのは、アルドからだった。

「──おぉぉっ！」

　魔力に覆われた黒い魔剣を振りかざし、アルドは正面からシエナに打ち下ろす。シエナは神聖気に覆われた宝剣で受け止めるが、その一撃の重さに歯を食いしばった。

「くぅっ……！」

「よく受け止めたな……人間だった俺の剣よりも、よほど重いだろうに……！」

「……アルドではない……アルドではない魔物の剣など、私には通じないっ！」

　シエナは気合いと共に、宝剣でアルドの剣を押し返し、すかさずアルドの胸を狙って突きこもうとする。だがアルドは後ろに飛び、魔剣でシエナの剣の軌道をずらしたあと、がら空きになったシエナの胸に剣をすべらせた。

「っ……!?」

　アルドの剣はただ撫でるようにシエナの鎧の上をすべっただけのはずが、祝福された銀の鎧が立ち割られ、シエナは具足と小手を残して、鎧の下に着ていた布鎧のみの姿にされる。

　装甲の胸の部分が広く作られていたことから、シエナの胸が相応に豊かであることはアルドも想像していた──だが、その想像を遥かに超え、ルシフェルにも匹敵するほどの大きな乳房が、布鎧だけでは押さえきれず、その形をありありと主張している。

（……身体だけを求めていたわけじゃないが。俺が惚れた理由がよくわかる、完璧な身体だ。柔らかそうなわりに、剣術の鍛錬で、締まるところは締まっている）

「……やはりおまえはアルドではない。女を穢れた目で見つめる、魔物と同じだ」

「感情に素直になっただけだ。お前にもすぐにわかる」

「──黙れっ！」

　シエナは鎧を破壊されたにもかかわらず、アルドの魔剣を恐れずに間合いを詰め、宝剣による連撃を繰り出す。

　アルドは余裕の微笑みを浮かべたままで、シエナの剣を確実に弾き、いなす。その拍子に、シエナは踏みこんだ勢いで前にのめる──それをあろうことか、アルドは正面から受け止めてみせた。

「──侮辱するなと言ったはずだっ！」

　シエナは小手をつけた手で、神聖気に覆われた拳を繰り出す。だがそれを、アルドはこともなく素手で受け止めた。

「お前の力は、誰よりも俺がよく知っている。だが、俺もこの一年の間、遊んでいたわけじゃない。さあ、聖騎士の奥義を撃ってこい。それでなければ、俺にかすり傷もつけることはできないぞ」

「っ……遊んでいるつもりか。いいだろう、一撃で闇に還してやる……！」

　シエナは掴まれた手を振り払い、アルドに蹴りを繰り出して牽制すると、後ろに飛んで宝剣の刃に手を添え、呪文を詠唱する──それは、宝剣の力を解放するための儀式だった。

「宝剣ローゼングラムよ、邪悪なる者の盾を貫け！」

　ローゼングラムに秘められた力とは、魔族が常に展開している魔力防壁を一時的に完全に無効化するというものだった。

　宝剣の放つ青い光が強まり、アルドのまとった防壁を消し去ろうとする。それと同時に斬りかかったとき、シエナにとってまたとない好機が訪れる。

　万全の態勢でシエナの剣を打ち返していたアルドが、シエナの裂帛の打ちこみを受け流したあとにわずかに体を開き、隙を作ったのだ。

「やぁぁぁぁっ！」

　シエナは勝利を確信し、アルドの胸をめがけて突きを繰り出す。

　魔族となったアルドの防壁は、ローゼングラムの秘めた力で完全に無効化される。剣は容易にアルドの胸を貫き、心臓を穿つ──そのはずだった。

　シエナの突きを前にしたアルドの口元に笑みが浮かぶ。その瞳を見て、シエナは気づく──彼はシエナと違い、殺意を込めて剣を振るっていたのではない。

　最初から彼は楽しんでいた。シエナとの戦いを心から楽しみ、彼女が会心の一撃を繰り出してくる瞬間を待ち望んでいたのだ。

「──俺が神聖気を捨てたと、いつ言った？」

「っ……！」

　アルドの身体を、シエナが放つ神聖気と同じ色の魔力防壁が包んでいる。

　シエナの突きが防壁に阻まれ、突き通すことができずに止まる。アルドは凶悪な笑顔に変わると、その剣を腕ひとつで打ち払う──手首だけを覆う金属の防具が、止まっているシエナの宝剣を簡単に弾き飛ばし、彼女の体勢が大きく崩れる。

　次の瞬間に、斬られる。魔物を滅ぼすまで死ぬまで戦うようにと暗示を受けていても、本能の恐怖が一瞬だけそれを上回った。

　アルドはシエナの瞳に、確かに無念の色を見た。それまで何も映していないかのように見えたシエナの暗い瞳に、確かにアルドの姿が映っていた。

　それを見たアルドは、反射的に反撃を試みる自らの肉体を御して、無防備となったシエナに正面から組みついた。

「……神聖気ではない……偽者のアルドが使えるわけがない……っ！」

　シエナはアルドの腕の中でもがくと、彼を突き飛ばし、再び拳を繰り出す。

　しかしアルドには、シエナの体術は通じない。彼は剣を持っていない手で、シエナの拳を防ぎ、その手首をつかむ。

「くぅっ……放せっ、放せぇぇっっ！」

「俺は半人半魔というやつでな。人間のときにできたことが、魔族の力を得てできなくなったわけじゃない」

「戯言を言うな……魔物が神聖気を使うことなどできるものか！」

「宝剣に頼りすぎたな。力を削られようと、俺を剣技で凌ごうとしていれば、そのほうがまだ目はあった。だが、もう遅い」

　アルドはシエナの抵抗をものともせず、彼女がもう一方の腕で繰り出した攻撃も受け止めて、身動きを封じこめる。

「……殺せ……私を殺すためにここに呼んだのだろう。早く殺せ……！」

「勝利者には、敗北者を自由にする権利がある。そうだろう？」

　シエナは宝剣の力を解放したことで消耗している。今ならば、マーリンのかけた催眠を魔眼の力で上書きすることは容易だった。

　アルドはシエナの手を掴んだままで、髪に隠れた左眼──魔眼で、シエナの姿を正面から捉える。

　ビクン、と光のない瞳をしたシエナの身体が震える。それを見ながらアルドは魔眼が効果を成したことに満足を覚えつつ、シエナの頬に触れながら語りかけた。

「……シエナ。俺はアルド＝ヴェインだ。今なら認められるだろう？」

「……はい……貴方様は、アルド＝ヴェイン……」

「そうだ。そして、もう俺は勇者ではない……ルシフェルと共に王国を奪う、魔物たちを率いる者。魔人将だ」

　アルドの左目に魔法陣の紋様が浮かび上がり、それを見つめるうちに、シエナの瞳は次第に目の前の男への従属を示し始める。

　魔眼の力のひとつ『支配眼』。それを受けたシエナは、もはや抵抗の意志なく、アルドが手を離しても立ち尽くし、彼をじっと見つめ続けていた。

「シエナ＝ファラニース。もっと強くなりたいか？　ならば俺のように、魔の力を与えよう」

「アルド様……はい……私は、魔の力を……偉大な力を求めています……」

　ただ一度見つめただけで、どこまでも深く堕ちる。

　アルドはかつてシエナと剣を交えた武術大会の舞台で、対峙したときのことを思い出す──あの日からずっと、シエナを手に入れたいと思っていた。

　しかし今は、リガントの許しを得てシエナを手に入れることなどにまったく価値を感じない。王国からシエナを奪い、自らの眷属とすることに、アルドはこれ以上ない満足を覚えていた。

「ああ……アルド様……生きていてくださったのですね……」

　アルドの前に膝をつき、その足元に縋りついて、シエナはこともあろうに彼の靴に舌を這わせた。

　アルドは屈みこむと、愛すべき従僕の金色の髪と、その頬に触れた。シエナはアルドの手を両手で包みこむように握り、そして微笑む。

　可憐な花にして王国を守る盾であった聖騎士は、こうして魔人将の手に落ちた。




３　堕落の褥




　ルシフェルは使い魔として召喚した鴉の魔物『ルシファークロウ』の目を通して、迷宮深層の魔王の間に滞在しながら、アルドがシエナを従わせるまでの一部始終を把握していた。

　二人が戦っていた八階から、アルドは転移魔法を使って十階に移動する。すると、アルドの部屋に向かうまでの途中の廊下に、ルシフェルが待っていた。

　彼女はアルドの斜め後ろに控え、従順についてくるシエナを見て、くすっと笑った。

「聖騎士を従属させたんだね。君の初めての眷属にするのかな？」

「そのつもりだ。俺自身の正式な眷属を作るのは初めてだが……」

「彼女が身も心も君に委ねたあと、彼女に血かそれに相当するものを飲ませることで、眷属の契約魔法を使う条件が整う。あとは、君がどうしたいかだ。彼女を魔に堕としたいのなら、迷わず眷属に変えるべきだね」

「神聖気を使う聖騎士のままで、魔王軍に加えるわけにもいかない。シエナなら、俺の眷属となれば魔の力を問題なく使えるだろう」

　アルドがシエナを振り返ると、彼女はとろんとした瞳でアルドを見つめ、そして微笑む。

「すべてはご主人様の意のままに。なんなりとお申し付けください」

「支配眼を使ってしまえば、もう調教も何もないね。君の言うことに、絶対服従するわけだから」

「最初からそうしたわけじゃない。俺も剣士として、今のシエナと剣を合わせてみたいという気持ちはあったからな」

「君にとっては、先ほどの戦いは戯れでしかなかったわけだ。彼女は君を殺す気で戦っていたのにね」

「遊んでいたつもりはない。もし俺が神聖気を捨てていれば、勝負はわからなかったかもな」

　ルシフェルの横を通り過ぎて歩いていく。彼女が一瞬何か言いたげにしたことに気づき、アルドは立ち止まる。

「……どうした？」

「いや……なんでもないよ。夕食の時間に君たちが来なかったら、プリムに事情は伝えておくよ」

「ああ、頼む。そこまで長引かせるつもりはないがな」

「そうかな……君は彼女に、淫魔たちとは違う特別な魅力を感じている。溺れてしまったりはしないだろうね？」

　復讐の対象であるリガントの娘。彼女を手籠めにするというだけで、ただ趣向を凝らさずに抱くだけでも充分ではあった。

　しかしシエナの反応次第では、今よりも深く、這い上がれないほど、快楽の海に沈めることになるかもしれない。それだけの性戯の資質が彼女の肉体から見てとれる。

「あくまで調教するだけだ。必要以上にシエナを特別視することはない」

「……そうだといいけど。魔人将としての務めを忘れないようにね」

　忘れるわけがない。そう口にすることはせずに、アルドは苦笑し、自室にシエナを招き入れた。

　重々しい音を立てて扉が閉ざされたあと、ルシフェルは壁に背を預けて、別れたばかりのアルドの顔を思い浮かべながらつぶやいた。

「戦っている間、あんなにうれしそうな顔をしておいて……かつて求婚した相手を抱くことが、特別じゃないわけがないじゃないか」

　ただ拗ねているだけだとわかっている。これほど気にしているのは、嫉妬しているからだ。

　プリムや他の淫魔でさえ、アルドの寵愛を受けている姿を念視で覗き見ては、ルシフェルはそのたびに胸に苦しさを覚え、自室で自分を慰めずにはいられなくなる。

　そんな彼女の前に、プリムが現れる。ルシフェルは自分の心情を悟られていると知りながら、彼女には何も隠さずに、壁にもたれたままでいた。

「……魔王がこんな悩みを抱えているなんて、笑い種だと思うかい？」

「いいえ。わたくしも、アルド様とほかの方が睦まじくされている間は、お仕事が手につかなくなりますので……」

「きっとあの子は……シエナは、アルドにとって特別な眷属になる。これからは、今までと少し状況が変わってくるかもしれないね」

「どのような女性が現れても、アルド様が最も大切にされているのは、魔王様……貴女です」

「ボクたちは契約で結ばれているだけだよ。それ以上でも、それ以下でもない」

　ルシフェルはアルドの部屋を離れ、歩き出す。

　そうしなければプリムと二人、いつまでもアルドの部屋の物音に耳を澄ませてしまいそうだった。




　アルドの私室は、多くの淫魔を同時に相手にするために使う寝所とは別にある。

　壁に剣が掛けられているが、その他の装備と衣服などは収納するための部屋が別個に用意されている。他に私室に置いてあるものは、ルシフェルから借りた書物に目を通すための机と燭台、そして休むためのベッドだけだった。

　ベッドに腰かけると、シエナはアルドの目の前までやってくる。そして、彼女は主人に懐く子犬のように、顔を赤らめてアルドを見つめている。

「男と女がすることはわかるか？　今は、そのために部屋に呼んだ。騎士である以前に、一人の女であることを教えてやる」

「かしこまりました、アルド様。私はまだそういった経験がありませんが、精いっぱい頑張ります」

「聖騎士なら、経験はないだろうな。神聖気を失うと言われただろう？」

「はい……しかし、それは迷信だと知っています。聖騎士は王国にとって貴重な戦力ですから、戦いを離れないようにするためにも、異性との交わりを禁じられているというだけです」

　シエナは律儀すぎるほど、丁寧にアルドの質問に答える。

　彼女が異性との交わりに興味を持っていたということを、その発言から察することができたアルドは、やはり年頃となれば、男も女も問わず、性欲に目覚めるものなのだと考える。

　この若さで、これほどまでに成熟した身体を、持て余さないはずはない。シエナの体は、鎧を剥いてしまえば、性の快楽を求めているに違いないとアルドは思った。

「……小手と具足を外すんだ。これから、お前には主人への奉仕の仕方を教える」

「かしこまりました、ご主人様」

　シエナは支配眼の影響下に置かれていても、恥じらいをすべて失ったわけではなかった。

　しかしアルドの命令には逆らわず、彼女は鎧の留め金を外し、ひとつずつ床に置いていく。すると、彼女が鎧の下に着ている、肌にぴったりと張りつくような下着のみの姿となった。

　女性の裸体を見ることに慣れているはずのアルドですら、シエナの肢体を前にしては、息を呑まずにはいられなかった。鎧の下に隠されていた乳房は大きく、ルシフェルにはわずかに及ばないが、アルドの手に余ると触らずにわかるほどに大きかった。

　そして鎧を外して露わになった下半身は、どこまでもしなやかで、太ももがまぶしいほどのきらめきを放って見える。

　聖騎士という称号が肉体に影響を及ぼすことはないと思いつつも、アルドは魔に染まった自分には似つかわしくないと思いながら、シエナの姿に神々しさを感じずにはいられなかった。

　シエナはリボンを編みこんだ金色のお下げを前に出し、下着の下におさまりきらない乳房を隠そうとする。その拍子に桃色の乳首が露出したことにアルドは気づいており、脳裏に焼きついたそれが、肉槍を否応なく熱くさせる。

「アルド様……いかがでしょうか。私は、剣の修練を積むことと、戦いしか知らない女です。先ほどお会いした魔族の方々と比べれば、魅力で劣っては……」

「……そこまで謙遜することもないだろう。騎士にしておくには惜しい身体だ。いや、剣の腕を磨いたからこそ、そんな身体になったのか……その胸では、剣を振るのが大変だったろう」

「神聖気をまとっていれば、そういった負担は軽減できます……慣れるまでは大変でしたが。胸が大きくなる前に、張ってしまう時期があって、そのときの素振りはとても痛かったです」

「そうか。それでも剣の修業をして、一年前、俺と戦ったわけか……」

「その頃は、すでに神聖気を会得していましたから。アルド様と、条件は同じでした。それでも私は、あなたにまったく及ばなかった。昔も、あなたは手加減をしてくれていたのに」

　女が必ずしも男より弱いわけではないと、アルドは思っている。しかしアルドは、相手と剣を何合か交えただけで、相手の実力がわかってしまう。

　シエナの技量はアルドも本気を出さなければならないほどだったが、速さこそアルドに追随できても、斬撃に魔力を込める技術は完成していなかった。それを察したアルドはシエナを傷つけないように加減したが、シエナは手加減をされたと受け取っていた。

「加減していることを見抜かれていたか。ならば、俺はシエナの強さを見誤っていたことになるな」

「……それでも私は、騎士としてあってはならないことだと思いながら、あなたに負けたことを心地よいと思いました。これほどの剣士ならば、並ぶ者のない勇者となるだろうと信じられたからです」

「今、聞いても仕方ないかもしれないが。魔王に与した俺を見て、失望しているか？」

　支配されているシエナが、アルドを否定するような言葉を口にできる余地はない。

　しかしシエナは、思っていることをそのまま口にした。

「貴方が生きてくれていてよかった、そう思いました。私はあなたの遺品を探すため、魔王の迷宮に潜るつもりでしたから」

「……そうか」

「あなたを死んだものとして扱った父を大将軍と呼び、一度はあなたを殺そうともした私は、罰せられるべきです。どんな罰でもお受けいたします……アルド様に許していただけるのなら」

　従順に答えるシエナを見て、アルドは彼女に与える罰を思いつく。

　処女である彼女に、自ら貞操を捧げさせる。そのまま快楽に堕とすのではない──アルドは自分でも趣味が悪いと感じながら、ぞくぞくと背中に駆け抜けるほどの愉悦を覚える。

　淫魔たちとの交わりを経て、アルドは女を責めるという快楽の与え方を知った。そうすることで昂ぶりを覚えている自分を、アルドは肯定していた。

　肉体の欲を本能のままに貪ってこそ、魔族らしい生き方だ。そうすることで、戦うための力であり、命の源でもある魔力を練ることもできるのだから。

「罰を与えるには、お前に準備をしてもらわなければならない。おまえができる限りのことで、俺を興奮させてもらわなくてはな」

「かしこまりました、アルド様……んっ……」

　シエナは恥じらいながら、ベッドの端に座っているアルドに近づき、彼の足の間に膝をついて座りこむ。そして、アルドが導く通りに、彼の服をはだけ、逞しい上半身に見惚れながら、いきり立つ肉棒をあらわにした。

「あぁ……すごい。男の人のって、こんなに……逞しいものなんですね……」

　顔を赤らめながら、シエナはそそり立つ逸物を見つめる。シエナの身体を見せられたときからすでに昂ぶりを覚えていたために、透明な汁がすでに亀頭に伝っている。

　その濃厚な魔力を宿した先走り汁は、女の本能を誘惑する媚薬として働く。シエナは匂いだけで、今まで感じたことのない、焦がれるような衝動を味わっていた。

（まるで花を見つけた蜜蜂のよう……アルド様の男性器に惹かれてしまう。匂いをかいで、舐めて、吸って……体の奥まで、アルド様の味で満たしてみたい……）

「……触ったことがないのなら、教えてやろうか？　それとも、自分で考えてするか」

「はい……もし手際がよくないようでしたら、そのときはご指導ください……」

　シエナは白い手をアルドの肉棒に触れさせる。それだけで敏感に肉棒が脈動し、垂れていた先走りが止まらなくなる。

　自分が高ぶりすぎていることを自覚しながら、アルドはシエナの拙い愛撫を見守る。その瞳が細められ、肉棒に整った顔が近づき、潤った唇を亀頭の裏に触れさせ、ちゅっと音を立てる。

「っ……く……」

「アルド様、痛かったですか？　それでは、もっと優しく……」

「……いや。初めてにしては、なかなか上手いぞ。そのまま舐めてくれ」

「ほ、本当ですか……？　お褒めいただき、ありがとうございます……では……れろっ……ちゅっ……」

　じれったいほどにゆっくりと、シエナのぬるりとした舌がアルドの肉棒の裏を這いずっていく。彼女は溢れてくる先走りを舐め取るが、次から次に出てきてしまい、鈴口に舌先をなぞらせ、凹凸が尿道をわずかに刺激して、アルドの顔が快楽にゆがむ。

（処女の愛撫は、考えてみれば久しぶりか……それにしてもこれほど刺激が強いのは、神聖気のせいか……？）

　アルドの体の表面に出ている魔煌気と、シエナの神聖気が触れてじりじりと中和されている。

　しかし、魔煌気を消してやるわけにはいかない。シエナの中に魔煌気を込めた精液を打ちこみ、彼女の中から魔に堕とすと決めている。

「はぁ……んむっ。あむ……ちゅっ……ん、んくっ……すごく濃い……アルド様の、透明なお汁なのに……美味しい……美味しいです……っ、ちゅるるっ……」

「手がお留守になってるぞ……根本から、しごくようにするんだ。同時に、袋を加減して愛撫しろ」

「かしこまりました……これくらいの加減でよろしいですか？」

「っ……そう、だな……それくらいがちょうどいい……褒めてやる……」

　シエナの手が袋をやわやわと揉むと、射精感がすぐに膨れ上がる。同時に、日常的に剣を握っていてもしっとりと柔らかい彼女の手が、肉棒を包みこんでしゅっ、しゅっとゆっくりしごき始めると、アルドは魔力を使って射精を抑制しなければならないほどだった。

　炎のように快感を訴え続ける肉棒に、シエナはアルドの顔を見上げながら、とろんとした目で唇をつけ、あろうことか大きく口を開け、入りそうもない肉棒を呑みこもうとする。ぐぽぽっ、と濡れた粘膜のこすれ合う音が耳に響き、アルドの肉棒は傘の裏までシエナの口に入りこむ。

「ん……んぐっ……ん……んぉっ……んっ……んふ……」

　乳房をぷるんぷるんと揺らしながら、シエナはアルドのものを口に含んだままでゆっくりと顔を上下させる。ぎこちなくも確実に快楽の熱が生じて、思わずアルドはシエナの頭に手を添えてうめいた。

「くっ……は、初めてじゃないのか……どこで、そんなやり方を覚えた……っ、シエナ……っ」

「んふぁっ……！」

　アルドは口淫による奉仕を緩めさせるために、手を伸ばしてシエナの胸を支えるブラの中に指を入れ、すでに半分ほど立ち上がっている乳首を探り当てると、すかさずコリッとほぐした。シエナは三つ編みを振り乱すほどに感じ、アルドの肉棒を口から離して、ビクビクと震えている。

　健康的な引き締まった下半身に目をやると、動きやすいように布地の少ない下着に隠しようのない染みができている。秘所から溢れ出した愛液は、すでに尻のほうにまで伝いそうになっていた。

「熱心な愛撫だ……初めてにしては筋がいい。女淫魔を相手にしてきた俺を満足させるとは、大したものだ」

「はぅっ、んっ、んふぅっ……だ、だめっ……乳首、ばかりはっ……弱い……はぁぅっ……んっ、んくぅぅっ……だめ、ですっ……あぅぅっ……」

「そうか……弱いのか。では、存分に愛撫してやろう。こちらに来い、シエナ」

　ぴんぴんに尖った乳首を最後に押しこむようにしてから、アルドは指を離す。それだけの愛撫でしっとりと汗をかいたシエナは、恥じらいつつも胸を覆う下着を下にずらす──白い双子の山と、ふたつの尖塔が改めて姿を現し、アルドはその男を魅惑する姿に喉を鳴らす。

　幾筋も血管を走らせてビクビクと震える肉棒をたしなめながら、アルドはシエナに身を乗り出させ、乳房を眼前に差し出させる。シエナは視線を受けて恥じらい、さらに乳首を硬く尖らせる。それを見て、アルドは久しぶりに欲望を隠すことなく、シエナの乳房を鷲掴みにし、乳首を指でほぐしてからしゃぶりついた。

「ちゅっ……じゅるっ……じゅぱっ……」

「ふぁっ……あっ、あぅっ……んぅ……アルド様……乳首、お好きなのですね……美味しいですか……ふぁぁっ、か、噛んじゃ……っ、あぅぅっ……！」

　シエナの声は高く透き通るようで、喘ぎもアルドの耳に染みこむように響いてくる。手に収まりきらない大きさの乳房の弾力に、アルドは少年のように夢中になりかけそうになる──一年前よりも、シエナは見違えるほどに女性として成熟している。

　彼女は喘ぎながら、アルドの頭に手を回し、汗だくになりながらも微笑む。そして、愛おしげに頭を撫でる──まるで、乳房に吸いつく赤ん坊をあやすように。

　アルドの唾液も含め、体液すべてが、女性にとって媚薬として働く。乳房に吸いつき、染みこんだ媚薬の力は、彼女の性感を何倍にも高めていき、揉みこむたびにびくびくと体が震えるほどになっていた。

　むぎゅっ、と揉みこみ、弾力で指を押し返されたあと、両の乳首を両方の指で転がし、シエナが翻弄されているうちにちゅぱっと音を立てて吸いつき、交互に吸い立てる。

「これだけ大きいと、自分でも舐められそうだな……」

「ふぅぅっ……んぅ……い、いえ……私の胸は、アルド様のものです……存分に玩具にしてください……はぅんっ……！」

　加減して乳首に歯を当てると、シエナはのけぞるほどに感じ、腰が立たなくなって、前にのめる。アルドはベッドの上に背中を預け、シエナを受け止め、その背中に手を回して抱き寄せた。

「はぁっ、はぁっ……も、申し訳ありません……胸が気持ちよくて、意識が……」

「そうか……ならば、俺のことも気持ちよくしてくれ。俺が存分感じさせた、その大きな胸でな」

「は、はい……胸で、アルド様の男性器を……」

　アルドは未だに硬い言葉を使うシエナに顔を上げさせ、身を乗り出させて、その耳元で男性器の俗称を囁く。シエナの乳房が身体に押しつけられる弾力を存分に味わいながら。

「……む、胸で……いえ、おっぱいで……アルド様のおちん×んを、気持ちよくさせていただきます……」

「ああ……頼むぞ。こっちに尻を向けるんだ」

　ベッドの上でシエナはアルドの上にまたがり、彼に尻を向ける。アルドは彼女の太ももと、形のいい臀部の肉付きを愉しみながら、シエナの愛撫が始まるのを待った。

　シエナはアルドの唾液と汗で濡れ光る乳房で、そそり立つ屹立をはさむ。そして、両手を使って乳房を寄せ、ぎゅっと挟みこんだ。

「うっ……あぁ……いいぞ、シエナ……そのまま動くんだ……」

「んっ……熱い……アルド様のおちん×ん、すごく硬いです……あぁ、身体が……おっぱいが熱くなって……あっ、いやっ……！」

　アルドの唾液、そして先走り汁が、シエナの胸全体の性感を高める。その状態で肉棒を挟んで谷間で擦れさせると、シエナは気が遠くなるほどの快感を味わい、ぷしゅっ、とショーツの中で潮を噴いてしまう。

　彼女が興奮しすぎているのだとアルドは察し、その光景のあまりの淫靡さに言葉をなくす。

「どれくらい濡れてるのか、見せてもらうぞ……」

「は、恥ずかしい……あぁ……」

（アルド様に見られてる……私、子供みたいなあそこなのに……恥ずかしくて頭が変になりそう……っ）

　乳房の間をにゅこっ、にゅこっとアルドの肉棒が出入りしている。それを眺めながら、誰にも見せたことのない秘部を、下着をずらされて余すことなく見られている。

　シエナのヘアは薄く、ほとんど生えていないのではないのかと思うほどだが、金色の産毛のようなものが申し訳程度に生えている。そして白とピンクの中間のような綺麗に閉じた割れ目は、少し子供っぽいが、アルドが指先で陰唇をくにゅっと開いてみると、熟した秘肉が顔を出し、とろりと蜜がこぼれる。　

「こんなに濡らしていたのか……いやらしいな。子供みたいなおま×この割に、中はしっかり成長してるじゃないか」

「ふぁぁっ……い、言わないで……くださ……っ、あっ、はぅんっ……だ、だめっ、舐めちゃ……んぁっ……！」

「だめじゃない。俺の言うことにはなんでも従うんじゃなかったのか？　れろっ……ちゅっ、じゅるるっ……」

　アルドはシエナの陰唇を左右同時に指圧するように指を使い、半開きの陰裂を舐める。快感のあまりにシエナの下腹部に力が入るが、アルドは緊張を緩めるように尻を撫でながら、ひくひくとうごめく膣口に舌を差し入れる。生温かいぬるりとしたものが身体に入ってくる未知の感覚に、シエナはぞくぞくと身体を震わせ、愛撫することもできずに白い尻をわななかせて震える。

「はぁっ、はぁっ……あ、アルド様、もう少し、お手、やわらかにっ……あっ、あぁっ……はぁぁっ……」

「どうした……パイズリが止まってるぞ。入れてほしかったら、もっとしごいて硬くするんだ……さあ……！」

「んぁぁっ……あっ、あぅぅっ……！」

　アルドはじゅぱじゅぱと音を立ててシエナの秘所を舐めしゃぶったあと、クリトリスの皮を剥いて舌先でぐりぐりと押しながら、膣内にぬるぬると指を差し入れ、ぬちゅぬちゅと抜き差しを始める。

　どれだけ技術が優れていても、すぐに処女を慣らすことは難しい。アルドは魔力で指を覆い、決してシエナを傷つけないようにして、繊細な女性器を見る間に開発していく。その技術は、まだ処女の淫魔たちがアルドに抱かれることをまったく恐がらなくなるほどに知れ渡っていた。彼に身を委ねれば、気がつけば気をやっていて、その胸に身体を預け、痛みもなく処女を失うことができる。処女であることを人間よりも恥じらう傾向のある淫魔にとって、アルドは理想の喪失相手だった。

　シエナは人間であり、聖騎士でもあるため、アルドは性技に特化した淫魔と同じようにいくかを心配していた──だが、それはまったくの杞憂だった。シエナの処女膜までの膣口はアルドの指で慣らされ、すでに道を開かれている。

「あっ、あっ……あぅぅっ……あ、アルド……様っ……んぁぁっ……な、何か……変です……っ、おま×こ、熱くて……きちゃう……何か、来てっ……んぁぁぁっ……！」

「一度イク感覚を覚えておくか……クリトリスは感じるだろう？　後で時間をかけて、中でもいけるようにしてやるからな……俺のことも射精させられるか……？」

「ぁぁっ、あっ、ふぁぁっ……ん、んぅっ……やって、みます……アルド様のおちん×んを、私の、おっぱいで……ふぁぁっ……！」

　アルドは指でクリトリスを摘み上げ、陰唇を執拗に舐め上げ始める。膣内に入った指はシエナの敏感な部分を探り当て、それもまた、逃げようのない電撃のような快楽をシエナに与え続ける。

　すでに危うくなった意識の中で、シエナはアルドの肉棒をぎゅっと挟みこみ、身体を前後に揺らす。弾力のある乳房で挟まれるだけでも強い快感が生じるというのに、シエナの身体能力を最大限に使って揉みくちゃにしごき立てられると、アルドはたまらずシエナの尻を掴みながら、ベッドの上で反るようにして絶頂へと向かう。もはや、射精を止める必要はどこにもなかった。

「あぁ……出すぞ、シエナ……お前の胸で受け止めてくれ……っ、うぁぁっ……！」

「アルド様……っ、きて……きてください……私のおっぱいに、いっぱい出してっ……アルド様の赤ちゃんのもとを、思いきりかけてっ……んぁぁっ、あぁっ、くるっ、きちゃぅぅっ……あぁぁぁっ……！」

　シエナのクリトリスを唇で挟んだまま、アルドは膣内に入れた指に、絶頂の前兆となる締めつけを感じ取る。同時にシエナが乳房を寄せたままで震えたことで肉棒に最後の刺激が加わり、激しい脈動が起こる。

　ぶしゅっ、とシエナが潮を噴いて絶頂する。同時にアルドの肉棒から精液が噴き出し、ビュルビュルと続けて放たれ、シエナは口を開けたままで、白濁のシャワーを顔に浴びる。

「ぁ……あぁ……んぁっ……ま、まだきちゃう……いやぁっ……！」

　アルドがにゅる、とシエナの膣に入れたままの指を抜き、クリトリスを撫でたところで、彼女は再び潮を噴く。それを顔に浴びながら、アルドは射精したばかりだというのに、ひくつく蜜壺に誘惑される。

「あぁ……まだこんなに硬い……アルド様のおちん×んは、お強いのですね……」

「シエナも初めてにしては、充分に奉仕できていたぞ。これほど一度に射精したのは、久しぶりだ……この次は、より大量に注ぎこんでやらないとならないがな」

「私を、女にしていただけるのですか？　アルド様の、逞しいおちん×んで……」

　淫魔と張り合えるほど、シエナは男を悦ばせる言葉を知っているとアルドは感じる。彼女はアルドが何も言わずとも、白濁にまみれた肉棒に口をつけ、れろっ、れろっと舐め上げて綺麗にしていく。舌が硬い肉棒に擦れていく感触が、精管に溜まった汁を溢れさせ、シエナはそれすらも完全に吸い取り、飲みこんだ。

　──精液を飲んだシエナの身体が、火照り始める。魔煌気が、シエナの神聖気と置き換わり、彼女は魔騎士に堕ちようとしているのだ。

「身体の中から、アルド様のお力が……ああ……これが、アルド様の見ている世界……なんて素晴らしい……」

　魔眼こそ与えてはいないが、シエナの瞳は輝きを取り戻し始めていた。しかし聖騎士の清廉さは失われており、欲望に正直な生を謳歌する魔族の、どこまでも貪欲な光が宿っている。

（もとは貞淑な女のはずだが、支配眼は本能を引き出す。誰もが、これくらいの欲望は秘めているものだ。ずっと禁欲してきた俺がそうだったように）

　シエナはアルドの上からそろそろと降りると、改めて、寝そべっているアルドの上にまたがる。膝上に届くソックスを残しただけですべてを脱いだ姿はあまりにも煽情的で、アルドの肉棒は反り返って、結合のときを今かと待ち望み、ビクビクと脈打つ。

「すごい……一度出していただいたのに、こんなに熱くて、ますます元気に……」

　彼女は濡れ光る肉棒に手を添え、上を向かせながら、許しを請うように主人を見つめた。

「アルド様……私の処女を、もらっていただけますか……？」

「俺は動かない。自分で挿れられるまで待っていてやる……少しでも入ったら、奪ってやろう」

「あぁ……アルド様……ついに、お捧げできるのですね。私が守ってきたものを……」

　心から嬉しそうに、シエナは瞳に滲む涙を拭う。そして、胸にかかる三つ編みを後ろに送ってから、肉棒を膣口に押し当て、絶頂の余韻が残る震える膣道に、ぐっと腰を落として受け入れようとする。

「くぅっ……あっ、あぁ……大きい……アルド様のおちん×ん、大き、すぎてっ……」

「もう少しだ……ゆっくりとそのまま腰を落としてみろ……よく締まっている入り口だが、貫けないことは……くっ……！」

「んぁぁぁっ……い、痛い……」

　ぐぶっ、と亀頭が入りこむ。ぎりぎりと痛いほどに締めつけてくるきつい膣肉に、アルドは思わずうめく。

　しかし入ってしまえば、アルドは処女を絶頂に導くためのあらゆる手管に長けている。狭い膣でも奥まで受け入れさせるには、方法はひとつ──回復魔法で、膣を内側から癒しながら、狭く閉まった道を開かせていけばいい。

「いくぞ……シエナ。これからお前は処女を失う。そして、俺の眷属となれ……！」

「ふぁっ……あぁぁっ……！」

　ずぶん、と。

　アルドはシエナの腰に手を添え、引き寄せて腰を一気に落とさせる。熱く張り詰めた反り返った肉槍は、ごりごりとシエナの膣内をこすりたてながら、ぶちっと処女膜を貫き、一気に奥まで達した。

「あ……ぁ……っ」

　シエナは息も絶え絶えになり、容赦のない貫通の余韻に震えている。頭まで衝撃が届くようで、肉棒がただ熱く胎内でドクドクと疼いていることはわかるが、他の感覚は何もない。

　痛みを覚悟していたのに、それがまったくない。それどころか、繋がるうちに締まりきっていた膣の緊張がゆるみ、愛液の分泌が始まる。子宮はすでに降りて、ねっとりとした粘液をこぼし始めていた。

（アルド様のおちん×んが、私のなかに……赤ちゃんができるところまで、届いて……押し上げてる……このままで動いたら、私……私は……）

　未知の感覚に戸惑いながら、シエナはアルドを潤んだ目で見つめる。

　アルドはぐっとシエナの腰を引きつけ、ベッドに足を突くと、ゆっくりと前後に揺さぶる。すると、きつく締められたままの肉棒が抜き差しされて、ずちゅっ、と初めての摩擦音を立てる。

「ふぁぁぁっ……あっ、あぁ……お、おちん×ん、こすれてっ……アルド様……っ」

「なかなかいい具合だ……シエナ、お前も痛みはないだろう……っ」

「んぁぁっ、あっ、あぁっ……あはぁっ……そ、そんな、ことっ……はぁっ、あぁんっ……！」

　一度膣内を往復した快感に魅惑され、アルドはシエナの身体を揺らして慣らしたあと、今度は縦に突き上げ始める。ぱんぱんと柔らかい尻に腰を叩きつけるたびに、シエナの大きな乳房がぶるんぶるんと揺れている。

「はぁぁっ、あっ、あぅっ……んっ、んふぅっ……はぁっ、あぁんっ……！」

（入れるときはあれほど痛かったのに……私、もうアルド様の上で、こんなにはしたなく腰を振って……おっぱいも痛いくらいに揺らして……あぁ……でも、気持ちいい……アルド様のおちん×んが、こんなに気持ちいいなんてっ……溶ける……おま×ことけちゃう……アルド様の熱いおちん×んで、溶けちゃうぅっ……！）

　シエナが快楽にのめりこんで、自らアルドの上で腰を振る。鍛えられた身体での腰使いは、アルドに鮮烈な快感を与え、彼から突き上げることをためらうほどだった。破瓜の出血は結合部に滲んでいるが、もはやすでに膜が破れたときの傷はふさがり、シエナは膣に肉棒が入ってくるたびに、キュウキュウとひとりでに襞を絡みつかせ、そんな反応をする自分の身体に感嘆しながら、貪欲に腰を揺すって肉棒を求める。

　しかし、アルドは気がつく──すでにアルドの手に堕ちきっていたはずのシエナの中にマーリンの呪縛が残っており、アルドの支配に最後の抵抗を始めたのだ。

「ぐぅっ……う……な、何を……貴様……アルドのまやかしを、まだっ……ひぁぁっ……や、やめっ……やめろ……嬲るくらいなら、殺せっ……殺せぇっ……」

「まだ催眠が解けないのか……あのエルフめ。いいだろう、俺の魔力を身体の内側から味わわせて、呪縛から解き放ってやる……！」

「んぁぁっ、あっ、あぅっ……こ、殺せ……っ、ひぅっ……んっ、んふっ……くぅぅっ……私は……っ、私は、こんなことで穢されたりはしない……っ、んぁぁっ……！」

「そんなことを言って、いっぱいに広がって奥まで俺を受け入れているじゃないか……軽く突いてやっただけで、いやらしい汁が溢れてくるぞ？　クリトリスもこんなに充血して……ほら、触ってやろうか」

「ひぅぅっ……そ、そこは……さわ、るな……やっ……はぅぅっ……や、やめっ……それ以上、中をかきまわしながら、触るな……っ、んぁぁぁっ……！」

　シエナの抵抗を封じるために、アルドは支配眼の力を使い、ぐちゅぐちゅと下半身をうねらせてシエナの膣肉を味わいながら、左手で乳房を揉み、右手の指先でクリトリスの皮を剥いて弄ぶ。三重の快楽に襲われたシエナは瞬く間に気をやり、アルドにまたがったままでぶるんと大きな乳房を反らせて絶頂に達する。

「はぁっ、はぁっ……」

「なかなか可愛いイキ方をするじゃないか。どうだ、抵抗する気はなくなったか？」

「……愚か者……こんなことで王国の聖騎士が屈するものか……お前のものをくわえこんだまま、ねじり切って殺してやる……っ、あぅっ、くぅぅっ……！」

「やれるものならやってみるがいい。お前が神聖気を使っても、俺には無効化できる……こうして交わってしまえば、拒むことなどできはしない……！」

　マーリンの催眠が、蝋燭が消える瞬間に炎が膨らむように、アルドの支配に抵抗している。だがその意思を内から突き崩すように、アルドは両手を伸ばしてシエナの乳房をつかまえ、指の間で乳首をコリコリと刺激しながら、女騎士の身体が浮き上がるほどの激しい腰使いで責め始めた。

「やめ……やめ、ろっ……こんな……こんなことで、んぁっ……あぁぁっ……屈しないっ……決して……ふぁっ、あっ、あぅぅっ……んっ、はぁぁっ……あぁ……！」

　シエナは力なく手を伸ばし、アルドの腕から逃れようとするが、彼の腕がまとった筋肉は鋼鉄のように硬く、力強くシエナの腰を固定して、快楽を覚えた膣に容赦なく肉棒を送りこんでくる。パンパンと突き上げられるうちに、魔物への敵意で満たされているはずのシエナが、快楽に溶かされて愛らしい喘ぎ声を上げ始める。

「あっ、あっ！　んぁっ、あぁっ……ふぁ……む、胸はっ……胸っ、そんなに強くしたらっ……したらぁっ……はぁぁんっ……！」

　アルドの片手が伸びてきて、上下にぶるんぶるんと弾む乳房を捕まえ、ぐにゅぐにゅと揉みしだく。強くされても痛みではなく快楽が生じ、乳首を摘まれて引っ張られると、子宮から膣までが勝手にきゅんきゅんと疼く。そこを熱い肉棒で貫かれるうちに、シエナの中に残っていた催眠が、一突きごとに崩されていく。

「どうした……まだ耐えているのか？　こんなにも子宮が下がっているぞ。俺の精液を欲しがっているんじゃないのか？　欲しいなら欲しいと言ってみろ。そうしたらいくらでも注いでやる……っ！」

「はぁんっ、あっ、あはぁっ……あっ、あんっ……そ、そんな……ものっ、欲しくは……欲しくなど、ない……っ」

「素直になれ……シエナ、お前は俺のものだ。こんなに深く俺のものを受け入れて、俺の快楽に奉仕している……身体は言葉よりも素直だ、そうだろう……！」

「そんなっ、ことっ……くぅぅっ、あっ、あぁっ……くるっ……何か……ふぁぁっ……それ以上突くな……っ、あぁっ、はぁんっ……！」

　ぎゅうぎゅうと乳房を揉まれ、乳首を指で転がされながら、反り返るアルドの肉棒を膣奥まで何度も押しこまれ、シエナはついに意識を途切れさせ始める。快楽で思考回路が焼き切れるということを彼女は知った。そしてこのまま耐え続ければ、絶頂させてもらえなければ、死んでしまってもおかしくないとまで思った。

　シエナの感情を操作する催眠の力は、快楽で上塗りされていく。そうして残ったものは、アルドの肉棒がもたらす強すぎる快楽と、彼に征服されたという、髪の先から足先までをも支配する感情だけだった。

「……出して……っ、出して……ください……あなたの、ものを……」

「もっと大きな声で言わないと聞こえないぞ、シエナ……ッ！」

　光を失っていたシエナの瞳が、ついに完全にマーリンの呪縛から解放される。シエナは目を潤ませ、哀願するようにアルドを見つめて、声の限りに訴えた。

「アルド様の精液を、私のっ、ふぁっ、あぁっ、子宮に……赤ちゃんができるところに、いっぱい浴びせてっ……あぁっ出してぇぇっ……！」

「よくできたな……出してやるぞ、シエナ……そしてお前は堕ちるんだ……聖騎士シエナ……っ、うぉぉっ……！」

　まさに獣のような腰使いだった。ベッドをきしませ、アルドはシエナの乳房を開放して、その揺れる様を見ながら思いきり突き上げる──シエナは自らの乳房を捕まえ、自分で乳首に吸いつく。

　そのまま開かれた子宮口に肉棒を何度も届かせられたところで、彼女は自分の身体が宙に浮き上がるような感覚を覚え、アルドの上で大きく弓なりに反った。

「ふぁぁぁっ……く、くるっ……きちゃぅぅぅうっ……！」

「俺もイクぞ……っ、シエナ……くぁぁっ……！」

　先に絶頂したシエナの膣が、肉棒から精液を絞り上げるように締めつけを増す。アルドは膣奥に肉棒を吸いこまれるような感覚を味わいながら、精液──魔煌気の媒介となる体液を、シエナの子宮口にビュルビュルと注ぎこんだ。

　ビュクッ、ビュクッと歓喜するようにアルドの肉棒が脈動し、そのたびに大量の精液が吐き出される。子宮に浴びせるという言葉がふさわしい、圧倒的な精の奔流が、さきほどまで処女であったシエナを襲う。

「……アルド……様の……熱い……こんなに、たくさん……」

「……いや、まだだ。お前の中から、神聖気が完全に消えていない。すべて置き換えるまで、俺の力を注ぎ続けなければな」

「力……アルド様の……んっ、はぁっ……！」

　呆然としているシエナは、あれほど大量に射精したはずのアルドの肉棒が未だに萎えていないことに気づく。

　アルドは身体を起こすと、今度はシエナを横たえる。そして汗にまみれた乳房を揉み、思うままに乳首にしゃぶりつきながら、今度は緩やかに、けれど敏感な部分を狙ってこすらせるようにしながら、ずちゅっ、ぐちゅっと音を立てて腰を使い始める。

「んぁぁぁっ、あぁっ、あ、アルドさまっ、あぁっ……わ、私っ、まだ、いったばかりっ……んぁぁっ……！」
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「絶頂したすぐあとでも、魔法を使えばすぐに感じさせられる。これからお前を犯し抜かせてもらうぞ……完全にその身体が魔に堕ちて、俺の眷属となるまで……っ」

「はぅっ、んっ、んぅっ……そ、そんなにっ、おちん×んっ、感じるところっ、しつこくしたら……あぁっ、らめっ、そこっ、そこらめぇっ……ひぁぁぁっ……！」

　もはやシエナは自分が何を叫んでいるかもわからないまま、必死でアルドにしがみつくことしかできない。しなやかな足をアルドの腰に絡ませ、彼の背中に手を回して、シエナは絶え間なく続く男根の侵入に、再び忘我の高みへと誘われていった。











Ⅳ　エルフ賢者、敗北奴隷宣言









１　魔人の副官に堕ちて




　聖騎士シエナがアルドの調教によって、完全に魔に堕ちるまでには一カ月を要した。

　魔人将アルドの眷属として彼に忠誠を誓った彼女は、その装備を魔騎士としてのものに変え、魔煌気の力をアルドの指導によって引き出すことで、聖騎士であったときよりも強くなった。

　金色の髪に黒いリボンを結び、宝石のような青い瞳は、支配眼の影響を離れ、アルドに自分の意志で従うようになったことで光を徐々に取り戻していった。

　アルドは彼女を王国の領土を奪うための地上軍には加えず、自分の側近として近くに置くことにした。必然として、ルシフェル、そしてプリムよりも、シエナがアルドと共にいる時間は長くなった。

　今も、アルドはシエナと共に迷宮三層の副司令部で、王国侵略を続ける魔王軍の指揮をしていた。

　シエナが連れていた部下の騎士たちは、シエナの生死を確かめるために村に入ったところで、彼女の不在を確かめると、遺品として関係のない騎士の盾を持ち帰った。リガントに自分が死んだと伝えられると知っても、シエナはかつてアルドにも、騎士団は同じことをして亡き者にしようとしたのだから、自分も王国にとっては死んだ者として、魔王軍に加わりたいと言った。




　──父がアルド様にした裏切りを知らず、あまつさえ賢者に操られてあなた様に剣を向けた私の愚かさを許し、傍に置いてくださって感謝します。あなたの眷属となることを誓い、少しでも償えるようにお尽くしします。




　シエナは忠誠を誓う言葉と共に、アルドに宝剣を捧げ、ルシフェルの力によってローゼングラムは魔剣に変えられた。青かった刃は赤に変わり、神聖気に反応して力を発現させるのではなく、魔煌気に反応するようになった──魔王は武器も魔に堕とすことができるということだ。

　そのルシフェルとは、アルドは言葉を交わす機会が少なくなっていた。彼女が部屋を訪れれば身体を重ねるが、シエナがつきっきりで従っていることもあり、その機会すらも失うことがある。

「アルド様……よろしいのですか？　ルシフェル様と、このところ、あまりお話をされていないのでは……」

「数日に一度は顔を合わせている。ルシフェルは、今はあまり体の具合がよくないようだ。早く戦いを終わらせて、養生してもらいたいものだが……」

　シエナは、ルシフェルとまだ数えるほどしか話したことはないが、彼女がアルドに並々ならぬ想いを抱いていることは、同じ女として感じ取っていた。

（アルド様も、お気づきになられているはず……けれど、魔王様に近づきすぎないようになさっている。本当は、お互いにこれ以上なく意識されているのに。かつて魔王と勇者であったからなのか、それとも……）

「シエナ……行きすぎたことは考えるな。俺とルシフェルのことは、俺たちの問題だ」

「あぅっ……は、はい……申し訳ありません……」

　魔王軍で三番目の強さを持つ、副将軍と呼べる地位にありながら、シエナはアルドには従順で、今もされるがままになっている。

　魔煌気を防壁としてまとうために、重い装甲を必要としない彼女は、身体のほとんどを覆わない、いわば水着のような装備をしていた。胸も三分の一ほどしか覆われておらず、脊柱と脇腹を固めるような金属具はついているものの、腹部は覆われておらず、紐の細いショーツを身に着けているだけのような、常にアルドの扇情を誘うような姿をしている。

　それゆえにアルドは、軽い懲罰代わりのようにシエナの乳房に手を伸ばし、気兼ねなく揉む。それでもシエナは痛みなどなく、触れられることに喜びしか覚えない。

　シエナが最初は申し訳なさそうな顔をしていたのに、もう顔を赤らめ、息を荒げていることに気づいたアルドは、地上での戦局が有利に進んでいることを確かめたあと、地上の様子を映し出す幻像を消し、シエナの下腹部に手を滑らせ、下半身を覆う革の装備に手を入れ、すでに熱く蒸れた膣に指を滑りこませた。

「ぁぅんっ……！　あ、アルドさま……まだ、指揮の、途中で……」

「こちらが負けることは考えられないほど、有利に進んでいる。これで、十三の町と村を王国から奪える……じきに、王都にも手が届くだろう」

　シエナの膣内に差し入れた指をくぷくぷと出し入れしたあと、充分に濡れていることを確認し、アルドは彼女に司令部の机に手を突かせ、尻を向けさせた。

　大きく切れ上がった、脚線美を最大限に強調する下着のような装備。アルドはその尻に食いこんだ紐の部分を横にずらすと、陰裂を露出させ、膣口に肉棒の先端を宛がい、ぬぷぬぷっ、と一気に奥まで押しこんだ。

「んぁぁぁっ……あぁ……アルド様っ、このような、ところでっ……んぁぁっ、あっ、あんっ……！」

「何を言う……性交で魔力を練ることは、いつどこでしても無駄にはならない。おまえの中に俺の魔力をなじませるためにも、できるだけ回数をこなさなくてはな……」

「ふぁぁっ、あっ、あぁんっ、も、もうっ、私のおま×こは、アルド様のおちん×んをっ、はぁぅっ……お、おぼえてっ……あなただけの形にっ……あぁっそこだめっ、だめぇっ……！」

　シエナの膣内にはざらついた部分があり、アルドはそこを狙って亀頭を擦りつける。同時に後ろから手を回し、たぷんたぷんと揺れている乳房をつかまえ、胸を包む装備を引き下ろして乳首を露出させると、人差し指でぷにゅぷにゅと感触を楽しむように弄び、もう片方の手を前に回し、シエナの陰核を刺激しながら腰を振り立てる。

（こ、こんなっ、こんなふうにっ、責められたらっ……あぁっ、イクっ……ま、まだ始めたばかりなのに……何度もイカされちゃう……っ、腰が立たなくっ……あぁっ、も、もうっ何も考えられなっ……）

「あぁぁっ、あっ、おちん×んいいっ、おちん×んすごいっ、くるっ、おま×こきちゃうっ……もっと突いてっ、突いてくださいっ、アルド様ぁっ……！」

「くっ……キュウキュウ締めてきてるぞ……シエナ、もういきそうなのか……？」

「は、はいっ……もうっ、もう……あぁっ、はぁんっ……アルド様のが欲しい……」

「何が欲しいんだ……っ、はっきり言ったら思いきり出してやるぞ……っ！」

「はぁぁっ、あぁっ、アルド、さまのっ……精液っ……精液出してっ、私のはしたないオマ×コに、ドピュドピュってしてくださいっ……ふぁぁんっ……！」

　シエナが淫らな言葉を使うと、アルドは興奮を煽られ、彼女の言う通りにしてやりたくなる。机の上に押しつけるようにして、後ろから覆いかぶさって深いストロークで腰を使い、ぱちゅっ、ぱちゅんと尻を叩きながら、絶頂に向かって白い尻肉を鷲掴みにして、猛然と突き始める。

「くぁぁっ……あぁ……イクぞ……シエナ……その綺麗な背中にかけてやるっ……あぁ、出るっ……！」

「はぁぁっ、あっ、あっ……あぁーーーっ……！」

　最後にアルドが腰を振りたて、ビクンと身体を震わせたところで、シエナは彼の射精の気配を感じ取り、その期待で絶頂に押し上げられる。つま先立ちになり、尻をアルドに押しつけるように振ったあとで、彼は肉棒をじゅぽっと抜き去り、割れ目に押しつけるようにして大量に射精した。

　ビュクッ、ビュクンとアルドの肉棒が脈動し、シエナの白い臀部を汚していく。精液が肌に触れる感触さえも、シエナにとっては絶頂を長引かせる快感に変わる。

「あぁ……熱い……アルド様の精液、こんなに……ありがとうございます……」

「まだ出るぞ、シエナ……全身にかけさせてもらおう」

　くったりと脱力し、机に身体を預けたシエナの背中は、鎧で一部だけしか覆われていない。美しいカーブを描く背骨の湾曲したくぼみに向けて、アルドは肉棒をこすり立ててビュクビュクと射精し、精液を降り注がせる。

　熱いものを浴びるたびに、シエナは充足のあまりに意識が危うくなる。忠誠を誓った男性に、どんな場所でも求められて身体を開き、彼の快楽に奉仕することが、彼女にとっては尊く感じられてならない。

　かつてアルドに敗れた日から、こうなることを願っていたのかもしれないと思う。アルドから離れることを考えられなくなった今、彼女はアルドの復讐のための駒となることに、一切の迷いがなかった。




２　大将軍の懊悩




　シエナが戦死したという報を受けたあと、リガントは信じがたいという思いとともに、アルドが生きていてシエナと戦ったのだという最悪の考えを、胸の奥底に沈めて封じこめた。

　それは、決してあってはならないことだった。アルドが生きて、リガントの裏切りに気づき、魔王と与して王国を奪おうとしている──もしそうなってしまったとき、魔王や勇者に対抗する個人戦力を持たないリガントには、どうすることもできない。

　リガントは魔王軍から領地を奪還するために攻撃部隊を編成していたが、シエナを失ったことで、現在の領地を防衛するためだけに兵力を使うことを余儀なくされた。

　ヴィルトリア王国の西方、南方の国境では、隣国との小競り合いが起こり、緊張状態が続いている。もはや防戦一方となるとわかっていても、リガントは今は耐えることが唯一の策だと国王を説き伏せた。

　そしてヴィルトリアの東部は、完全に魔王軍に奪われ、その支配下となった。

　アルドは抵抗を放棄した町や村では虐殺を行わず、投降した者たちに対しては魔物たちによる略奪や凌辱などは禁止して、ただ人間たちを労働力とするだけに留め、王国の民が自ら魔王軍に降るように仕向けた。

　──魔王軍に降れば、人の尊厳を奪われずに済む。物資の徴収、労働力の徴発にさえ応じれば、これまで通りの暮らしを続けていける。

　その噂を、アルドは諜報部員として育成した中級以上の魔族たちによって、支配した村の隣の集落、さらにはまた隣へと広げていった。人間に寸分たがわぬ姿に魔法で偽装することのできる彼らは、重要なポストについている人間をさまざまな手で籠絡し、信頼を得て、戦うことなく魔王に帰順させていった。

　その状況を、リガントが黙って見ていられるわけもない。彼は魔王軍が王国の中央に広がる平原まで勢力を伸ばしたところで、魔王軍をこれ以上進ませまいと、大軍を送りこんだ。

　アルドは中央平原で魔王軍と対峙した。二万の敵軍に対し、魔王軍は三千──六分の一にも満たない兵力だったが、牛鬼一体で騎士を十人屠ることができるのだから、数の差は不利にはなりえなかった。

　リガントは、中央平原の決戦が今後の命運を決めると確信しており、魔王軍の侵攻を騎兵たちでは止められないと予想すると、マーリンに献策を要請した。

　王宮にあるリガントの私室を訪れたマーリンは、リガントの憔悴しきった顔を見ても表情ひとつ変えず、机の上に広げられた中央平原の両軍の布陣図を眺め、そしてこともなげに言った。

「騎兵と歩兵を使って、敵を囲いこみ、戦場の中心に敵の兵を固める。それができれば、敵を一網打尽にすることができる」

「兵の数は、確かに王国軍が勝っている。しかし、魔物の一体は、何人もの騎士の犠牲がなければ倒すことはできない。包囲などしても、長くは抑えこめないはずだ」

「ほんの少しだけでいい。そうすれば、私が超広範囲の破壊魔法を使って、ひとかたまりになった敵軍を叩くことができる。最大魔法を使えば、難しいことではない」

「我が騎士団を足止めに使い、魔法でもろともに魔王軍を叩くというのか……!?」

「兵士たちが戦いに特化した魔物と戦っても被害は大きくなる。敵が生き残って王都に攻め上がってくるよりは、方法を選ばずに一匹残らず掃討するべき」　

「……かつて人間が、少数民であるエルフを虐げたことを恨みに思っているのか？　騎士団を捨て駒にするなど……」

「そんなことは関係ない。私の魔法が、魔王軍を凌いでいることを示したいだけ。それを確かめてもらうことが、今回力を貸す条件」

　マーリンが自らの魔法に対する探究心のみで行動しているということは、リガントも知っているつもりでいた。

　だが、二万の兵を犠牲にするという策とも言えない策に頼るしか、リガントにはすでに打つ手が残されていなかった。

　賢者マーリンが、自軍の兵もろともに魔王軍に最大魔法を放って殲滅する──事を終えたあと、その事実を封殺しなければならないと、冷えてきた頭で考えながら、リガントは決断を下した。

「……戦いを終わらせるには犠牲が必要だ。私はおまえに何も指示していない。すべては、私のあずかり知らないところで起きることだ」

「それでいい。魔王軍を撃退したら、私はこの国を離れる。この国でするべき『実験』は、魔王軍の主戦力を滅ぼすことで終わる」

　淡々と話し続けていたマーリンが、かすかに微笑みを浮かべる。リガントは内心で、やはり彼女は『魔女』なのだと思わずにはいられなかった。

　そして、多くの犠牲を払う決断をした自分もまた、悪魔のようなものだ。リガントはそれでも、握った権力を手放すことなど考えられなかった。




３　中央平原の決戦




　ルシフェルの呼び出した使い魔によって敵軍の情報を得たアルドは、鴉の眼が見ている映像を宙に映し出し、敵の後方に現れた一人の女魔法使いの姿を見つけた。

「あれは……アルド様、賢者マーリンです。この前線に出てくるとは思いませんでした。リガント大将軍は、この戦いを、戦争の趨勢を決めるものだと思っているようですね」

　副官を務めるシエナは、アルドと轡を並べ、黒い馬にまたがっていた。ナイトメアと呼ばれるこの馬は、魔物としても強力で、単体で戦っても牛鬼以上の力を持っている。その走る速さは、王国の名馬と呼ばれた馬でもまるで及ばないほどだった。

　マーリンの姿をアルドは直接見たことがなかった。少女時代から魔法の天賦の才を以て、王都に名を馳せていたが、自分の研究にしか興味がなく、与えられた研究室に篭っていることが常だったからだ。

（マーリンと事前に話をしておけば、一方的に嵌められることはなかったかもしれないが……面識がない状態で、彼女は俺を結界で封じた。つまりは、亡き者にしようとしたということだ）

　彼女自身がアルドに対してどんな感情を抱いているのかはわからないが、リガントの命令に従ったことは事実で、マーリンが復讐の対象であることに違いはない。

　しかし、マーリンの姿はアルドが想像していたような、いかにも人を陥れることに躊躇いのなさそうな悪女というようには見えなかった。

　彼女は亜麻色の髪を二つのお下げにしており、年齢の経過で容姿が変化しないエルフということもあってか、シエナと変わらないか、彼女よりも年下に見えた。感情の起伏が少なく見えるが、その冷たく見える瞳も含めて、コケティッシュな魅力がある。

　賢者である彼女もまた、アルドたちと同じように防御結界を張っているからか、彼女の装備は戦いに赴くものとは思えないほど大胆で、妖精のように愛らしいものだった。首元からお腹のあたりにかけて服に切れこみが入っており、健康的なシエナの白い肌と比べると少し青白くは見えるが、シエナに負けず劣らず発育した膨らみが、半分ほど見えてしまっている。かろうじて乳首の部分が隠れているのは、魔力で衣装を制御しているからだとアルドは見て取った。

「……あの女が、マーリン……俺も噂でしか聞いたことがないが、魔王の迷宮に結界を張り、俺を封じこめた張本人。ここで出てきたということは、俺たちの軍を魔法で攻撃するためか」

「彼女の魔法は、王国の魔法兵千人に匹敵する威力を持っています。前に出ている牛鬼の部隊を三つに分け、散開陣形を組んで、密集したところを撃破されないようにしましょう。彼女の魔法は、一夜で城を落とすと言われている攻城級魔法ですから、まともに受ければひとたまりも……」

　シエナは策を進言するが、アルドの横顔を見て言葉を止めた。

　彼は笑っている──その意味をシエナはすぐに悟る。それは、彼女もアルドと同じ武人であるからだ。

「マーリンに魔法を撃たせてみるか。牛鬼部隊に命令せよ、左右に開け。マーリンが、俺を見つけて狙えるように旗を上げろ」

「っ……アルド様、危険です。相手は王国最強の魔法使い、賢者マーリンなのですよ」

「シエナ、俺とマーリンの力を比較して、どちらが大きいと思う？　その目に映る事実だけを信じればいい」

　シエナはアルドを見つめ、こくん、と息を呑む。

　地上軍を指揮しながらも、自分やサキュバスたち、そしてルシフェルと交わって魔力を蓄えたアルドは、シエナでは計り知れないほどの魔力を宿している。

　それでも、賢者マーリンは一度アルドを封じた危険な相手である。シエナは胸に痛みを覚えるほどアルドを案じるが、最後には主人を信じた。

「……承知しました。アルド様、ご武運を。もし危険だと見れば、命に代えてもお守りします」

「もしも、万一もない。俺はあの賢者をねじ伏せて、手に入れたい。奴隷として飼うには充分なことをしてくれたからな」

　アルドの瞳に宿る暗い炎を見たシエナは、思わずぞくりとする。

　その嗜虐的な瞳を向けられ、虐められながら彼に奉仕できるとしたら──戦場で思うことではないと知りながら、どうしても想像せずにはいられない。

「では、攻撃部隊を左右に展開します。牛鬼たちよ！　陣を崩さず、道を開け！　我が軍の将が押し通るぞ！」

　シエナが透き通るような声を張ると、五百体で編制されたミノタウロスの攻撃部隊が、平原の北と南に移動を始める。

　魔王軍の動きを察知したマーリンは、兵士たちに気づかれぬよう、騎士団の将官に催眠をかけ、敵の散開を封じるように指示した。

「敵の思うようにさせるな！　中央に魔王軍を集めて押しこむぞ！」

　──だが、マーリンが、そして騎士団の将官が思うよりも、遥かに魔王軍の進軍は速かった。

　アルドを先頭に、魔王軍の中でも機動力の高い人馬兵──人と馬の中間の姿をしたセントールという魔物の部隊が、平原の中央を駆け抜け、猛然と王国軍の前衛部隊に挑みかかる。

「おぉぉぉぉっ！」

「な、なんだっ……あの騎兵、人間……!?」

「正面からぶつかってくるとは……王国騎士団を舐めるな、化物どもっ！」

　槍を持った歩兵が方陣を組み、単騎で駆けてくるアルドを刺し貫こうとする。

　だが、アルドの魔煌気に覆われたナイトメアの突進は、およそどんな陣形を組もうとも受けきれるものではなかった。

「や、槍が、折れっ……うぁぁぁぁぁっ！」

「き、聞いてないっ……あんな化物がいるなんて聞いてないぞ……牛鬼が一番強いくらいだって……っ」

「強すぎる……次元が違う……っ、うぐぁっ！」

　アルドと黒馬の突撃は、まるで黒い嵐のようだった。突撃の風圧だけで人が錐揉みをして吹き飛び、槍は折れ、飛んでくる矢は防御結界に阻まれて打ち返され、王国軍の兵を無情に刺し貫く。そして後から追随したセントールの騎兵たちもまた、敵の方陣が崩れたところに襲いかかり、歩兵の槍に対抗しうるほどの長槍を使ってさらに崩していく。　

「どうした……俺たちをここで止めなければ王都まで一気に駆け上がるぞ。お前たちの妻を、子を、守れなくともいいのか！　守りたいのならば死ぬ気で挑んでこい！　大将の首はここだ、よく狙え！」

　アルドの挑発に騎士団は意地を見せようとするが、前衛が瓦解した後は脆く、奥に控えていた弓部隊、魔法部隊にセントールが切りこみ、蹂躙する。そして南に移動していた牛鬼部隊、機動力の高いコボルトの部隊が次々に王国軍に襲いかかる。

「アルド様が道を開いた！　今こそ我が魔王軍の力、存分に見せよ！」

　シエナもまた、セントールの槍兵と魔法兵の混成部隊を率いて追いつき、敵陣を駆け抜けて荒らしまくる。

　騎士団の後方で、リガントに与えられた馬に騎乗し、最大魔法を発動させる準備をしていたマーリンは、自分のところまでアルドとセントール部隊が駆け抜けてくるのではないかという脅威を覚える。

（私の存在に気づかれないうちに……いや、もう気づいている……それなら……！）

　騎士団の軍勢は、アルドの単騎駆けで崩れたところにセントールによって指揮官を狙われ、すでに全体の統率がままならなくなっていた。それでもマーリンの命を受け、一万の兵が騎兵を先頭にして魔王軍を抑えこもうとする。押し寄せてきたコボルト部隊を相手に犠牲を出しながらも、コボルト部隊を足止めすることで、後から追随してくる牛鬼部隊の移動に遅れが生じた。

　マーリンは敵の歩兵の動きが遅くなったこと、一塊になっている状況を見て、すべての敵を殲滅することができなくとも、今最大魔法を撃てば魔王軍の主戦力を壊滅させられると判断した。

「人間が、エルフの実験の犠牲となる……それはとても誇らしいこと。生まれ変わったら、もっと高等な種族になれるように願えばいい」

　誰にも聞こえないと知りながら、マーリンは名も知らぬ騎士団の兵士たちの命を、魔王軍と共に奪い去るだろう破壊魔法を放つ準備を終える。彼女の身体に集め続けた魔力は、強大な魔法を使いこなすエルフの肉体ですら限界を迎え、自己崩壊を起こしかねない領域にまで高められていた。

「天に轟き、地を砕き、海を分かつ。三界を統べる悠久の神々よ、その息吹で我が敵を滅せよ」

　マーリンの持つ杖を中心に、ルシフェルにも匹敵する密度と大きさの魔法陣が展開される。それを一瞬で魔力を使って編み上げ、彼女は「神々」の力を借りようとしているのだ。

「アルド様っ、賢者マーリンが魔法を……！」

　アルドに追随し、ナイトメアを駆って彼に追いついたシエナが声を張る。彼女はルシファークロウを通じてマーリンの動きを監視する役目も与えられていた。

「この位置では味方を巻きこむぞ……マーリンにとっては、騎士団の命など使い捨てにすぎないということか」

　それは、アルドに対しても同じだったのだろう──そう考えると、アルドはマーリンがいかに愛らしく、女として魅力的な肢体を持つとしても、確実に罰を与えなければならないと考える。

　マーリンの魔法陣は、一秒ごとに完成に近づいていく。アルドを葬り去るために、そこには膨大な魔力がこめられている。一切の躊躇のない無感情な殺意に、アルドはぞくりとする。

「面白い……マーリン、お前が手段を選ばず俺たちを滅ぼしたいというなら、その愚かさを俺は許そう。なぜならお前が何をしようと、俺の掌の上で遊んでいるだけでしかないからだ……！」

　遠く離れた場所でアルドは乱戦に身を投じ、王国兵を斬り捨てていたが、黒馬を駆って猛然とマーリンにいる方角に向かって突撃を始める。

「……あなたは私には勝てない。私はいつか、神にも手が届く。魔王も、魔軍の将も、取るに足らない存在。騎士団の兵たちは、私の実験に奉仕する……ただそれだけ」

　アルドの髪が風に流され、左眼──魔眼が露わになる。千里を超えて見通すその力を発揮し、アルドは肉眼でエルフの賢者の姿をとらえた。

「思い知らせてやる……賢者といえど、今の俺を阻むことなどできない……！」

　迫りくるアルドを、そして敵味方の兵たちを巻きこみ、マーリンは魔法を放とうとする──その寸前に、アルドの背中に現れたものを見て、その瞳が大きく見開いた。

「……まさか……あの、翼は……！」

　黒天翼。

　魔王ルシフェルの力の源であるそれは、アルドの命を救う際に、彼に一枚分け与えられていた。

　──しかし、結界を破ったあと、練り上げる魔力をすべて自らの身体に蓄積したことで。

　アルドの黒天翼は、二枚となっていた。その翼の一枚を、アルドはマーリンの魔法に対抗するために使う──かつて、ルシフェルが唱えた詠唱句を使って。

「魔人将の名において命ずる。黒天翼よ、その力を滅びに変え、我が目に映るものを無に帰せ！」

　アルドは魔眼を輝かせ、黒馬の馬上で剣をマーリンに向ける。すると剣尖から、ルシフェルのものと同じ魔法陣が展開し、魔力が充溢した直後、黒い滅びの力が迸り、空間を駆け抜けてマーリンに向かう。

「──劣等種が、私にかなうわけがない……！」

　マーリンの表情が初めて動く。それは、アルドの放った魔法を脅威だと感じた証左だった。

　赤、青、緑。マーリンの放った魔法は三色の光となり、渦を巻きながらアルドの魔法とぶつかり合う。兵たちを千人はゆうに巻きこむほどの規模の力が衝突し、あたりに破壊の残滓を撒き散らす。

「くっ……うぅっ……」

「……誤算だったな、マーリン。俺の中には、魔王と幹部たち、そして魔騎士と練り上げた力が宿っている。おまえが優れた魔法使いでも、たった一人だ。今の俺に勝てる道理はないんだよ」

「っ……！」

　マーリンの魔法が、アルドの放った黒い光に呑みこまれて消滅する。

　最大の魔法を放ち、体内に蓄積した魔力を使い果たしたマーリンは、再び魔力を蓄積するまではただの人間と変わらない。それどころか、枯渇した魔力を補うために、あらゆる手段で渇望するようになる。

「うっ……ぁ……あぁっ……」

　マーリンは全身を焼かれるような火照りに悶え、馬の手綱を放して落馬しかかる。アルドはマーリンに向かって突き進み、馬の手綱を握って自らの身体を支えると、彼女の身体を抱きこむようにして馬上からさらった。

　魔力を消耗して気絶しているマーリンを、アルドは片腕で軽々と抱いたまま、逃げていく敵兵を見送る。この戦場での勝利が確定した今、アルドはこの平原に陣営を作り、王都に駒を進めるための拠点とすることを考える。

　すでにさんざんに蹂躙され、戦意を失った敵兵たちは、次々と牛鬼やコボルトたちによって捕らえられていく。男性が九割ほどを占めていたが、後方の射手や、回復を担当していた僧侶たちは女性だった。

「いやぁっ、あなたっ、助けてぇぇっ！」

「神よ、迷える魂を安寧の地にお導きください……ああ、神よ……っ」

　これから訪れる運命を悟り、悲鳴を上げる者もいれば、祈りを捧げる者もいた。シエナは捕らえられた捕虜たちを見て憐憫の情を見せたが、アルドの元にやってくると、血の一滴もついていない赤い剣を払い、鞘に納める。

「アルド様、お見事でした。賢者マーリンの魔法を破るなど、あなた様にしかできないことです」

「お前たちと練った魔力がものを言った。黒天翼が失われることもなかったしな」

「黒天翼……ルシフェル様の翼は、先ほどの魔法を使うと、本来は失われるものなのですか？」

　アルドはルシフェルと戦ったとき、彼女が消耗するほどに、翼が次々に失われていったことを思い返す。

　先ほどの魔法を使ったときも、ルシフェルは翼を失った。しかしアルドの中にある黒天翼は、二枚のままで変わっていない。

　それが意味することが何なのか。アルドはこの戦いに赴く前に、寝所を共にしたルシフェルのことを思い返す。




　──ボクはシエナが来てからも、何も変わっていないよ。嫉妬でもすると思っているのかな？




「アルド様……いかがなさいましたか？」

「ああ、いや。兵たちに今後の指示が終わったら、一度迷宮に戻るぞ」

「彼女もまた、眷属にされるのですね。『支配眼』をお使いになれば、賢者マーリンといえども……」

「その必要はないだろう。どうやらこの女は、魔法を使う上で大きな欠陥を抱えているらしい」

「っ……マーリンはどうしたのです？　その、肌が紅潮しているようですが……」

「はぁっ、はぁっ……うっ、うぅ……力……力をちょうだい……のどが渇いて仕方がないの……劣等種の魔力でいい……なんでもいいから……っ」

　マーリンはアルドの腕に抱えられたままで訴えてくる。アルドは無言のまま、彼女を抱え上げて馬に座らせ、後ろから抱くようにする。

「んっ……んふっ……さ、さわらないで……今は……っ」

　魔力を補給するには、他人から供与されることが最も効率的で、有効な手段である。

　エルフのマーリンにとってもそれは変わらず、アルドの身体を包む魔力が彼女の肌に触れるだけで、マーリンは『欲しい』という感情を抑えられなくなる。

（後ろから抱かれているだけで……む、胸が熱い……馬にまたがっているから、下のほうも、むずむずして……っ）

　発情しきったマーリンの姿を見て、シエナは顔を赤らめる。しかし恥じらう顔を隠すように、魔騎士となってから身に着けるようになった鉄仮面をかぶる。

「シエナ、お前にも協力してもらうぞ」

「私も、ご一緒してよいということでしょうか。調教は、一対一のほうが……」

「そんな作法はどこにもない。マーリンには普通の趣向では生ぬるいからな……シエナに催眠をかけたこともある。一緒に罰を与えてもらうぞ」

「っ……も、申し訳ありません。マーリンに隙を突かれなければ、あなた様に剣を向けることもなかったのに、自分の犯した過ちを忘れているなんて……」

「気にするな。結果論ではあるが、マーリンに操られていたからこそ、シエナは俺の元にやってきてくれたのだから、すべてが悪かったわけではない」

「アルド様……」

『やってきてくれた』という、アルドがときにしか見せない優しい言葉に感激し、シエナは仮面の下でかぁぁ、と顔を熱くさせる。

　シエナは人間としてアルドと結ばれるよりも、今の形のほうがよほど素晴らしいと思わずにはいられなかった。彼に従って副官を務めることで、少しでも報いたい。

　それは無償でなされるべきことなのに、アルドは労ってくれるという──部下である以上に、ひとりの女として。

（……私の魔力は充実しているのに、マーリンと同じくらいに求めている。一日中繋がっていたい……奉仕していたい。けれど、そうすればルシフェル様は……）

　シエナはアルドに女として奉仕し、忠誠を示すことができるだけでも充分だと自分に言い聞かせていた。しかし、身体を重ねるほど、軍門に下ったあとに、彼が時折見せる優しさを見るほどに、彼は勇者であったころと、根底は変わっていないのだという思いが、シエナの胸を熱く焦がす。

　彼と戦い、その力を知ったときから、その逞しい腕に身を委ねたいと思っていた。そう自覚したシエナは、意識を朦朧とさせてはいるが、眠ったようにアルドに身体を預け、後ろから抱かれるマーリンを羨ましいと思ってしまう。

「……シエナ、気づいているか？　お前はわりと自分の気持ちを顔に出すほうだぞ」

「っ……か、仮面をかぶっているのに、なぜ私の顔が見えるのですかっ」

「忘れたか？　俺の左眼は、やろうと思えば鎧兜を通して中身を見ることができるってことを」

「わ、私は何も変なことは考えていません。アルド様にどうお尽くしするか、考えていただけです」

「そうか。マーリンを責めるために協力してもらうが、あとで相応の見返りは与える。では、転移するぞ」

　シエナはアルドに近づき、二頭の黒馬が轡を並べると、アルドは転移の魔法を発動させる。次の瞬間には、彼らは魔王の迷宮の九層に帰還していた。すると、そろそろ帰還すると察していたのか、プリムと数人の淫魔が彼らを出迎えた。

「お帰りなさいませ、アルド様。その女性が、賢者マーリンですね……首尾よく捕らえられましたか。お見事です」

「ああ、あと一息で王都を掌握できる。その前に、このマーリンを俺の眷属とするために、躾をしてやらなければならない。用意をしてもらえるか」

「かしこまりました。では黒馬を世話係に任せ、十層においでください」




４　囚われた賢者




　まだ意識の戻らないマーリンを抱え、アルドは調教を施すための部屋に連れていく。

　淫魔たちですら、その部屋に入れば一週間は正気に戻れない、と恐れている部屋──そこにはありとあらゆる責め具、拘束具が置かれている。円形の大きなベッドは、数人で性戯に興ずることも想定しており、事実アルドは女淫魔を相手にするときは、数人一緒にこの部屋を使用することが常だった。

　魔騎士となったシエナは、魔煌気を使えば金属の鎧に等しい防御力を得られるため、戦場に出ているときのままの格好で寝所にやってきた。金属の具足と小手だけを外し、ベッドに上がると、アルドの指示を待つ。　

「マーリンを後ろで支えてやれ。眠っているうちに、まず俺のものの味を教えてやる」

「っ……そ、そのような……アルド様のおちん×んを、夢うつつに味わうなどと、もったいないことです」

「シエナにとってはそうでも、マーリンには責めになる。そうだ……それでいい」

　マーリンはベッドに足を投げ出して、上半身をシエナに預ける。アルドは服をはだけて肉棒を露出させると、マーリンの前に立ち、彼女のあごに手を添えて上を向かせ、そして鼻を摘んで口を開かせる。

　そうして眠っているマーリンの口腔に、アルドはすでに先走りを垂らした肉棒を、ぬぶぬぶと半ばまで差し入れていく。狭い口がいっぱいに開き、マーリンが苦しそうにしたところで、アルドは彼女に息をさせてやる。

「ふぅっ……ん、んふっ……んむぅ……」

　マーリンは苦しげにしながらも、まだ目を覚まさない。

　シエナは賢者マーリンが、初めて会うアルドに眠ったままで口を犯されている光景を、固唾を呑んで見つめていた。

「なかなかいい具合だ……歯を立てるなよ……そうだ。しっかり鼻で息をしろ……こんなことで窒息してもらっては困るからな……」

「んぉっ……んっ、んふぅっ……んぐっ、んぶっ……！」

　ぐぽっ、ぬぽっ、とアルドの剛直が、マーリンの小さな口をいっぱいに広げて出入りしている。唾液に濡れた粘膜で竿をこすられ、アルドは快楽に顔をゆがめながら、マーリンの二つのお下げ髪を後ろに送り、彼女の頬に手を添えて腰をゆっくりと動かし続ける。

「んっ……んんっ……んぐっ……ん、んふっ……じゅぽっ、かぽっ……」

　次第にマーリンは肉棒の挿入に順応して、目の端に涙を滲ませつつも、イラマチオを受け入れていく。

　ビクビクと肉棒がひくつき始めたところで、アルドはゆっくりと腰を引き、にゅぽっ、と肉棒を抜いた。その拍子に肉棒が跳ね、唾液と先走りの混じった汁が、マーリンの顔を汚す。

　口淫をするうちにぽたぽたと垂れた汁が、マーリンの胸にこぼれている。彼女の服は胸の部分が開いており、へそのあたりまで露出しているため、谷間を伝った汁が下腹部にまで流れていた。

「シエナ……マーリンの服をはだけるんだ。まだ意識がないようだから、胸でするのを手伝ってもらう」

「……ぱいずり……ですね。私の胸でも、いつも愉しんでいらっしゃいますが……アルド様は、大きなお胸を見ると、そうされずにはいられないのですか？」

「なんだ、嫉妬してるのか？」

「い、いえ……そのようなことは……マーリンさんも、その……大きい、ですから……」

　シエナはアルドの目に、マーリンの乳房を見せることを躊躇っているようだった。しかし胸が開いているということは、脱がせなくても、谷間で挟みこむことができるということでもある。それも一興と感じ、アルドはシエナの肩に手を置いてなだめると、彼女の手をマーリンの乳房に添えさせた。

「あまり身体を動かさない魔法使いと、騎士のおまえの胸では、違った魅力がある。どれでもいいというわけじゃないさ」

「……か、かしこまりました。わがままを言って申し訳ありません……では、どうぞ、おちん×んを、マーリンさんの胸にお挟み下さい」

　シエナはマーリンが首に巻いているスカーフを外すと、マーリンの服の上から細くしなやかな指を乳房にめりこませ、寄せて谷間を狭くする。ルシフェル、シエナよりは少し小さいが、アルドのものを挟むには充分なほどに大きく、適度な張りもあるが、たぷんとした水毬のようで、柔らかさに特化した乳房だった。

　アルドはそろそろと、身を低くして、寄せられた乳房の谷間の下から肉棒を差し入れていく。先ほど垂れた唾液と先走りにぬるんだ肌は、むっちりと吸いついてくるようで、肉棒は適度にこすられながら谷間を抜けていき、ぬっ、とマーリンの乳房の谷間の上に顔を出した。少し俯いたマーリンの唇は、もう少しで亀頭に触れそうなところにある。

「シエナ、そのまま胸を寄せておいてくれ……くっ……うぁ……」

　アルドはゆっくりと、下半身全体を使って腰を上下し、シエナの協力によって得られた乳肉の圧力を楽しむ。シエナはマーリンの乳房の柔らかさに驚嘆しながらも、アルドにより強い快感を得てもらうために、むにゅっ、むにゅっと揉みこむようにして、アルドの肉棒を乳肉で挟んだままでこね始める。

「んっ……ふぅぅっ……あっ、あぅっ……」

「眠ったままでも感じているようだな……魔力が枯渇して、性欲が増幅されているのか……」

「アルド様のおち×ぽ汁が、たっぷりとマーリンさんの胸にかかっているからです……ご存知でしょう？　ご自分のおちん×んから、どれほど女を蕩かせる液体が出ているか……」

「ああ……そうだな。ならば、改めて塗りたくってやってくれ。そろそろ乳首の形も見てやるか」

　シエナは少年のように楽しみだという顔をするアルドに、やはりどうしても嫉妬を覚えてしまいながら、マーリンの服に指を入れ、左右に開く。すると、中からぷるるん、と乳房が勢いよく飛び出した。

　すでに汁にまみれた乳房全体に、シエナは手を伸ばしてアルドの先走りを手につけると、マーリンの乳房に丹念に塗りこんでいく。すると見る間にマーリンの顔が紅潮し始め、眠っているにもかかわらず、発情がさらに深まる。

「はぁっ……あぁ……んっ、んぅ……」

　色素が薄く、うっすらと桃色に色づくだけの乳首が、シエナに乳房を揉まれるうちにぴんと尖っていく。アルドはその様に誘惑されて、きゅっとマーリンの乳首を摘み上げた。

「んくぅぅっ……ぁ……あぁっ……い、いくっ……乳首らめぇ……っ」

　そのとき、ついにマーリンの目が薄く開いた。彼女はいやいやと弱々しく首を振りながら、アルドの乳首攻めから逃れようとする。しかしシエナに抱きすくめられ、腕の自由を奪われて逃れることはできず、アルドはぷにゅぷにゅと乳首を指で摘み、指で転がし、そして限界まで尖ったところでぎゅっと強く摘む。

「ひぁぁぁぁっ、あぁぁっ、い、いくっ、乳首そんなにしたらぁっ、あぁいくっ、いくぅぅぅっ……！」

　目覚めた途端に、口の中は男の雄の匂いで奥まで犯され、身動きも取れないままに、アクメを迎えるまで乳首を執拗に責められている。そんな状況を自覚した途端、マーリンはすでに絶頂の寸前まで興奮しきっていた。

「責められるのが好きか……賢者マーリンは、とんだ淫乱だったようだな」

「んぁぁっ……あぁ……ち、乳首……そんなに、するから……いつも、乳首でイッてるから……ふぅぅっ……！」

「こっちのほうも、さんざん自分でいじっているんだろう？　ずっと発情した雌の匂いがしているぞ」

　アルドは足をマーリンの股に差し入れ、足の甲で加減してマーリンの秘部を揉むように刺激する。クリトリスがその拍子に擦られて、マーリンはあまりの感覚に震えながら吐息を漏らす。

「くふぅぅっ……ら、らめぇっ……おま×こ、ぐりぐりしたら、いっひゃぅ……」

　舌足らずになったマーリンを見ていると、アルドはさらに嗜虐心を煽られる。

　アルドは自分を絶望の底に落とした賢者が、これほどあどけない少女のような外見をしているとは想像もしていなかった。しかしその乳房は大きく、女として体は成熟しきっている。長命なエルフであるため、外見から想像できるよりも年齢を重ねているということだ。

「もうヌルヌルになってるな……そんなに俺の魔力が欲しいのか？　ならば、言うべきことがあるだろう」

「はぁっ、はぁっ……誰が、劣等種になんて……エルフのように優れた種に、魔力を与えられるだけでも、喜ぶべき……ひぁぁっ……！」

「強がりを言っても無駄だ……こんなに乳首を尖らせて、発情しきって。オマ×コも漏らしたようになっているぞ。おまえの言う劣等種である俺が、お前の身体をここまで開発したんだ……もっと感じさせて欲しいなら、傲慢な考えは捨てろ。お前は希少種かもしれんが、優等種ではない。これから、俺の犬になるんだよ」

「くぅぅっ……ぁ……はぁっ、はぁっ……」

　マーリンはさらにアルドを罵倒しようとするが、言葉は続かない。

　マーリンは顔を赤らめ、しっとりと汗をかき、潤んだ瞳でアルドを見つめる。そして彼女は、そそり立つアルドのものをとろんとした瞳で見つめ、荒く息をつき続ける。

「はぁっ……あぁ……おちん×ん……いっぱい魔力のお汁を出すおちん×ん……欲しい……くれるのなら、なんでもするから……っ、私の中にザーメンぴゅっぴゅして……お口の中でも、かけてもいい……あなたの望むことは、なんでも言って……もう劣等種なんて言わない……魔人のほうが、エルフより優れた存在だと認めるから……っ」

「そうだ……それでいい。おまえの死をもって復讐とするつもりでいたが、絶対の忠誠を誓うならば、俺の気が済むまでは奉仕させてやろう。飽きたときには、どうなるかわからないがな」

「……それでいい……全部従うから……っ、早く……早くちょうだい……」

　魔力に飢えきったマーリンは、身体の自由が効けばアルドを押し倒しているだろうというほど、彼に征服され、魔力の塊である精液を注がれることを渇望していた。

「見たところ処女のようだが、知識だけはあるんだな。禁欲でもしていたのか？」

「わ、わたしは……っ、研究、ずっと、してたから……魔王の迷宮に、結界を張ったのも……自分の研究を、試し、たくてっ……将軍の命令でも、なんでもよかった……どれくらい強力な結界が張れるか、試したかった……」

　マーリンと魔法を撃ち合うとき、彼女は勝利への執着を見せた。それは、人の上に立ちたいという思いがあるからだ。

　迷宮に結界を張り、アルドを封じこめたのも、殺意からではない。将軍の命令に従わざるを得なかったからでもない──ただ、自分の研究のため。強力な結界を張り、魔王を封じたという結果を得たいというだけだった。

「研究熱心で、男日照りだったってことか。長く生きててずっとそうだったのか？」

「研究しかしてない……男の人なんて知らない……っ、魔力が、こんなに渇いたことはなかったから……あなたが私に、あんなに強い魔法を使わせたから……っ」

「それが理由でも、俺の力を受け入れれば、マーリン……お前は俺の下僕となるんだぞ。それを自分から望むと言うなら、情けを与えてやろう。どうする？」

　マーリンの眼前に、アルドはビクビクと脈打つ肉棒を見せつける。同じように見せられているシエナは、アルドのマーリンへの言葉責めを、自分に対してのものかのように受け止め、しとどに花壺を濡らしていた。

（こんなにお預けをされて、誰が我慢できるっていうの……なんていうお方……）

　シエナはマーリンの長い耳を舐め、乳房を愛撫し、彼女の下着の上から割れ目をこすって愛撫する。それは、少しでもマーリンの答えを早めるための行為だった。

「んっ……んふっ……あっ、はぁっ……だ、だめっ、そこは……も、もう……っ、がまんできない……っ」

「俺のものが欲しいと、そう言わなければな」

「……アルド様の、おち×ぽが欲しい……私のずっと守ってきた処女を、奪ってほしい。初めておま×こに、いっぱい射精して、魔力を分けてほしい……その力、あなただけのために使うから……っ！」

「よし、よく言えたな。マーリン、四つん這いになってこちらに尻を向けろ」

　マーリンは従順に従い、ベッドの上でアルドに尻を向け、待ち望むようにわずかに尻を振るように動かす。

　その誘惑に勝てる男がいるだろうかと考えながら、アルドはマーリンのごく短いスカートの裾に手をかけて、ぴらりとめくる。細い紐のような、外見よりもずっと大人びた形のショーツの秘所を覆う部分が、すでにびしょびしょに濡れていた。

「シエナ、マーリンの下に入って、乳房を吸ってやれ。乳首でイキやすいと言ってたからな」

「は、はい……アルド様……」

　本来なら淫魔のプリムに命じるようなことだが、アルドは種族によって女性を区別するつもりはなかった。

　シエナがマーリンの調教に協力することには意義が大きい。彼女たちにはこれから魔王軍の主戦力となってもらうため、公私ともに信頼できる関係になっておいてもらったほうが、アルドにとっては望ましいと言えた。

　下を向いて大きく見えるマーリンの乳房を前にして、シエナはアルドが挿入するまで待つ。緊張するマーリンと目が合うと、シエナは微笑む──何も怖いことはない、というように。

　アルドは両手の親指で、くぱぁ、とマーリンの花弁を広げる。膣肉がひくつき、溢れてきたとろりと濁った愛液を、アルドは猛りきった肉棒で受ける。すでにマーリンはアルドたちによってもたらされた性的興奮によって、体内で新たな魔力を生成していた。そのために、魔力に満ちた愛液が肉棒に触れると、ビリビリとした刺激が生まれる。

（消耗していたときはわからなかったが、やはり賢者か……すでにこれだけ回復しているとは……）

「アルド様……私のおま×こは、お気に召しませんか……？」

　不安そうに後ろを顧みてマーリンが言う。自分の力を高めることにしか興味がなく、男を求めることなど知らなかっただろう彼女の懇願に、アルドはずきんと肉棒を疼かせる。

「充分に濡れているが、最初は痛いだろう……加減して入れてやる。行くぞ……っ」

「んぁっ……あっ、あぁ……！」

　広げた膣口に亀頭を当て、アルドはマーリンのスカートを改めてめくり上げながら、尻肉に指を食いこませつつゆっくりと引き寄せ、狭い肉洞を時間をかけて押し開いていった。

　にゅぶぶっ、と肉棒が中に入ってくると、マーリンは初めだけ痛みを覚える。

（お、おち×ぽ、大きくて、硬い……いっぱいに広げられてく……で、でも、どうして……痛いのより、気持ちいいほうが……っ、あぁ、まだ奥までくるっ……！）

　彼女は戦いに敗れ、罰として犯されているのだから、痛みなど構わずにアルドの欲望に従って性器を使われるのみだと思っていた。

　マーリンは自分でも回復魔法を使い、破瓜の傷を癒すことができるが、アルドが命じていないのだからとあえて使わなかった。しかし、アルドのほうが、処女膜を破るときの痛みを軽減するように、肉棒を治癒の魔力で包みこんでいる。

　痛みは初めだけで、すぐに和らぎ、そして消える。そう悟った瞬間、マーリンの緊張がゆるみ、アルドの肉棒がずにゅるっ、と奥まで呑みこまれる。

「ふぁぁっ……あぁっ……入ってる……アルド様のおち×ぽ、わたしの奥まで入ってるっ……はぁっ、あっ、あぅんっ……あはぁぁっ……！」

「小柄なだけあって、かなり狭いな……っ、くっ……本当に、よく締まる……俺のチ×ポを逃がすまいとしてるじゃないか……なんだこの吸いつきはっ……」

「はぅんっ……お、おしりっ、おしり叩いちゃらめぇっ……ひぁぁっ……ひゃぁんっ……あっ、あぅぅっ……！」

　ルシフェルやシエナと違い、魔法使いのマーリンは筋肉が引き締まりきっておらず、後ろから突くたびに尻肉がぷるぷると弾んでいる。アルドは嗜虐欲をそそられ、ぱちゅん、とマーリンの尻を叩き、鷲掴みにして、徐々に突き入れの間隔を早く、絶え間をなくしていく。

　ぱんぱんぱん、と連続して肉棒を送りこまれ、すでに痛みのなくなった膣内は摩擦による快感ばかりが生じて、アルドの肉棒の凹凸がわかり、マーリンは自らの膣内のどこが弱いのかを知っていく。抜けていくときの引っかかり、奥まで来たときの子宮を押されるような感覚、ざらざらとした部分に亀頭の傘裏がこすれていく、なんとも言えないぞくぞくとするような快感。入れられるたびに少しずつ変化して、マーリンは自分から腰を動かし、アルドの肉棒の違った感触を求め始める。

　ずちゅっ、ぐちゅっと肉棒が出入りする様を、マーリンの下に寝そべったシエナは、目を潤ませて見つめていた。あれほど激しく貪られて、どれほど気持ちいいのだろう。すでにマーリンは目をきつく閉じて、突かれるたびにお下げを揺らされながら、愛らしい喘ぎ声ばかりを上げ続けている。

（あんなに激しく、おちん×んが出入りしてる……奥まで入ったら、お腹まできそう……ああ……私も早く入れてほしい……戦いで昂った身体を、アルド様の熱くて硬いおちん×んで鎮めてほしい……っ）

「シエナ……そろそろ始めてもいいぞ。マーリンの胸を責めてやれ……っ」

「ふぁぁっ、ら、らめぇっ、乳首吸っちゃ……ひぁぁんっ……い、いっちゃう、いっちゃうからぁっ……！」

　女性に対して愛撫をすることは初めてのシエナは、自分がそうされたら痛いかもしれないというほどにはせず、ぷるぷると揺れているマーリンの乳房をつかまえ、やわやわと揉み、指先で乳首をこすって立たせると、ぱくっと口に含んで、ころころと舌で乳首を転がし、ちゅぱっ、と吸いつく。

「んぁぁっ、あっ、お、おっぱいちゅーちゅーしちゃらめっ、弱いっ、弱いからぁっ……ふぁぁっ、おま×こっ、おま×こずんずんくるぅっ……！」

　二人によって責められ、まだ処女であったマーリンの身体は、急速に開発されていく。乳首を責められてもシエナには逆らうことができない──彼女の愛撫は、アルドの命令によるものだからだ。

（おっぱいも、おま×こも、好きなようにされてる……おちん×ん、感じるところにぐりぐり当たってっ……先っぽ、先っぽのっ、裏のところがこすれて……っ、あぁらめ……っ、もう何も……何も考えられな……っ）

「ひぁぁっ、あぁっ、はぁっ、はぁぁんっ、ひぐっ、ひぐぅっ、アルドさまぁっ、ひぐぅぅっ……！」

「もっとはっきり言わないとわからないぞ、マーリン……こんなにギュウギュウ締め上げて、まだまだ俺のチ×ポを気持ちよくさせてくれそうだな……っ」

「ち、ちがっ……んぁぁっ、あぁっ、ら、らめぇっ……そんなにおま×こ激しくぐしゅぐしゅしちゃらめっ……いっちゃう、いっひゃぅぅっ……いっひゃいますぅぅっ、アルドさまぁっ……ひぁぁぁっ……おっぱいちゅっちゅらめっ、おま×こらめっ、らめぇぇっ……！」

　アルドに両腕をつかまれて上半身を起こされ、マーリンは逃げようもなく、灼熱のような肉槍の抽挿を受け止め続ける。シエナが身体を起こし、正面から彼女の乳房に口をつけて吸うと、快楽のあまりに尿道口が弛緩し、ぶしゅっと潮を噴き散らす。

　もうシエナも、マーリンに愛撫するだけでは我慢できなくなっていた。アルドの媚薬のごとき、興奮を煽る先走りを浴びていた乳房を吸ったのだから、それは当然のことだった。シエナは前に屈みこんでマーリンの乳房を吸いつつ、自らの局部に手を這わせ、愛液でぬるついた陰裂をまさぐり始める。

「アルド様……っ、あぁ……その逞しいもので、私もっ……私も早く貫いてくださいっ……もう我慢できない……おちん×ん入れてぇっ……！」

「ああ……心配しなくてもすぐに入れてやるぞ、シエナ。マーリンを突き崩してからな……うぉぉっ……！」

「ふぁぁっ、あっ、んぁぁっ……ぁ……い、いくっ……いきますぅっ……ぁぁ……アルドさまぁっ……！」

　マーリンがお下げを揺らしてのけ反り、ビクンビクンと震える。アルドはその細い腰に手を回して彼女の身体を引き起こし、そして乳房を掴みしめながら、絶頂する彼女を追いかけるようにパンパンと音を立てて突く。

「ぁぁ……出る……っ、出すぞっ、マーリン……くぁぁっ……！」

「んぁっ……あぁっ……」

　すでに絶頂して気をやっていたマーリンは、途絶えかけた意識の中で、膣奥で肉棒の震えを感じ取る。ドクン、ドクンと脈動するたびに、熱いものが注ぎこまれ、そのたびにマーリンは目の前に星が散るような感覚を味わう。

　子宮壁に精液が当たって跳ね返っているように感じる。何もしなければ、そこから子宮内膜にまで精子が泳いで辿り着くのだろうが、アルドはマーリンの子宮を保護して、妊娠しないように措置を講じていた。

（この人は……私をこれからも、性処理の道具に使ってくれる……私はひどいことをしたのに、赤ちゃんのことを、真剣に考えて……）

　シエナもまた、アルドが女性の妊娠に対して真剣であることを知っており、マーリンが堕ちていく様を、正面から眺めていた。

　一度目の射精の半ばまでをマーリンの膣奥にこすりつけるようにして出したあと、アルドは腰を引き、前のめりに倒れこんだマーリンの尻から背中にかけて精液を降り注がせる。マーリンの衣装の背中が大きく見えていると知ったときから、彼はこの趣向を考えていた──我ながらどうなのかと思いながら。
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「魔力の回復が優先だっていうのに、すっかりハマったようだな。どうだった？」

　アルドがマーリンの尻たぶを掴み、膣口を開かせても、しばらく待たなければ精液は逆流してこなかった。射精量からすると、相当な量をマーリンは魔力に変換して吸収したのだ。

　半分は魔族のものと化しているアルドの魔力を、ほとんど魔力が枯渇していた体に満たした。それは、マーリンがすでにアルドの力で生きており、生物的にも彼の下僕となったことを意味していた。

「……貴重な魔力を、ありがとうございます……アルド様……おち×ぽからぴゅるぴゅるとたくさん出していただいて、お腹いっぱいにしていただきました……」

「そうか。マーリンには、敬語は何か似合わないな。今まで通り、不遜な態度で構わないぞ」

「……それは無理です……もはや私はアルド様の身体の一部にしていただいたのですから……きゃぅんっ……！」

　むにゅ、と尻を揉まれ、マーリンはうつ伏せのままで身をよじる。すでに二度目の交わりを始められるほど、マーリンの体力は急速に回復していた。

「考えてみれば、処女膜を破るときに回復魔法を使うと、回復しながらしていることになるか。疲れないわけだ」

「……私も今初めて気がつきました。アルド様と一緒だと、ずっとしていられると思ってしまうのは……あっ……だ、だめです、恥ずかしい……もう、私、こんなに……」

　アルドはシエナの前に屈みこむと、膝立ちになっている彼女の足の間に手をすっと差し入れ、くちゅ、ともう濡れている蜜壺に指を差し入れる。ぬるっ、と第二関節まで簡単に入るが、中はきゅうきゅうと締めつけてきて、アルドの肉棒をビクビクといきり立たせる。

「マーリン、回復するまでそこで見ていろ。シエナ、俺に背中を向けて座るんだ」

「は、はい……きゃぁっ……あ、アルド様、こんなかっこうでなさるのですか……っ、はぁぅんっ……！」

　アルドはシエナを後ろから抱え上げるようにすると、子供に放尿でもさせるように足を開かせ、ずぷん、と濡れそぼった花弁を一気に奥まで貫いた。反り返った肉棒が感じる部分にこすれ、すでにシエナの顔は快楽にとろけ、口の端からはしたなく唾が伝う。

「俺の眷属たちには、互いのことをよく知ってもらわないとな……マーリン、さっきシエナにしてもらったように、乳房を愛撫するんだ」

「はい、アルド様……聖騎士……いえ、魔騎士シエナ。さわってもいい？」

「ふぁぁっ、あっ、あぁっ……だ、だめです、私の身体は、アルド様の……ひゃぁんっ……！」

「俺の眷属同士なら、まぐわいに加わることは許そう。さあ、吸ってやれ、マーリン」

「……優しくしてあげる。ちゅっ……れろっ……形のいい乳首……アルド様にいっぱい吸ってもらったの……？」

「だ、だめっ、吸っちゃ……っ、ふぁぁっ、あぁっ、そ、そんなっ、はげしっ……あぁっ、はぁんっ……！」

（アルド様に突かれながら、胸まで……マーリンさんの舐め方、すごく優しい……あまりそういうことに、関心がないように見えたのに……っ、アルド様のおかげで、こんな……あぁっ、だめっ……！）

「クリトリスがこんなに充血してる……アルド様、触ってもいい？」

「優しく触ってやれ。あとで同じことをされることは、覚悟しておくんだな」

「んぁぁっ、あっ、あぁっ……だめぇっ、そこはっ……ふぁぁっ……！」

　マーリンはぷるんぷるんと震えるシエナの乳房を捕まえ、乳首を指で転がしながら、ずちゅずちゅと淫猥な音を立てて突かれ続けているシエナを見つめつつ、彼女のクリトリスをくりくりと刺激し始める。膣奥まで突き上げるアルドの肉棒とクリトリスの感覚が相乗して、シエナは大きく足を開いたままで弓なりに反り、ぶしゅっ、と潮を噴き散らした。

「んぁぁぁっ……あぁっ……だ、だめっ……また出ちゃう……出ちゃうからっ……だめ、ですっ……あぁぁっ……！」

　ぷしゅっ、と再び潮を噴き、シエナは一度目の絶頂に達する。アルドは身体を起こすと、彼女の身体を抱きすくめて、乳房を思うさま揉みしだく。

「お前は俺のものだ、シエナ……マーリン、お前もな。王国への復讐に、力を貸してもらうぞ」

「……はい。アルド様の仰せのままに」

　マーリンはベッドに四つん這いになると、アルドとシエナの交わるところに顔を近づけ、貪欲に快楽をむさぼるために撃ちこまれる肉の楔に見惚れながら、シエナの薄い黄金のヘアに覆われた恥丘にキスをする。

「ひぁぁっ……あっ、あぁっ、おま×こ、おま×こきちゃうぅっ……いくっ、いくぅぅっ……！」

　足をぴんと伸ばしてふるふると震え、シエナはアルドに背中を預けてのけ反りながら絶頂に達する。その姿を恍惚とした顔で見つめ、マーリンはひくつく結合部に舌を這わせ、アルドの精嚢を優しくくわえ、睾丸を転がす。

「んぅぅっ……ま、マーリンさん……そんなことをされては、アルド様のおちん×んが、もっと硬くなって……っ、はぁんっ……だ、だめ、ですっ、まだっ……まだぁっ……ぁぁっ、ふぁぁぁっ……！」　

「もう少しの我慢だ、シエナ……俺が出すまで絶頂しなければ、思いきり子宮に注いでやる……っ！」

「そ、そんなっ、も、もうっ、だめっ、だめぇぇっ……やっ、や……ひぁぁっ……！」

　再び潮を噴かされ、シエナはぞくぞくと体の中心を這い上るような忘我の快楽の中で、はしたなく足を開いたままでがくがくと震える。ぎゅっときつく締まる膣内の感触にアルドは満足しながら、彼女の身体を揺するようにして突き、下がりきった子宮壁に精液を放つ。まるで膣奥を叩かれるような激しい射精に、シエナは目を虚ろにさせ、口を半開きにして舌を出しながら、辛うじて理性が壊れる感覚を耐えしのぐ。

　二度射精してなお、アルドはまだ終わらせる気がない。シエナの身体を浮かせて肉棒を抜くと、ごぼっと音を立てて精液が溢れ出す──もはやマーリンは言葉もなく、これから同じように責められるのだという怯えと、シエナが味わった快楽への憧れで、ただアルドがこちらに関心を向けるまで待ち望む。

　そして彼はマーリンに微笑みかけると、まずは精液と愛液にまみれた肉棒を綺麗にするように命じた。

「ちゅっ……んむ……あむ。れろっ……すごい……舌がしびれるくらいの魔力……こんなの、どんな秘薬でも得られない……んくっ……ちゅっ、ちゅるるっ……」

　マーリンのお下げが頬にかからないように持ち上げてやり、アルドは彼女の口淫による奉仕に身を任せる。ずっとそそり立ったままの肉槍を、マーリンはまるで手塩にかけて武器の手入れをするように、舌で磨いていく。

　そうしながらも、アルドはルシフェルのことを考えていた。

　彼女の黒天翼は、なぜ二枚のままなのか。魔力を補充すれば、六枚に戻るのではないのか。

　次にルシフェルと褥を共にするときに尋ねようと決めて、アルドは今は、眷属にしたばかりの賢者と、魔力を練り上げる行為に勤しむのだった。　




「んぁぁっ、あっ、あぅぅっ……お、おま×こらめぇっ、広がっちゃぅっ、そんなにずぽずぽしたらっ、でちゃうっ、マーリンのお口から、おちん×ん出てきちゃぅぅっ……んはぁぁっ……！」

「くぅっ……うぁ……出すぞ、マーリン……！」

　アルドはシエナを六度、そしてマーリンを七度に亘って犯し続けていた。さすがにもう解放してやろうと考え、仕上げとしてマーリンの体力を魔法で回復してやり、性感を解放して敏感になった膣に肉棒の味を時間をかけて教えこませたあと、マーリンをベッドにうつ伏せにさせてじっくりと突きこみ、そして覆いかぶさるようにして射精する。細い肩を抱き寄せ、尖った耳を甘噛みしながら、震える彼女の身体を逃がさずにビュルビュルとたっぷり流しこんだあと、ずぽっ、と肉棒を抜く。

「んはぁぁっ……あぁ……おちん×ん抜けちゃった……もっと欲しい……おちん×んちょうだい……アルド様のお精子ぴゅっぴゅしてぇ……っ」

「もう充分魔力は回復しただろう？　これ以上は欲しがりすぎだ。俺のために働いて功績を上げたら、望む場所に出してやろう」

「……功績……アルド様のために……そのためなら、なんでもできます……」

「二度と裏切るなよ。おまえの結界は、破るのに骨が折れた。ルシフェルも、蓄積した魔力をほとんど……」

　消耗した、と言いかけて、アルドは思う。

　ルシフェルと出会ってから、迷宮を出るまで。結界を破るための魔力を『破界呪』に蓄積するために、アルドは数えきれないほどの回数彼女と交わった。

　それを終えたあとも、続いていた関係。それはルシフェルにとってどのような意味を持っていたのだろうと、今さらに考える。

　そして、自分にとっても。魔王であるルシフェルに対して、自分の女だと主張するような行為をアルドは忌避していた。それは彼なりのルシフェルへの敬意の表現だったが、それは本当に、自分の本心から望んでいることなのか。

　初めてベッドの上でルシフェルを組み敷いたそのときには、すでに望んでいたのではなかったか──彼女を手に入れたいと。

（復讐を終えるまでは、俺とルシフェルは協力関係にある。だが、それを終えた後も、俺は彼女と……そう思っているのは、俺だけなのか。それとも……）




５　孤独なる魔王




　アルドがルシフェルのことを考えているとき、彼女もまた、自室のベッドに寝そべったままで、片手を額の上に置き、アルドのことを想っていた。

　宿敵だった賢者マーリンを、アルドはその力で篭絡した。これでアルドの眷属は二人となった──人間とエルフ、種族は違えど、それぞれに女として魅力があるからこそ、アルドは魔力を練るためと言いながら、彼女たちを抱いている。

　しかし彼がサキュバスを抱いたときでさえ、ルシフェルの胸はちりちりと焦がされるようだった。

　ルシフェルはアルドを眷属にした。アルドがしていることは、すべてルシフェルに伝わってしまう。彼が何を思っているのかも、すべて。

（ボクのことを、忘れずにいてくれるんだね。どれだけ魅力的な女性を手に入れても、君はたぶんずっとそうなんだろう……でも……）

　ルシフェルは自分でも気がつかなかった。

　アルドを想ううちに、自分の瞳から涙がこぼれていたことを。

　顔を覆って、ルシフェルは短い眠りにつく。

　目覚めたらすべてを忘れて、アルドに抱かれに行く。たとえそうしても、思っていることのすべてを伝えることはできない。

　彼女は黒天翼が再生しない理由を、アルドに伝えるつもりはなかった。

　そうしてしまうくらいならば、最後の賭けをする。ルシフェルは空中に手を伸ばしそしてその手をゆっくりと握りしめた。

　瞳に映るものは、アルドの姿。

　片時も忘れることのできない、彼女にとってすでに半身となった存在。

　──その魂ごと、連れていきたい。ルシフェルはその渇望を、いつまで胸に秘めていられるだろうと思う。

「君が、復讐を終えるまで……それまでは……」




　アルドがマーリンを眷属とした、翌日の夜。ルシフェルは、アルドがサキュバスたちと交わるために用いる大寝室に彼を招いた。

　魔王軍の四天王と呼ばれる、プリムを含めた四人の女淫魔たちと、数十人のサキュバスが部屋の中にいて、二人を何も言わずに見守っている。

　それを命じたのは、ルシフェルだった。アルドはその趣向を受け入れるが、これだけ大勢の淫魔に見られている状態で魔王を抱くという初めての経験に、今までにない昂ぶりを覚えていた。

　一週間ぶりか、それとももっと長い間、彼女を抱いていなかったか。その間にシエナと、そしてプリムや淫魔たちと交わっていたアルドは、その姿をルシフェルがすべて関知しているのだと思うと、彼女がどう思っているのかが気になった。

「……他の女性だけで満足しているなんて、君はそんなことを言い出さなければいいよ。女として興味を持たれていないのに抱かれるのは、つまらないからね」

「俺を見れば、その……欲情してるのは、わかると思うが」

「うん……この部屋に来た途端に、雄の匂いをさせているから、ボクも恥ずかしくなってしまったよ。いろいろと言いたいことはあったけれど、忘れてしまった。とりあえず、宿敵だったマーリンを隷属させたことについては、おめでとうと言っておくよ」

「ルシフェルにも忠義を尽くすようにと教えこんでおいた。大賢者といえど、一度堕としてしまえば従順なものだ」

「従属の首輪でも着けておいたほうがいいかと思ったけれど、君もさる者だね。まさか、おちん×んだけで完全に調教してしまうなんて……君は女を堕とすことにかけては、この地上に右に出る者はいないんじゃないかな」

「どうだろうな。俺は魔力を蓄積するため、性欲を満たすために女を抱く。ただそれだけだよ」

「……いいよ。ボクも君の性処理道具だ。どんなやり方でも満たしてあげるよ」

　妖艶としか言いようのない瞳で見られると、アルドは下半身に度し難いほどの疼きを覚える。

「胸を見せてもらおうか。下はいつも通り、穿いてないみたいだな」

「これでも魔法で、前垂れが浮き上がらないようにしてはいるよ。見られて恥ずかしくないというわけではないからね……んっ……」

　ベッドに座っているアルドに近づき、彼女が胸を覆う交差した布をずらすと、ぷるん、と乳房が飛び出してくる。

　アルドはその体に触れて、彼女の身体がいつもより冷たくなっているように感じた。

（魔力の反応が……いや、気のせいか。彼女の力が弱まっている気がするのは）

「……何をぼうっとしているのかな。よそ見をしていてはいけないよ。冷たいと思うのなら、君が温めてくれればいい」

　ルシフェルはそう言いながら、自分から前垂れをめくる。アルドが指をすべらせると、すでに彼女のぴったりと閉じた割れ目はじわりと潤ってきていた。

「んぅっ……あっ、はぁんっ……もっと……もっと吸って、アルド……ッ」

　目の前に差し出されたルシフェルの乳房を揉み、乳首を舌先で転がしながら、アルドは膣口にくぷくぷと指を差し入れ、ゆっくりと抜き差しを始める。

　肌の冷たさに反して、ルシフェルの膣内はとろけるように熱く、いつものように肉襞が指に吸いついてきた。

「もう充分濡れてるな……だが、もう少しじっくり味わわせてもらうか」

「……君くらいおま×こを舐めるのが好きな人も、そうそういないんじゃないのかな。男性は女性に奉仕したがらないものだっていうよ？」

「人によるさ。魔王にはそれなりの敬意を払いたいっていうのもあるしな」

「ふふっ……じゃあ、ボクも魔人将殿への報いとして、それなりのご褒美をあげるよ」

　アルドはベッドの上で寝そべり、ルシフェルに尻を向けさせる。むっちりとした白い尻を目の当たりにすると、いつもアルドは目が眩むような思いを味わう。

（この腰のくびれで、この肉付きのよさは……本当にいい女だ）

「……恥ずかしいから、そんなに褒めないでくれないかな。いつも見慣れているんじゃないのかい？　きゃぅっ……！」

　ルシフェルはふりふりと尻を振りながら反論する。その愛らしさに、アルドは思わず彼女の尻をむんずと掴み、その肉感をじっくりと手のひら全体で味わう。

「お、お尻、揉まれると……ふぅぅっ……ぼ、ボクも負けていられないね……」

　ルシフェルはアルドの肉棒を引き出すと、まずぺろりと舐め上げてから、滑りが足りないと見なしてつばを垂らす。そしてたぷんとした乳房で肉棒をすっぽりと包みこみ、ぎゅっ、ぎゅっと強めに挟んだままでしごき立て始めた。

「もう先が開いて、おちん×ん汁が出てきているよ……すごい雄の匂いだ。こんな匂いをさせて王国を攻めたら、王宮の女たちは気が気じゃないだろうね……」

「くぅっ……あぁ……俺のそばにいる女よりも魅力的な女は……人間じゃ、そうは見つからないだろうな……っ」

「んぅぅっ……ゆ、指……そこ、気持ちいい……アルド、もっとこすって……っ、はぁんっ……んっ、んくぅぅっ……」

　ルシフェルが長い髪を振り乱して悶えながら、必死で胸での奉仕を続けている。アルドもすでに射精を意識させられて、耐えながらの愛撫だった。

　クリトリスの皮を剥いて舌先で押し、ぱっくりと開いた割れ目にずぷずぷと指を出し入れし、膣内の弱い部分を指先でじくじくと擦る。溢れてくる愛液はさらりとしたものから、徐々にとろりとした濃いものになりつつあった。

　絡み合う二人を見ている淫魔たちは、すでに発情を抑えきれなくなり、自らの胸に手を差し入れて揉み、陰部に手を這わせて自らを慰めている。

　プリムも両方の乳房を自らの手で触り、メイド服の上からの感覚にもどかしさを覚えていた。ルシフェルが愛撫されている部位と同じ部分にアルドの手が這い、実際に愛撫されているような感覚がある。性戯を生の営みとして何よりも好む淫魔だからこそ、アルドの愛撫がどれほど優れているのかを本能が理解し、身体に影響を及ぼしている──愛液が止まらず溢れ出し、下着を濡らして内ももを伝っていく。

（私もアルド様に舐めていただきたい……ああ、今はそんなこと思ってはいけないのに……私の主人であるお二人の睦みごとを見させていただくだけで、身に余ることだというのに……っ、我慢できない……っ）

　プリムがついにメイド服をはだけ、乳房を露出させ、スカートをめくり上げて自慰を始める。淫魔たちの淫らな喘ぎが部屋に響き始めると、アルドとルシフェルは二人で交わっているときとは違う興奮を覚えて、さらに愛撫に熱中していく。

「本気のマン汁がこんなに出てきてるぞ……そろそろ入れてもいいか……うっ……あぁ……だ、出す気なのか……？」

「はぁ……んむっ。ちゅぽっ……じゅぽっ、くぽっ……ぷぁ……みんなが、アルドが精液を出すところを見たそうにしているからね……我慢しなくて、一度出してしまうといい。この部屋には、君の精液の匂いがふさわしい……んっ……んんっ……」

　限界まで乳房を寄せ、むっちりと肉棒を挟みこんだまま、ルシフェルは上半身を揺すり始めた。

　がちがちに張り詰めた熱い肉棒が、柔らかい肉の谷間をぐちゅぐちゅと出入りする──汗と唾液、そして先走りの混じった液体にまみれた肉棒が、魔王の乳肉にこすれて淫靡な音を奏でる。

「くぁ……あぁ……い、イクぞッ……出すぞ、ルシフェル……ッ！」

「いいよ……っ、いつでも出して……ボクの胸に……顔にかけてっ……いっぱいザーメン出してっ……んぁぁっ……！」

　ビュクン、とルシフェルの乳房の間で、アルドの肉棒が震える。同時にルシフェルのクリトリスをアルドが指で摘み上げ、膣内の指を振動させながら魔力を沁みこまされて、彼女は一気に絶頂まで性感を引き上げられ、ぶるるっ、と白い尻をわななかせてアクメに達した。

「はぁぁんっ……！　はぁっ、はぁっ……」

「……ルシフェル、大丈夫か？」

　絶頂した後の、彼女の消耗が大きいように見えて、アルドはひくつく膣口から指をゆっくりと抜きながら問いかける。舐めてみると、今の絶頂で生成された魔力がアルドの中に流れこんでくるのがわかった。

　ルシフェルは顔にかかる髪をかき上げる。そしてアルドの上から一度降りると、ベッドの上でアルドに尻を向けて、自分の手で花弁をくぱぁ、と開いた。

「一度イッたくらい、どうということはないよ……まだ余韻が続いているうちに、君のおちん×んを入れて……あっ……はぁンンッ……！」

　アルドは身体を起こし、ルシフェルが広げた膣に肉棒を差し入れていく。

　ぬぷぷっ、とゆっくりと奥まで入れると、ルシフェルは身体の内側から押し広げられる充足感にふるふると震えた。

　しかしアルドは思う──やはり、ルシフェルの身体は少しずつ冷たくなっている。絶頂したばかりの膣内は、最初に交わったときは肉棒を蕩けさせそうなほどに熱かったというのに、今はアルドの肉棒に温められているのだ。

「ふぅっ……んっ、んぁっ……あぁ……おちん×んすごい……っ、アルド、もっと突いて……他のことなんて考えないで、もっとっ……もっと激しく……はぁっ、あっ、あんっ……奥まできて……もっとパンパンしてぇっ……！」

　アルドはルシフェルの求めに応じ、彼女の細い腰を引き寄せながら、パンパンと音を立てて激しく突く。

「んぁぁっ、あっ、あぁんっ……もっと突いて……っ、アルドのおちん×ん、もっと欲しいっ……いっぱい突いてっ、おま×こ壊れてもいいから……っ、ひぁぁっ、はぁぁっ、んぁぁぁっ……だめぇっ……！」

　ルシフェルはシーツをつかみ、ひたすらアルドの雄々しい突き入れを受け入れ、もたらされる快楽に甘い声を上げ続ける。

　しかし、ルシフェルは気がついていた。いつも獣のように求めてきていたアルドが、ルシフェルの体調の変化に気づき、激しくするだけではなく、ルシフェルを休ませるように間を置きながら突いている。

　それでも充分すぎるほどの快楽を得られたが、アルドが射精に近づくまでが遠くなると感じたルシフェルは、自分から動いてアルドのものを深く受け入れ、律動を速めることを促す。

「くっ……うぁ……ルシフェル……ッ」

「はぁっ、あぁんっ……だめ、だよっ……ボクは魔王なんだから……優しく抱かれるだけじゃ足りない……んぁぁっ……もっと欲望のままに、ボクを求めて……優しくなんてしなくていい、壊れるくらいにっ……あっ、はぁぅんっ……！」

「わかった……加減なんてしない。めちゃくちゃにしてやる……っ、うぉぉっ……！」

　ずんっ、ずんっと激しく突かれるたびに、今までにない快感が膣から子宮まで響いて、ルシフェルは自分の子宮がアルドの精液を求めているのだと自覚する。

（今のボクの身体で妊娠したら……ううん、アルドはボクを孕ませたいとは思っていない。激しくしているけど、ボクの身体を労っている……そんな彼だから、ボクは……本気で……っ）

　ずちゅんっ、じゅぷんっ、とアルドの肉棒が絶え間なく入ってくる。ぐんぐんときつく締まる膣を押し開かれているうちに、ルシフェルは二度目の絶頂に近づいていく。腰を振りたてながら、アルドは額に伝う汗を淫魔たちに拭かれ、ルシフェルもまた汗を拭かれる──魔王と魔人将の交わりに、彼女たちは奉仕せずにいられなかった。

「あぁ……また出すぞ、ルシフェル……まずは膣内に流しこんでやる……その後は尻だ……っ、全身に、俺の精液の味を教えこんでやる……っ」

「ふぁぁっ、あっ、あぁっ、できる、ものならっ……んぁぁっ、あっ、い、いくっ、いくぅぅっ……はぁぁっ……！」

　ビクン、とルシフェルが身体を反らせて、アルドの肉棒の先から、絶頂の締めつけの中でブビュルッ、と濃い精液の塊が吐き出される。

　意識が遠のくほどの快楽の中、アルドはルシフェルに精液──魔力を注いでいく。

　それでも彼女の背中に触れると、冷んやりとしている。肌は紅潮していて、汗をかいているのに、その身体は熱を発しなくなっているのだ。

　最後の一滴まで出しきったあと、アルドはルシフェルを解放する。ベッドに伏したまま、猫が伸びをするような姿勢でいたルシフェルは、脱力した身体をやっとの思いで動かして、ベッドの上に寝そべり、仰向けになる。

　膣内からこぽこぽと精液を溢れさせた姿に欲情を煽られながら、アルドはルシフェルが落ち着くのを待つ。

　これ以上抱いてもいいのか、今は身体に負担を与えてはならないのではないか。

　その迷いを、他ならぬルシフェルが打ち消す。彼女はアルドの未だ萎えないアルドの肉棒を見ると、物欲しそうに濡れた唇に指を当てる。

「精液でヌルヌルだね……きれいにしてから、もう一度入れてもらおうかな」

「……わかった。すまないが、舐めてくれるか」

　ルシフェルはくすっと微笑み、アルドが寝ている彼女の顔に肉棒を近づけると、指を絡ませて先端にキスし、ぺろぺろと舐め始める。

　淫魔たちはルシフェルの股から溢れた精液を見て、自らもアルドの精を受け入れられたらと夢想し、耐えかねて自慰を続ける。プリムはすでに見ているだけで潮を噴き、下着をびしょびしょに濡らして、発情を抑えきれずに目を潤ませていた。

（大丈夫だよ……ボクもあと一回したら、みんなにアルドを譲ってあげるからね）

　本当は、離れたくはない。アルドが自分の変化に気づいていても、気づかないふりをして抱いてくれるのならば、ルシフェルは恐怖を忘れられる。

　彼女には、生命の終わりが近づいていた。

　百年と少し。ルシフェルを作り出したものから与えられた生命の期限は、残り三カ月を残すのみとなっていたのだ。











Ⅴ　王国への復讐、凌辱の饗宴









１　王都陥落




　アルドは王都に入るべく中央平原に戻り、魔王軍の主力軍勢を率いて、再び進軍を開始した。シエナ、マーリンも馬に騎乗して、アルドの側近として追従しており、マーリンは王都をぐるりと囲む城壁を、距離を置いて爆裂魔法で破壊し、突撃部隊が王都に侵入した。激しい市街戦を想定していたアルドだが、反撃はほぼなく、騎士団の兵士たちは白旗を上げて魔王軍に降伏した。

　中央平原で魔王軍に大敗していたヴィルトリア軍には、すでに士気など残っていなかったのである。王都の民は魔物に蹂躙されるよりも、奴隷としてでも生き残る道を選び、騎士団の将官の八割が降伏を選択、徹底抗戦を唱えるリガントは自分に従う者だけを集めて王宮に籠城した。

　アルドはリガントを討つべく、王宮に向かう。シエナは父親と戦えるのかとアルドに問われ、アルドへの忠誠を改めて口にした。部下たちを犠牲にしてでも、大将軍の地位にしがみつく父には、目を覚まさせなければならない。そして、アルドにしたことの罪を償わせなければならない──シエナの決断を、アルドは忠誠の証として受け入れ、リガントを殺害すると決めず、国外追放、あるいは強制労働を視野に入れることにした。

「アルド様、父はあなた様を亡き者にしようとしました……それなのに、死罪になさらないというのは、私に対する温情でしょうか」

「権力に執心する者を、ひといきに殺したところで、すぐに楽にさせるだけだ。そういう人間は、地位を失って生き続けるほうが地獄だろう」

「……お考えは、よくわかりました。それでも、どうか言わせてください。父を生かしてくださって、ありがとうございます」

「親を殺すのはあまりいい気はしないだろう。シエナがこちらに降っていなければ、有無を言わさず殺していただろうがな。いずれにせよ、罪は償わせてやる。奴が望んだ権力の座もすべて、俺にとっては取るに足らんものだが、奪い尽くしてやる。リガントの女は牛鬼にでも犯させてやろう。シエナ、お前の母は……」

「母は私が幼い頃に亡くなっています。父の側室の女性も、王宮にいるはずですが……」

「捕虜にしてから、処遇を決める。場合によっては、拷問することもあるだろう」

　そう言うアルドの横顔を見たシエナとマーリンは彼の感情を汲み取ることはできなかったが、復讐の完遂を前にして彼の士気が失われていないことは感じ取れた。

「リガントを追い詰め、国王から国を譲り受ける。今日を以て、ヴィルトリアは俺たち魔王軍の物となる。人間の歴史が終わり、魔王の統べる時代が始まるんだ」

「はい。ルシフェル様、そしてアルド様が統べる王国で、人々は違う営みを始めていくのでしょう……」

「人間の統べる国よりも、魔物の支配する国のほうが強ければ、それが自然の摂理というもの。今の私は、それを真理と考える」

「変われば変わるものだな。自分の力を示すことにしか興味がなかったおまえが」

「……今は、アルド様のために魔法の力を究めたい。それしか、私にとって価値のあることはなくなった」

「そうか。ならば、戦が終わったら研究施設でも用意しよう。王国を奪ったあとも、魔法の力はできるだけ強めておくべきだからな……シエナも、今後も俺のために尽くしてもらう。一生眷属のままでいさせるから、そのつもりでいろ」

「はい……あなた様の魔力を与えられたあの日から、ずっとそのつもりでおります」

　魔騎士のシエナ、大賢者のマーリン。二人を手に入れたアルドは、もはやリガントの率いる兵たちなど、自分が戦わずとも敵にならないと確信していた。

　

　魔王軍の兵たちが見張りとして立っている市街を抜け、アルドは王宮に向かう。

　マーリンの広範囲を破壊する魔法を使えば、王宮ごとリガントの軍勢を殲滅することは造作もないことだった。

　しかし、あえてアルドは単騎で王宮へと入っていく。宮殿の門をくぐり、前庭に入ると、凄まじい数の矢がアルドを襲う──しかし、防壁によって彼にも、騎乗しているナイトメアにも、一本たりとも矢は届かなかった。

「ば、化け物だ……矢が当たらないっ……！」

「くそっ、牛鬼でも百本打ちこめば倒れるっていうのに……勇者といえど、人間があんなに強いはずがない……っ、奴は悪魔だ、悪魔に魂を……っ」

　アルドはいっさい兵士たちを相手にしないつもりだったが、嘲罵の声をすべて無視するほど寛容ではなかった。

　左目にかかる髪を分け、悪魔だと言った兵士をその魔眼で捉える。

「ひぃっ……！」

「簡単に人を裏切り、犠牲にした者のことを忘れられるお前たちと、魔の力を持つ俺たち。どちらが『悪』かを決めたいなら、俺より強くなくてはな……この魔眼の幻術に耐えられるか？」

　アルドの魔眼の力のひとつに、見たものに幻影を見せるというものがある。

　それは、人間の持つ欲望を満たす終わりなき幻夢である。弓矢の射程ぎりぎりという距離を置いても、アルドの魔眼の効果範囲からは逃れられない。

「お、おいっ……何をしてる！　次の矢を……ぐわぁっ！」

「魔人将様に道を空けろ！　俺たちごときが邪魔をしていいお方ではないぞ！」

　アルドを悪魔だと罵倒していた兵が豹変し、矢を放とうとする兵を殴りつける。そのまま数人を魔眼によって支配下に置き、兵たちが同士討ちをしているうちに、アルドは悠然と馬を進め、宮殿に近づき、ナイトメアから下馬して中に入っていく。ナイトメアは自らも魔法を使いこなすことができるため、騎士団の弓兵に攻撃を受けたとしても、全滅するのは兵たちのほうだ。

（馬だと侮って攻撃するならば、それも奴らの運命というものだ）

　かつては仲間だったと言える兵たちだが、彼らの生死になど関心はなかった。彼らがアルドの生死について、無関心であったように。

　かつて宮殿の廊下を通り、謁見の間に向かったことを思い出しながら、アルドは歩いていく。途中で腕が立つと見られる騎士が挑んできたが、剣を抜くまでもなく、ルシフェルのものを見て独学で再現した斥力結界で弾き飛ばし、壁に叩きつけて昏倒させた。

「貴様、アルド＝ヴェイン……ッ、うぁぁっ！」

「魔王に魂を売ったか……生き恥を晒しに戻ってくるなどと、恩知らずなことを！」

「好きなように言えばいいさ。俺はお前たちの敵だ……止めなければ国王の間まで歩いていくぞ。それでお前たちの国は終わる」

「ふざけたことをっ……ぐぁっ！」

　騎士団にいた頃には、仲間や上官だった者もいる。一様にアルドに対して躊躇なく斬りかかってくる。

　魔王討伐に向かうアルドを、彼らは整列して送り出した。その日のことを思い出しながら、自分のことを本当に慕い、案じてくれていたのはシエナだけだったのだとアルドは確かめる。

　次々と襲いかかってくる騎士たちを弾き飛ばし、魔法を撃ってくる者には魔法封印を行って無力化し、アルドは進んでいく。

　目に映る者すべてを殺すよりも、自分たちが見捨てた勇者に支配されるのだということを、生き永らえさせて思い知らせたかった。

　リガントがいるという、謁見の間に続く回廊への扉を開ける前に、アルドは気がついた。自分がいつの間にか、笑っていたことに。




　扉を開けると、鎧を身に着け、剣を佩いたリガントが立っていた。

「まだ戦う意思があるのか？　リガント将軍」

「……もはやこの戦は決している。私がここにいるのは、国王陛下の元に通す前に、魔王軍の総指揮官であるあなたと話がしたいからだ」

（この期に及んで、講和の余地があると思っているのか。そんなわけもないな）

　アルドはリガントの話を額面通りには聞き入れなかったが、憎き復讐の対象を前にしても冷静さを保っていた。

　壮年というには若いこの将軍は、人を陥れることでのし上がり、この王国の軍事を掌握して不動の地位を得た。シエナとはあまり似ていないが、彼女は母の容姿を濃く受け継いだのだろうとアルドは思う。

「お前の配下のうち、半分は中央平原で俺たちに敗れた。残りの半分のほとんどが、戦う前に俺の軍勢を見て投降した。王宮の兵たちは、たった一人の俺を止めることができない。俺の副官……シエナには、王座を奪取したあとに来るように言ってある。他に聞きたいことはあるか？」

「この国を、魔王軍に明け渡す。その代わりに、王族、貴族、そして我々に一定の地位を保証していただきたい。悪い話ではないはずだ、魔王軍はヴィルトリア王国だけでなく、征服の手を広げるつもりなのだろう？　ならば、ヴィルトリアの統治はわれらに任せ、魔王軍の戦力を外に向けるべきではないか」

「……魔王の支配下におさまり、従属するということか。確かに、今の支配体制を崩さずに丸ごと掌握したほうが混乱は少ないな」

　アルドは一度は物わかりのいいふりをする。しかし、それは当然ながら演技だった。

「ならば、国王陛下と私、そして宰相や上級貴族の面々も同席する、魔王に属する条件を決めるための講和の場を設けよう。これ以上の戦いは無意味だ」

　この場でリガントの首を飛ばすということもアルドは考えた。

　目の前の男は、マーリンに命じてアルドを陥れたことを、まだ知られていないと思っているのだ。

　その可能性があると考えて、アルドはマーリンが自分に従属していることをあえて言わず、副官としてシエナの存在だけを伝えた。

（マーリンが俺の手に落ちているという確証をつかんでいたら、こんなふうに俺と話そうなどと思わなかっただろう。俺の前に立つということは、即ち死だ）

「アルド＝ヴェイン。国王陛下には、貴君は魔王ルシフェルの腹心となったことを装うことによって、この国の統治体制を国王陛下に残すべく尽力したと伝えておく。よもや、魔王軍の幹部のままでいるつもりはないのだろう？」

「……はははっ。ははははははっ……！」

　もはや、我慢の限界だった。アルドは突然、回廊に響き渡るほどの大声で、心底楽しそうに腹を抱えて笑う。

「そうやって自分に都合のいいように話をすり替えて、人を陥れて、どれだけ甘い汁を吸ってきたんだ？　前代の大将軍は報われないな、騎士の魂の欠片もない貴様のような屑に、奸計だけで地位を追われたんだろう」

「わ、私は……っ、正当な勲功を上げて、今の地位に……っ」

「妄想はもう終わりだよ、リガント。お前はこれから、鉱山に送る。一生牛鬼に監視されて働き続ける鉱夫としてしか、お前の居場所はこの国にはない。生き続けることを呪って、呪い続けて、最後には一人で死んでいくんだ。俺は暗い迷宮の底で朽ち果てていると思っていたんだろう？　そんな死に方が、どれほど惨めなものかを教えてやる。そして俺たちはお前のことを忘れる。初めからいなかったかのようにな」

「き、ききっ、貴様ぁっ……！」

　リガントが激昂のあまりに顔を赤黒く染め、口から泡を噴きながら言う。もはや、周囲のすべてを利用して大将軍に上り詰めた男の面影はそこにはなかった。

　自分の中にあった、暗い淀み。そのすべてが、リガントの哀れな姿を見ているうちに、嘘のように薄れ、心が晴れていく。

　胸がすく思いとはこのことだった。首の皮一枚を繋ぎ、窮地を乗りきったと思っているリガントに絶望を叩きつけることが、心底から愉快だと感じた。

（こんな俺はきっと、初めから勇者なんて向いていなかったんだろう。ルシフェルと共に生きていく、あいつが望むならこの国を喰らう。復讐を終えても、俺にはやることがまだ残っているじゃないか。千年をかけても終わらないくらいに）

　復讐が終わり、そのあとさきを考えられていなかったアルドは、リガントを追い詰めた今になって、視界が開けていくように感じていた。

　この男を倒すことなど、目標でもなんでもない。復讐は今となっては些事であり、ただの過程にすぎないのだと理解した今、後はただ罰を下すだけだ。

　だが、最後の最後に、シエナの父であるリガントに、アルドは最後の温情を下す。リガントがそれを読み取れず、最後まで抗うのなら、それでもかまわなかった。

　そう──どちらでも構わない。この男の未来に、大将軍であり続けるという未来は、もう存在しないのだから。

「国王陛下のために籠城したとでも言うつもりか？　自分についてくる部下は全体の何割だったのかを思い出せよ。リガント、お前はもう大将軍でもなんでもない。残りの手勢はどれだけだ？　全員でかかって俺を殺すしかないんだよ。奴隷になりたくはないんだろう？　その剣が飾りじゃないなら、騎士の意地を見せてみろよ」

「ぐぅっ……うぅ……！」

　リガントは怒りのあまりに、音が立つほどに歯ぎしりをする──しかしその顔が突如としてゆがみ、狡猾な獣のような笑みに変わる。

「……くっ……くくくっ。魔人将といえど、この回廊では防げまい。この回廊には、魔法封じの陣が敷かれている……あの賢者が残していった、最後の置き土産だっ……！」

「なんだと……!?」

　アルドの反応に、リガントは喜色を強める。そして彼は手を上げる──すると、回廊に並ぶ列柱の後ろに隠れていた兵士たちが、一斉に姿を見せた。

「──魔王に寝返った反逆者を殺せぇっ！」

　大将軍とは思えぬ、品性のかけらもない声だった。アルドは顔をしかめ、依然として『演技』を続ける。

　兵士がアルドに向けて矢を放つ──その矢には、毒が塗られている。

「ぐぅっ……！」

　アルドは矢を剣で弾くが、すべてを捌ききれずに、右腕に一本が突き立つ。そして彼は膝をつき、前のめりに倒れた。

「は……ははっ……くはははっ！　何がかかってこいだ！　戦いは頭なんだよ、アルド＝ヴェイン！　誰が貴様のような怪物と、まともに戦うと思っているのかね！」

　リガントは笑いながら、倒れているアルドに近づく。

　そして、アルドの頭を踏みつけようと足を振り上げたとき──リガントの足は、止まっていた。

　──アルドのまとう魔力の防壁が、再び展開されている。魔法を封じる結界が敷かれているはずの回廊で、確かにアルドは魔法を使っていた。

「な、なぜ……あの無能な賢者め、結界に欠陥が……ぐぁぁぁっ！」

　アルドは顔を上げると、リガントの宙に浮いている足首を掴み、ひといきに骨を砕いた。鋼鉄の具足など、アルドにとっては防具にすらなりえなかった。

「うぁぁぁぁっ、あぁっ、あぁぁぁぁっ……がぁっ！」

　倒れこんでもだえ苦しむリガントの頭を、アルドは踏みつける。すでに生殺与奪を握られていると自覚したリガントは、激痛に口から泡を噴き、ビクビクと震えながら抵抗をやめる。

　アルドは兵たちにも見えるように矢を引き抜く。その傷は一瞬にして消え、毒は彼の身体にまったく影響を及ぼしていなかった。

　かつてアルドに生死をさまよわせた魔狼の毒は、人間の作る毒よりも遥かに強力なものだった。それに耐え抜いて命を繋いだアルドは、ルシフェルから学んだ回復魔法を利用して、あらゆる毒に対して耐性を身につけた──それは、いつかリガントのように毒でアルドの命を狙う者が出てくると想定していたからだ。

「俺に毒は効かないんだよ。そして人間の武器で傷をつけられようが、そんなものはすぐに癒える」

「ば、化け物……貴様は化け物だ、人間じゃない……」

「俺は魔王に選ばれたこと、眷属となれたことを誇りに思っている。人間だなんて、二度と呼んでくれるなよ」

「……くそぉぉぉぉぉっっ……」

　アルドはリガントをそのまま放置し、動けずにいる兵士たちを一人ずつ魔眼の力で支配下に置いていく。

「貴様らっ、何をしてるっ！　助けろっ……誰かっ、治療をっ……うぁぁぁぁっ……」

　悶え苦しむリガントに見向きもせず、アルドに追従して兵士たちがついてくる。

　そして回廊を抜けた先、王座の間に辿りついたアルドは、すでに国王が玉座から降り、王妃と共に地面に膝をついている姿を目の当たりにした。




２　国王夫妻の屈服




　国王はアルドの姿を見て、かつての勇者が魔王軍に属したことを非難することなく、現実を受け入れた。

「魔王軍の総指揮官、アルド殿。我らヴィルトリア王国は、魔王ルシフェル様の軍門に下ります。この玉座をお好きにお使いください」

「リガントが専横しているうちは、どうにもならなかったというのはわかる。だが、王には王の義務がある。これからは小さな俸禄で暮らしてもらうことになるが、王族、そして貴族の一部は、小さくとも領主として扱おう。それが、俺の生まれた国を治めていた一族への、せめてもの礼儀だ。だが、それ以上の温情はない」

「ははっ……！」

　かつて自分を魔王の元に送り出した国王。雲の上の存在だと思っていた相手が、床に額をつけている。

「……王女は今、どうしている？」

「リガント殿の長男、フィリップ殿に嫁いでおります。今、宮殿におりますが……娘は今、身重でして……」

　国王はアルドが王女を求めているものだと思い、言い淀む。王妃はその隣で頭を床につけたまま、震えているばかりだった。

「ならば、王妃に代わりをしてもらおうか」

「っ……わ、わたくしでよろしいのですか？　わたくしは、もうそれほど若くは……」

「勘違いするな。お前たちの暮らしは保障してやるが、人間の扱いをしてやるとは言っていない。ヴィルトリアの民の中でも優秀な者たちは改めて取り立てるが、お前たちには立場を知ってもらわなければならない。それとも牛鬼やオーガ、オーク、ゴブリン、コボルトの相手がしたいか？　俺はどちらでも構わんぞ」

　王妃の顔が恐怖に歪む。十六のときに、二十歳も年上の国王の妻となった彼女は、王女が二十歳となった今でも充分に見目麗しく、美容に国費を費やしてきたため、肌の艶も若い女性と張り合えるほどだった。

　王妃は国王に助けを求めるように見るが、彼はがくっと顔を伏せる。アルドは王妃の手を引き、手近な部屋で王妃のドレスを破り裂くと、ガーターベルトの上から穿いたショーツを引き下ろし、ろくに濡れてもいない膣に肉棒を潜りこませた。

「い、いたっ……あぁっ、痛い……やめっ……んぁっ、はぁぁっ……！」

「すぐによくなる。具合がよければ、俺の世話をする侍女の中にでも入れてやろう。さあ、もっと締めつけてみろ……緩いマ×コじゃ、オークに払い下げられても文句は言えんぞ。奴らのものは人の腕のように太いからな」

「んぅぅっ、んっ、ふぅぅっ……そ、そんなっ、はげしっ……あっ、あっ……あぁ……いやっ……いやぁっ……気持ちいい……硬くて、太くてっ……あぁぁっ……！」

「硬くて太いチ×ポがお好みか？　だったらもっと尻を振って俺を喜ばせてみせろ。夫に聞こえるから大きな声が出せないか？　オマ×コがどうなってるのか言ってみろよっ、俺の何が欲しいんだ、この雌豚がっ！」

「ふぅぅっ、んっ、あっ、あぁ……お、オマ×コにっ、あ、アルドさまのっ……若くて、たくましいオチ×ポをっ……欲しいっ……奥まで、もっと突いてっ……んぁぁっ、あっ、あぁっ、だめっ、だめぇぇっ……！」

　王妃は亜麻色のふわりとした長い髪を縦に巻いており、それがアルドに立ったままで後ろから突かれるたびに大きく弾んでいる。アルドは後ろから王妃の身体を抱きすくめると、ドレスの胸の部分を破って乳房を引き出し、めちゃくちゃに揉みしだきながら突き始めた。先走りが媚薬となり、王妃の意識は快楽に侵され、国王に届くことも気にせずに嬌声を上げ始める。

　王女は子供を産んだあと、興味が湧けば手をつければいい。国王の精力が弱く、性技にも優れていないことは、膣の奥がきつく閉じていることからもわかった──王女を産んでから、王との営みでは子宮口まで届いていないという証だ。

「あっ、あぅぅっ……い、いやっ……いくっ……いくぅっ……いやぁぁぁっ……！」

「いやと言いながら、子宮は降りてきてるじゃないか……若い精液の味を教えてやる。思いきり絶頂しろ……俺の名を呼びながらな……っ！」

「んぁぁっ、あっ、あ……アルドさまぁぁぁっ……！」

　王妃がひとたまりもなく気をやる。仰け反りながらビクビクと震える彼女の膣内に、アルドは容赦なく精液を流しこむ──子宮はアルドの魔法で保護されているため、受精の可能性はない。しかしそれを知らない王妃に、アルドは囁きかける。

「そのうち気が向いたら、また抱いてやる。それまで、常に身体を磨いておけ」

「はぁっ、はぁっ……はい……お情けをいただけるよう、努力いたします……」

　ずぽっ、と肉棒を抜くと、一気に逆流してきた精液が、張りを保ち続ける肉付きのいい太ももに伝い落ちていく。

　こうしてヴィルトリア王国の、王家による統治は終わりを迎えた。

　ルシフェルが不在である今、臨時の統治者となったアルドは、国王だった男に命じて、国民に対して宣言するように命じた。

　これよりヴィルトリア王国は、魔王ルシフェルの国──ルシフェリアに属することになるのだと。




　王都を陥落させ、国を手に入れたあと、アルドは一週間で戦後の処理を行った。

　リガントは鉱山に送られ、足の治療が終わった後から鉱夫として働くことになっている。王女とその夫は一度呼び出したが、アルドは何も手は下さなかった。望んだときに王女を抱く、その権利を夫に対して言い渡し、認めさせた──しかしアルドは、王女を渇望するほどに抱きたいとは思っていなかった。もし性欲を覚え、手近に王女がいるような状況があれば、無造作に手をつける。王妃にも手を出す必要がないほど、彼の周りには美しい女性が多くいるため、興味を示す順位は限りなく低かった。

　シエナと出会ってから、王族の女性は見目麗しく、着飾ってはいるものの、アルドはさほど興味を示さなかった。マーリンも幼い顔立ちではあるが、身体も容姿も王族の女性より遥かに優れている──ルシフェルはもはや、人間の女性と比較する位置になどいない。

　地の底に閉じこめられ、地上を目指して岩盤を掘り続けたあの絶望は、もうアルドの心に影を落としてはいない。リガントはこれから、終わることなく、牛鬼に見張られながら穴を掘り続けるのだ──絶望して自殺することすら許されずに。

　復讐は終わった。そしてアルドは、魔王国ルシフェリアのこれからを考えるようになっていた。




３　背徳の玉座




　かつての支配者を失い、新たな王を迎える玉座の間で、アルドはひとり、玉座の後方にある、ヴィルトリア王国の主神であるという神を模した彫刻を見ていた。

　ルシフェルは王国の支配については、アルドに一任すると言って、魔王の迷宮を出ることはなかった。

　彼女はこのところ、人間との戦いへの興味を失くしつつある。かつてアルドと共に、王国に、人間に復讐しようと手を差し伸べてきた気丈な少女は、自室でふさぎこむようになりつつあった。

　ルシフェルの傍で仕えているプリムは、アルドに抱かれているときでも、ルシフェルのことを教えようとはしなかった。二人の主人の間に仕える彼女に、自分の命令だけを強要することは気が進まず、アルドは深く事情を聞かずにいた──しかし。

「この玉座に座るべきは、本当は……」

　アルドはルシフェルが玉座に座っている姿を想像する。しかし彼女はこの場所を訪れることはなかった。

　立ち尽くしているうちに、シエナとマーリンが入ってくる。玉座の間の入り口から敷かれた赤い絨毯の上を、彼女たちは二人で並んで歩いてくると、玉座の前に立つアルドに深く一礼した。

「アルド様……おめでとうございます。今日からあなた様が、ヴィルトリアの支配者となられるのですね」

「……今までのどんな王よりも、覇気に満ちている。けれど、今は少し寂しそうに見えました」

「寂しい……なぜ、そんなことを思う？」

　アルドの目を見れば、シエナにも、マーリンにもわかってしまう。

　それだけ、彼と肌を重ね、傍で見てきた。アルドの心の機微を気にしない瞬間など、彼女たちにはない。

「ルシフェル様のご体調が優れないことを、心配していらっしゃるのですか？」

「……何か、理由があるのなら。私たちも、ルシフェル様のために……」

「そうだな。あいつが何かを隠しているのなら、そろそろ聞くべきなんだろう。だが、俺がここでしたいことは別にある」

　玉座などに興味はなかった。しかしこの国の王は不在であり、魔人将としてこの王宮を陥落させたアルドは、考えてもいなかったことだが、自ずと王の地位を得ていた。

　人間を支配する、魔族の国。ヴィルトリア王国ではない──名をつけるとすれば、ルシフェリア。

　その名を最初に思いつくほどには、アルドはルシフェルに感謝していた。彼女がいなければ、自分はこの場に立っていない、それを忘れる瞬間などない。

　しかしルシフェルが自分を助けたことに、秘した理由があるのではないかと疑った日から、少しずつ、ほんの少しずつ、二人の道は分かたれてしまった。

　敵対してなどいない、確固たる事実があるというのに、アルドには予感がしていた。

　自分がこの国を支配し、長い治世を築く。それだけで終われるわけがない。

　ルシフェルが、動く。彼女が何をするのか、アルドにはわからない──身体を重ねても、彼女の中に魔力が伝わらず、互いの心が見えなくなっていたからだ。

　玉座を見るだけで、座ろうとせずにいるアルド。彼の背中を見ているだけでは耐えられず、シエナとマーリンが、そっと後ろから寄り添った。

「……どうした？　俺は、寂しいなんて思っていないぞ」

「そうであるとしても……私は、アルド様に玉座に座ってほしい。あなた様が王になられた姿を、真っ先に見せて欲しいのです」

「私も……アルド様のしもべだから。ずっとついていくことを、何度でも証明したい。あなたに傅きたい……」

「そうか……そうだな。俺も二人に、初めに見せるべきだな。俺がこの玉座に座っている姿を」

　アルドは二人が見守る前で、玉座に座る。王冠も何もない、一人の将にすぎない男が、王国の長い歴史が終わったあと、初めて玉座に座った。

　シエナとマーリンは、主の姿を見ているうちに瞳を涙で潤ませる。そんな二人を、アルドは手招きした。

「もっと傍に来てくれ。俺たちは魔王の軍勢だ。許されざる場所で、背徳など気にせず、思うままに求め合おう。この部屋は、俺たちの領土なんだからな」

「……はい。アルド様がそうおっしゃるのであれば……」

「本当は、夜まで待っているつもりだった……でも、アルド様ならそう言ってくれると思った」

　シエナは鎧を外し、マーリンは前の開いた服をいつものように左右に開く。シエナが座っているアルドに近づくと、アルドは彼女の胸をぴったりと覆っている防具を下に下げて、乳房をぷるん、と露出させる。マーリンも近くに引き寄せ、身を乗り出させて、アルドは二人の眷属の腰に手を回しながら、まずシエナの差し出した乳首に優しくしゃぶりついた。

「ふぁっ……あぁ……アルド様……気持ちいい……もっと吸ってください……っ」

「ちゅっ……あむ。玉座で味わう女の身体は最高だな……」

「アルド様、わたしも……ひゃぅんっ……そ、そんなに初めから強く吸ったらぁっ、ちくびが……っ、はぁんっ……！」

　二人の腰から尻にかけて撫で、鷲掴みにしてその弾力を楽しみながら、アルドはマーリンの差し出した乳首を唇で挟み、ちゅぅぅ、と強く吸いつく。両方の乳首を交互に吸い立てるうちに、マーリンが足をすり合わせ始めたことに気づいたアルドは、尻の割れ目に伝って指を這わせ、下着が濡れていることを確認する。

「んぁぁっ……あぁ……も、もう、いっぱい濡れてる……おち×ぽ、欲しくて……っ、ふぁぁっ……そ、そこだめ、敏感な、ところっ……んふぅぅっ……！」

「もうイキかけてるのか……？　びしょびしょに濡らして、淫乱な娘だな」

「ふぅぅっ……言わないで……アルド様がさわったときだけ……アルド様だけ、特別……っ、ひぅぅっ……！」

　手探りで下着の上から陰核を押され、マーリンはふるふると身体を震わせる。その長い耳が感じるとピクピクと震えるところが、なんとも言えずアルドには愛嬌がある姿に見えた。

　シエナは愛撫を受けるマーリンを憧れるように見つつ、主人の欲望に奉仕しようと、玉座に座っている彼の前に座り、縋りつく。

「アルド様、お舐めしてもよろしいですか……？　もう、こんなに膨らませていらっしゃいますし……っ、んぅっ……あぁ……気持ちいい……っ」

　シエナはアルドの膨らんだ股間に手を伸ばし、愛でるようにすりすりと撫でる。マーリンはアルドの開いた襟から見える胸筋に引かれ、手を差し入れて、彼の乳首を指で優しく愛撫する。アルドはシエナの乳房にしゃぶりつき、念入りに乳首を立たせたあと、れろれろと舌先で転がして、感じているシエナの顔を見つめる。

「どちらが上手いかで、入れてやる順番を決めるか……」

「はい……マーリンさん、一緒にしましょう」

「わかった……んっ……アルド様のおち×ぽ、すごく元気……がちがちになってる……ふぁっ、今、びくって……」

「俺はいつでも元気だってことだ。さあ、始めてくれ」

　マーリンとシエナはこくりと頷くと、そろそろとアルドの肉棒の両側から顔を近づけ、同時にちゅっ、と先端にキスをする。アルドは二人の頭を撫でてから、玉座の肘掛けに肘を突いて、その愛撫を眺めた。

（シエナは真面目というか、丁寧なしゃぶり方をするよな。マーリンは俺の弱いところを見定めて攻めてくるというか……エルフの年の功かな。俺のチ×ポをしゃぶるのが初めてとはいえ、性に関心はあったということか）

「ちゅっ……あむ……んむ。んっ、んむ……」

「はむ……んっ、少ししょっぱい……でも美味しい……あむっ、んむっ……」

　シエナは丁寧にアルドの感じる部分を責めてきて、マーリンはれろっ、れろっと竿全体を舐め上げ、袋を手でやわやわと揉んでくる。二重の快楽に翻弄されながら、アルドはすでに射精を意識させられていることに驚いていた。

「はむっ……んむ……ちゅっ……れろっ……れろっ……ああ、お汁がこんなに……すごい……アルド様の匂いで、くらくらして……っ、はぁ……あむっ」

「ずるい……先に咥えるなんて。私だって咥えたいのに……はむっ……」

　マーリンはアルドの乳首を指でなぞりつつ、肉竿をかぽっ、くぽっと口腔全体で愛撫するシエナを羨ましそうに見ながら、アルドの袋を優しく揉み、睾丸のひとつを小さな口に含み、舐める。

「……くぅっ……あぁ……これは存外に気持ちいいな……シエナ、もっと速く動かせるか……そ、そうだ……っ」

「じゅぽっ、ちゅぽっ……ん、んふっ……んぉっ……かぽっ、ぐぽっ」

「すごくいやらしい音……シエナ、いっぱいよだれが出ちゃってる。アルド様のお汁も、こんなところまでたれてきてる……ぺろっ、ちゅっ」

「うっ……く……シエナ、それくらいでいいぞ……今日はお前のほうに先に入れてやる」

「じゅぽっ、じゅぽっ……ぷぁっ……ありがとうございます……あごにもう、力が入りません……アルド様のおちん×ん、大きすぎて……」

「私も早く咥えてればよかった……でも、シエナみたいにうまくはできないかも……」

「マーリンの実力は、また次の機会に確かめてやる。さて……シエナ、自分で下着を降ろしてくれるか。マーリンは準備をして待っていろ」

「はい、アルド様……」

「準備……恥ずかしい……でも、アルド様がそういうなら……」

　危うくシエナの口淫で射精するところだったアルドは、ビクビクとひくつく肉棒をなだめながら、下着を脱いだ彼女の陰部に手を這わせ、くちゅくちゅと膣口に指を入れてほぐし始める。

「はああぁっ……あぁ……あ、アルド様……指でもイッてしまいそうですので、もう……」

「ああ……俺の上にまたがってくれ。もう充分に濡れてるから、簡単に入れられるだろう」

　マーリンは玉座の間の前にある短い階段の下で、絨毯の上に座り、アルドたちの交わりを見ながら自分を慰めている。アルドに見えるようにくぱぁ、と膣口を広げている姿を見て、彼女にも早く入れてやらなければ、とアルドは思う。

　二人の尻を並べてするのもいい。しかし、アルドは思う──ルシフェルは、他の女と一緒にアルドを共有することを、進んでしようとはしていないと。

　それは、シエナとマーリンとは違う関係だからだ。何度も身体を重ねたとはいえ、ルシフェルはアルドの主君でもある。

「……アルド様……それでは、参ります……っ、あっ……あぁ……おちん×ん、入って……ふぁぁっ……！」

　座っているアルドの上にまたがり、シエナは足を広げて膣口にアルドの肉棒を押し当て、腰を下ろして受け入れる。アルドは途中から、シエナの引き締まった腰に手を添えて引き寄せて、じゅぷんっ、と奥まで一気に貫いた。

　玉座はシエナがゆっくりと腰を使い始めてもかすかに軋むだけで安定している。アルドは肉棒を包みこむ膣肉の快楽を堪能しながら、目の前で揺れている乳房をこねるようにして揉み、乳首を交互に吸い立て始めた。

「んぅぅっ……あ、アルド様……わ、私の、おっぱいは、お好きですか……っ？」

「ああ……たまらないな。こんなふうに目の前で見せられると、揉まずにいられなくなる」

「ありがとう、ございますっ……あぁっ、おちん×んすごいっ、奥まできてっ……おま×こくるっ、きちゃうっ……はぁっ、あぁんっ……！」

「俺も気持ちいいよ、シエナ……すごくいい……オマ×コの中、熱くてとろけそうだ……奥までぎゅっと締まって……」

　いつも圧倒的な精力で二人を征服するアルドが、十九歳の青年に相応の姿で、シエナの身体に溺れている。

　マーリンはそれを羨ましく思いながら、シエナの膣をいっぱいに押し広げて出入りする肉棒を焦がれるほどに求めて、秘裂に指を差し入れて抜き差しする。愛液がこぼれて絨毯にしみを作っても、構ってなどいられなかった。

「んぅっ……欲しい……おちん×ん欲しいっ……アルド様ぁっ……指なんかじゃ足りない、おち×ぽがおま×こに欲しいのっ……ふぁぁんっ……！」

　くちゅくちゅと細い指を陰裂に這わせるマーリン。その痴態をシエナの肩越しに見てさらにアルドは興奮を高め、溶岩のように熱いシエナの膣内に、灼熱の肉棒をずんずんと突きこみ、密着して交わり続ける。シエナの尻に手をかけ、尻穴を性感を開発する魔法を使いながら指圧すると、シエナの膣内が反応し、彼女はお下げを振り乱す──その拍子に、三つ編みに編みこまれた黒いリボンがほどけ、金色の髪が広がる。

「ふぁぁっ、あぁっ、アルド様っ、もっと胸をさわって……吸ってください……はぁぁんっ、あっ、あぁんっ、おっぱい取れちゃう……感じすぎて、っ、ちくびっ……んぁぁっ……引っ張っちゃだめぇっ……あぁっ、はぁんっ……！」

　シエナの暴力的なまでにぶるんぶるんと揺れる乳房を捕まえ、乳首に吸いつきながら、アルドは彼女の身体を絶えず突き上げる。シエナはアルドの肩に手を置いていたが、感極まって彼に抱きつき、しがみつきながら腰を振る。

　根元から子宮口までずちゅぐちゅと往復を続ける肉棒は、絶えずアルドに忘我の快楽を訴えてくる。精嚢から鈴口までがずきずきと熱く疼いて、もう精液を出したい、と猛烈に訴えてくる。それでもアルドは射精感をこらえ、シエナの白い鎖骨にキスをし、彼女の尻を鷲掴みにして激しく突き上げる。

「はぁぁっ、あっ、あ……あぁっ……いくっ……いきそうです、アルド様っ……はぁぁっ、だめっ、そんなにっ、そんなにおちん×んずんずんしたらっ……くるっ……くるぅっ……んぁぁっ……あっ、ぁ……はぁぁぁぅんっ……！」

　絶頂を訴えてもなお突き上げられ、最後に両の乳房を掴まれ、乳首をコリッと同時にほぐされた拍子に、シエナは絶頂を迎え、アルドと繋がったままで潮を噴く。そして膣内が絞り上げるように収縮し、肉棒から精液を吸い上げようとする。

「うぁぁっ……あぁ……出すぞ、シエナ……！」

　びゅくん、と子宮口に届いた肉棒が振動するのがシエナにはわかった。そして密着した状態で精液を流しこまれ、ビュクン、ビュクンと震えるたびに、シエナは目の前が白くなりそうなほどの至福を味わい、感極まって涙をこぼす。

「はぁぁっ……あぁ……出てる……アルド様の赤ちゃんのもとが、いっぱい……」

「……孕んでもおかしくないな。今は、避妊する気にならなかった」

「はい……私も、それを望んでいました。赤ちゃんができる可能性のある射精は……んっ……できないよりも、あなたへの忠誠を伝えられる気がして……」

「そうだな……ありがとう、シエナ。俺も満たされた気分だよ」

　落ち着いて言いながらも、アルドはシエナの腰を撫でながらビュルビュルと射精を続けている。それを感じながら、シエナは射精が完全に止まるまで待って、アルドの首筋にキスをしてから彼の上から降りた。

　ごぽっ、と白い精液が勢いよく逆流して、彼女の股を伝う。交合の余韻が残り、足元がおぼつかないシエナはふらりとバランスを崩すが、マーリンに支えられた。

「……お疲れさま。見てるだけでも、すごかった」

「……私も、見ていたいですが……アルド様のおちん×んが、まだ入っているようで……頭が、ふわふわしています……」

　シエナは言って、ふらふらと赤い絨毯の上に膝をつくと、そのまま仰向けに寝転がる。ひくひくっ、と震えているシエナを見てアルドは大丈夫かと声をかけそうになるが、目の前に立つマーリンの顔を見て、意識を彼女を抱くことへと切り替えた。

「マーリン……お前もシエナと同じようにしてやる。二人で同じ抱き方というのも、趣向としては悪くないだろう？」

「……アルド様が入れてくださるのなら、どんなやり方でも構わない……」

　マーリンは言って、アルドに言われるがままに、彼の前に立った。下半身だけ露出している姿を、アルドはたまらなく淫靡だと感じる。

「入りさえすれば、魔法で慣らしながら奥まで挿入できる。あとは、俺にまかせておけ」

「は、はい……お願い、します……んぁぁぁっ……！」

　マーリンがアルドの上にまたがる。アルドは腰を浮かせ、マーリンの穴に肉棒の先を宛がうと、始めはすぼまった入り口を広げるために、ぐっと力を入れて硬い肉棒を押しこんだ。

「はぁっ……んっ……お、おま×こっ……いっぱい、広がって……っ、は、入らなっ……あぁぁっ……！」

　ずにゅ、と肉棒を差し入れると、マーリンの膣は驚くかのように、ぎゅうぎゅうとがむしゃらに締めつけてくる。

「くっ……うぅ……締まる……マーリン、今日はなかなかよく締まるな……っ、うぉぉっ……」

「んぁぁっ……あっ……あぅぅっ……ひ、広がったままになっちゃう……おま×こ、戻らなくなるっ……はぅぅっ……んふぅぅっ……！」

　ずにゅにゅ、と奥まで入れて、ゆっくりと抜き、再び押しこむことを繰り返す。緩慢な動きではあるが、アルドと繋がっているという事実が、次第にマーリンの心を充足感で満たしていく。

　アルドは椅子から身を乗り出すようにして、マーリンの乳房を揉みしだきながら、次第に腰の動きを速め始める。マーリンの膣の奥が熱く疼いて、とろりと愛液が溢れてくる。シエナは朦朧としながら、マーリンが新たな快感に目覚め始めていることを知る。

　開いたままの尻穴に、性感帯などないはずなのに、アルドの指でくすぐられているうちに、腸管が確かに快感を感じ始める。神経ではなく、心で快楽を覚えるのだと、マーリンは理解していく──アルドはぬっ、ぬっと出入りする、ぬらりと光る自らの肉棒を見ながら、それだけでは足りないと感じ、もう片方の手を乳房に伸ばし、乳首を指でこすって立たせ、クリトリスと同時にきゅっと摘み上げる。

「ひぅぅっ……ら、らめっ……おま×こも、おしりも、クリちゃんもっ……乳首までこりこりされたらぁっ、んぅぅっ、はぁぅっ、はぅぅっ……！」

　尻をいじられる快感に目覚め始めていたのに、自慰をしているときからすでに敏感になっていた乳首と陰核を攻められ、マーリンは尖った耳をぴくぴくと震わせながら、アルドの攻めに翻弄されて愛らしい声を上げる。くったりと脱力したままのシエナは、攻められるマーリンが半泣きになっているが、それでもアルドのものを深く受け入れようと腰を振っている姿に、自分もそうしたいとぼんやりと考える。

（でも……あんなふうにされたら、記憶が飛んでしまいそう……マーリンさん、あんなにいやいやをするほど感じて……少しでも長くしたくて、イクのを我慢してるのね……でも、だめ……あんなふうにされたら、絶対我慢できない……）

「んぁぁっ、あっ、あぅぅっ……い、いっひゃぅっ、いくっ、いくぅっ……ひぁぁっ……おま×こいっひゃうっ、はぁぁぁっ……！」

「俺も……俺もイクぞ、マーリン……なかに出すぞ……っ、くぅっ……！」

　びくびくっ、とマーリンが震える。アルドはその締めつけを感じながら、ぐっ、ぐっとマーリンの腰を数度引きつけて肉棒を奥まで押しこみ、そこで射精を始める。ドクン、とアルドの肉棒が膨らんで精液を吐き出す瞬間、マーリンはため息のような切ない声を漏らし、子宮口に入ってくる熱いものを感じる。

「ふぁぁぁっ……あぁっ……出てる……アルド様のが、赤ちゃんのできるところに……っ、んぁぁっ……！」

　アルドはマーリンの尻を引き寄せ、奥まで入れて射精したあと、ゆっくりと肉棒を抜いていく。にゅぽっ、と精液にまみれた肉棒が抜けると、マーリンは前にふらふらと倒れこみ、尻を突き出した姿勢で、恥ずかしそうに開いたままの淫穴を手で隠す。
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「み、見ないで……な、なかから、出てきちゃう……アルド様の、いっぱい……んぁぁっ……！」

　こぽこぽ、と精液が溢れてくる。アルドは玉座から立ち上がると、マーリンの尻を撫でて労り、ようやく上半身だけを起こしたシエナを見やった。

「珍しいな、まだ腰が立たないなんて。この続きは、王宮の浴場を使ってからにするか」

「は、はい……アルド様、ですが、よろしいのですか？　ルシフェル様に、今回の戦勝を報告されたほうが……」

　シエナの意見ももっともだと考え、アルドは玉座で味わう快楽を、後の愉しみに取っておこうと考える。

　ルシフェルはここで抱きたいと言ったら、どんな顔をするだろうか。

　──それよりも、彼女の身体が冷たく感じる理由を問いただすべきなのか。

「そうだな……ルシフェルの元に戻るか」

　アルドは立ち上がると、乱れた服装を元通りに着直す。シエナとマーリンもそれに倣う──しかし、そのときだった。

　玉座の間の入り口から続いている赤い絨毯。その上に転移の魔法陣が発生し、何者かが姿を現す。それは、常にルシフェルの傍についているはずのプリムだった。

　ここに来た理由を尋ねようとして、アルドは気づいた。プリムの表情は真剣そのものだった──それはただのメイドではなく、魔王ルシフェルの側近、悪魔大公の一柱としての顔だった。

「アルド様に申し上げます。ルシフェル様から、召還命令が出ております」

「今、ちょうど帰ろうと思っていたところだ。ルシフェルには、帰ってから今後の方針を相談したい。一度は、王宮にも来てもらって……」

「そのようなことは求めておりません。ルシフェル様は、アルド様との決闘を望んでおられます。模擬戦闘ではなく、相手を殺すことを勝利条件として……」

「……ルシフェルが……なぜだ。俺が王都を解放してからの行動が、彼女の意思にそぐわなかったのか？」

　プリムは答えない。その手が震えていることに気づき、アルドは彼女も理由がわからないのだと悟った。

　しかしアルドは、ルシフェルの行動を急なこととは思わなかった。

　王国を滅ぼすために、ルシフェルはアルドを助け、力を貸した。しかし、王国を滅ぼしたあとも、死ぬまで契約が続くのだと決まっているわけではない。

　アルドはルシフェルがどのような存在なのか、なぜ魔王となり、人間を憎むようになったのか、何も聞くことができていなかった。

（戦えば、お前のことがわかるというのなら……避けられないんだな）

　アルドは拳を握りしめ、揺らぐ心を制する。

　女として惹かれ、彼女を抱く時間を心待ちにしていながら、それを伝えることができなかった。ただ肌を合わせ、快楽を貪り、ルシフェルに求められることで心を満たし、魔王である彼女に忠誠を誓っていると思いながら、同時に彼女が女として求めてるのは自分だけだと自惚れ、ルシフェルを自分のものにしたつもりでいた。

　心までは、手に入れていない。どれだけ身体の相性がよくとも、同じ志を持って復讐を成し遂げても、まだ足りない。

　これからも、ルシフェルと共に歩むため。そのために、彼女のことをすべて知らなくてはならない。彼女と戦い、その意図を知ることで。

　たとえルシフェルとの戦いに、互いの命を賭けなくてはならないとしても。











Ⅵ　復讐勇者と魔王、最後の戦い









１　ルシフェルの真意




　ルシフェルに招かれ、アルドは迷宮の十層に一人で転移した。

　かつてルシフェルと対峙した、十層の大広間。魔王の玉座に座っていたルシフェルは、アルドの姿を認めると、立ち上がって歩いてくる。

　その姿は妖艶で、変わらず美しい。

　しかし、その黒い羽根の一部が、灰色と化している。

　それを見たアルドは、考えようとしていなかった事実を認めざるを得なかった。

「魔力が、回復していない。俺の黒天翼は再生するのに、ルシフェルの翼は元に戻らない……やはり、それは……」

「……そうだよ。ボクは、もうすぐ死ぬんだ。ボクに与えられた魂の寿命は、百一年。だからこそボクは、自分を作った神を憎んでいた」

「神？……ルシフェル、お前はいったい何者なんだ？　魔族を統べる王でありながら、人間を守護する神に作られたなんて、矛盾しているじゃないか」

　アルドの問いかけに、ルシフェルはふっと微笑んだ。

　そしてルシフェルは長く秘してきた事実を、彼女の眷属に語り始めた。

「ボクは神に作られし、人の世に遣わされた存在だ。人間の世界に神の威信を知らしめる、ただそれだけの理由で、百年前に神の国から地上に落とされた」

「……魔王の迷宮から魔物が出てきたのは、ここ数年のことだった。なぜ、そんなに長い間、何もせずにいたんだ。人を滅ぼそうと思えば、できたはずだろう」

「ボクは神の命令に抗ったんだよ。けれど人間は、ボクの迷宮を探し当ててしまった。初めに魔王の迷宮を攻めたのは、人間のほうなんだよ。配下の魔物を殺されてしまったら、報復をせざるを得ないだろう？」

　魔王軍が、人間に敵対したのではない──人間から戦いの原因を作った。それが事実だとしても、アルドにとって驚きはなかった。

　アルドの知る王国の民のすべてがそうだったわけではないが、リガントを始めとして、自分の利益のために他者を害しようとする者はいる。その数は、魔物と比べても人間のほうが遥かに多い。

「人間は魔物が異形の姿をしているからという理由だけで、迷宮の周りに偵察に出ていただけの魔物を、容赦なく殺したんだ。けれど王国は、魔物たちが突然現れて、自分たちを襲ってきたという物語を作った。魔物といえど一方的に虐殺をしたというのは、人間という存在を貶めることだと考えたのさ」

「……人間は、未知のものを極度に恐れる。なぜ、魔物を外に出したんだ。そうしなければ、人間はずっと……」

「ボクの存在にも、魔窟にも気づかないままだった。ならば、ボクは百一年を終えて朽ちていくだけだ。そんな命になんの意味があるんだい？」

　ルシフェルは胸に手を当てて言う。

　アルドは理解する──彼女は、ずっと孤独だったのだと。

　だからこそ、ルシフェルはアルドに敗れたあと、王国に裏切られたアルドを救った。

　ルシフェルもまた、神に裏切られ、人間の悪意を目の当たりにした──彼女は人間の国を攻めず、その寿命を、迷宮の底で終えようとしていたにもかかわらず。

「……もう、これ以上は無理なのか？　生きる方法はないのか」

「魂が摩耗しているんだよ。この世でこの形を保つことに、限界がきているんだ」

「だが、その冷たい肌は、俺が抱いているうちは熱を取り戻していたはずだ」

「君が温めてくれたから、少しは時間を延ばせたのかもしれない。けれどボクは、そうやって君に与えられた熱を、最後の灯火に変える。自分が生きていたんだという証を、君に刻みつけたい。かなうなら、君を連れていきたいんだよ……アルド。君の命は、ボクが与えたものなんだから、それくらいのわがままはいいだろう……？」

「っ……！」

　ルシフェルの黒い翼が開く。そして彼女の翼は、本来の姿を取り戻していく──神の国で大天使と呼ばれていた頃の、純白の羽根が舞い散る。

　そしてルシフェルの髪は、金色に変わっていた。しかしその頭にある角はそのままで、彼女が魔の者である事実には変わりがない。

「ボクと君は似ているんだよ、アルド。君は人間と魔の力を……ボクは神と魔の力を、ひとつの身体の中に併せ持っているんだ」

「……神がお前を創ったのなら、神も魔も最初から同じものだってことだろう」

「それでも神はボクを人間の敵として、神性の他にもうひとつの側面を持たせた。人間に祝福を与える神は、増えすぎた人間を死滅させる魔の側面を、ボクにすべて押しつけたのさ……けれど魔王とは、ボクのような存在だけではない。魔界は存在していて、他にも魔王が存在し、人間の世界をいつでも狙っている」

「それなら……お前は、本当に……」

　神の気まぐれで、魔王として地上に落とされた。

　そうだというなら、ルシフェルが本当に憎んでいるのは、人間ではなく神なのだろう。それでも、神の決めた寿命に逆らうことはできない。

　──本当に、そうなのか。

　アルドは疑問を抱く。ルシフェルに命を与えられた彼だからこそ抱いた疑問だった。

「ルシフェル……俺は、お前に一度勝っている。神が遣わせた者であるお前を、ただの人間の俺が倒したんだ」

「……そうだね。君は強い……途方もなく。けれど、ボクは君を殺す。一人で死にたくはないからね。放っておいたら君はずっと、この世界で生き続けるんだろう？　そうしてシエナやマーリンと、長い生を過ごす。そんなことは許さないよ。だって君の命は、ボクが与えたものなんだから」

「……ルシフェル」

　金色の髪を持つ天使が、一人の女としての本音を口にする。

　ほかの女性を抱くたびに、ルシフェルが妬いていることにアルドも気づいていた。それに気づかないふりをするのが、男としての度量だと思っていた。

　それは、ルシフェルの想いの強さに甘えているだけだ。嫉妬を重ねてもアルドと肌を合わせ、その相性を確かめるたびに互いに溺れ、離れられなくなった。

　そんな彼女がアルドから距離を置いたのは、嫉妬に耐えかねたからだ。それすらもわからずに、シエナとマーリンを傍に置き、幾度も愛でた。

「……ボクが嫉妬しているだけだなんて思わないでほしいな。ずっと迷宮の底に独り身でいたんだ、身体を許した相手を連れていくくらい、望んだっていいじゃないか」

「それは男に依存してると言えなくはないがな。おまえがそう言ってくれるのなら、俺は本望だよ」

「……戦う前なのに、そんなに優しいことを言って。そんなことだから君は……」

　ルシフェルが前に右手をかざすと、その手に剣が現れる──それは魔王としてではない、天使の姿に戻ってのみ使うことのできる、人を滅ぼすための神剣。

「俺にくれた魔剣ラヴァティーンと、その剣。どちらが上か、試すまでもなさそうだが……だが、俺も剣と心中するつもりはないぞ」

「抗ってみればいい。君ならば、一瞬で死ぬということはない……っ！」

　ルシフェルの言葉と共に、戦いの火蓋が切って落とされる。彼女の白い翼が輝き、羽根が舞うと同時に、彼女は転移してアルドの前に現れていた。

　繰り出された剣速は、音の速さを超えていた。打ち合った衝撃は互いの魔力防壁で防がれるが、余波が二人を中心に爆発的に広がり、衝撃波となって、広間の床と壁に波状のヒビを入れる。

　ルシフェルの剣技は、アルドが思うよりも遥かに優れていた。それは神に与えられた技能なのか、それとも自ら学んだのか──どちらにせよ、ルシフェルはシエナすらも上回る剣の使い手であり、マーリンを凌ぐ魔法使いでもあったということだ。

　──だが、それは自分も同じだとアルドは自認していた。

「うぉぉぉっ……！」

　短距離を転移して、ルシフェルは常にアルドの死角から音速の斬撃を打ちこむが、アルドはそのすべてに反応し、渾身の力を込めてラヴァティーンを振りぬき、打ち返す。そのたびに部屋は破壊され、床にも壁にも無数のクレーターができていく。

　ルシフェルはプリム、シエナ、マーリンに戦いを見せることはしなかった。近くにいるだけで巻きこまれ、命を落としてもおかしくないからだ。

　アルドは膨大な魔力を収束して、限界まで硬度を引き上げた魔剣の強度が、限界を迎えつつあることを悟る。しかし、ルシフェルの神剣もまた、ルシフェルとアルドの力のぶつかり合いに耐えかね、刀身が悲鳴を上げていた。

　少しでも剣の軌道がずれれば、力が及ばなければ、それで終わる。

　その極限の剣戟の中で、アルドとルシフェルは、視覚すら追いつかないほどの超音速の世界でありながら、互いの表情を見ることができていた。

（ああ……楽しい。君と初めて出会ったときもそうだった……アルド、ボクは君が殺してくれるんじゃないかと思ったときに、初めて死にたくないと思ったんだよ。君の姿を見たときには、ボクはもう──）

　ずっと、打ち合っていたかった。

　限界を超えて鎬を削り、剥き出しにした命を見せ合い続けたかった。

　だが、二人の拮抗した力がそれを許してはくれなかった。

　魔剣ラヴァティーンが折れ飛ぶ。音速の打ち合いで折れた刃は壁に突き立ち、石壁を穿ち、深い穴を空ける。

　それでも、まだ返すことはできた。折れた刃を、爆発的に圧縮した魔力によって補うことで。

　しかしアルドは、気がついていた。

　ルシフェルの瞳から涙が零れていることに。

　だからこそ彼は、天魔の繰り出す神剣の刃に、その身を投げ出し──防壁を破られ、脇腹を、刺し貫かれた。

「ぐぅっ……あぁ……！」

「──アルドッ！」

　ルシフェルが叫ぶ。その手が、アルドの身体に深く突き刺さった神剣の柄から離れる。前のめりに倒れそうになるアルドを、ルシフェルはその腕で抱きとめた。

　口の端から血を流しながら、アルドは折れた剣から手を離し、ルシフェルの背中に手を回した。

「……どうして……っ、剣が折れても、君はまだ戦えたはずなのに……！」

「ぐっ……がは……ぁぁ……」

　喀血しながらも、アルドはルシフェルに向けて笑ってみせる。

　シエナも、マーリンも──そしてルシフェルも。アルドは戦いの中で、彼女たちの女としての魅力を感じ、そして欲しいと思った。

　その中でも、ルシフェルとの関係は、男と女としてどこまでも対等なものだった。

　彼女が気まぐれに寝所を訪れることに、いつの夜も待ち焦がれていた。

「惚れた女を、殺すわけにはいかないだろ……刺されて死ぬなら本望だがな」

「っ……」

　ようやく伝えられたとアルドは思う。刺された傷から広がる痛みは、すぐに麻痺する──アルドはその死の近づく感覚を懐かしく思い出す。

「ルシフェル……お前が助けてくれたとき、俺にキスしてくれただろ。それがたとえ、必要なことだったからだとしても……ゴホッ……俺は……そのときに、惚れちまったんだ。バカだよな……いくら綺麗だからって、さっきまで殺そうとしてた相手を……本気で、好きになるなんて……」

　ルシフェルは答えない。しかし肺を震わせるようなか細い息をして、彼女はアルドの頭に手を回し、くしゃっと撫でながら答える。

「……それがばかだって言うなら、ボクもそうだ。ボクを殺しに来た勇者を……王子様みたいだなんて、ばかみたいなことを考えていたんだから……」

「じゃあ……俺の一方通行じゃ、なかったんだな……おまえと一緒に生きていきたいって、思ってもいいんだよな……」

「……でも、だめだよ。ボクの命は、もう……」

　アルドはルシフェルの肩を掴むと、その顔を正面から見つめる。

　ルシフェルの瞳は涙に濡れていた。その頬には、幾筋も涙のあとが残っている。

「俺の魂を、半分お前にやるよ。俺は、無限に魔力を練り上げることができる……それを俺の延命のために使えば、死ぬことはない」

「っ……そ、そんなこと……天使の魂を、人間の魂で補うなんて……」

「できるさ。俺たちは、ひとつに溶け合う想いってやつを何度も味わったろ？　それとも、ルシフェルは演技で俺と愛し合ってただけなのか？　おまえはそんなに器用な女じゃないと信じたいんだけどな……」

　そう言いながらルシフェルの頬に触れるアルドは、優しい瞳をしていた。

　魔王と勇者として対峙したとき、ルシフェルを殺さなかったアルド。

　そして彼は、ルシフェルにわざと刺されてなお、生きていて欲しいと願ってくれる。

「……ボクは……っ、ボクは……君と……君と……」

　ルシフェルの瞳から、再びぽろぽろと涙がこぼれ始める。声が詰まり、その続きを口にできないでいる彼女を勇気づけるように、アルドはとても久しぶりに唇を重ねた。

「……早く回復しないと、俺の血の気がなくなって、同じくらい冷たくなってるな。今となっては、ルシフェルのほうが温かいくらい……」




「──アルドのばかぁっ……！」




　もう、嘘をつくことも、取り繕うこともできなかった。

　ルシフェルは神剣の召喚を解き、全力の治癒魔法でアルドの傷を回復する──その白い翼で、彼の身体を包みこむ。

　その翼が、灰色に染まっていく。しかし、アルドと抱きしめ合っているうちに、灰色の翼が、黒に変わっていく。

　アルドの中にある黒天翼が、ルシフェルの生命力を補うことを、彼女はありのままに受け入れていた。彼の魂が差し出され、ルシフェルもまた、天使としての寿命を終えかけた魂を、恐る恐る彼の魂に触れ合わせる──すると。

　二人の魂はひとつとなり、命が共有される。そして、失いかけたルシフェルの命を補うために、膨大な魔力を求めて、新たな鼓動を始める。

「……ばかと言われたが、それは、好きってことでいいのか？」

「……それ以外に、何があるっていうのかな」

　顔を赤らめてルシフェルが言う。そして二人は笑い合い、再びキスを交わす。

　魔王と勇者でも、主人と眷属でもない。互いに想い合う恋人として。

「んっ……ちゅ……ちゅっ……アルド……」

　アルドは夢中になってルシフェルの唇を貪る。キスをしながら泣いている彼女が狂おしいほどに愛しく感じて、なりふり構わず抱き寄せる。

　ルシフェルの身体は、すでに温もりを取り戻しつつある。それは、アルドがあらかじめ膨大に溜めこんでいた魔力によって、彼女の弱っていた魂が活性化されたからでもあった。

「ぷぁ……んくっ。アルド……好きだよ。愛してる……」

「……素直になると、本当に怖いものなしだな」

「くすっ……だって、君がボクに魂をくれるなんて思っていなかったから。君がボクを好きだと言ってくれた今なら、どんなことだって言えるよ」

「俺も、素直じゃなかったってことか。すまなかったな、こんなに待たせて」

「ううん……いいよ。ボクも、刺したりしてごめんね……」

「俺と一緒に死にたかったのなら、仕方ない。生きてくれれば文句はないよ」

「……いっぱい借りができちゃったね。この借りは、君が迷惑だと言っても、長い時間をかけて返させてもらうよ」

　ルシフェルを妻にするのならば、貸しも借りもない。アルドはそう思ったが、あえて言いはしなかった──彼女が遠慮なくアルドを求め、そして尽くしてくれる姿を、見てみたいと思ったからだ。




２　天使の姿で




「はぁンッ……んっ、あぁっ……アルド……君の命が、ボクの中に……わかるかい……？　ボクの魂は、氷みたいに冷たくなっていたのに……熱を取り戻していく……生きることが、楽しいって……」

「くっ……あぁ……楽しいって、思えるようになったか……？」

　金色の髪を持つ天使を組み敷き、その乳房に吸いつきながら、アルドは一心に腰を振り続ける。

　冷たかったルシフェルの身体が熱を持ちつつある。もっと早く気がついていれば──そうも思うが、ルシフェルが一度は死を覚悟したからこそ、彼女の心を知ることができたのだともアルドは思う。

　もう、その高潔でどこまでも強く、悪戯で、泣き虫な女王を、彼は離す気にはなれなかった。

　気まぐれに寝所を訪れ、アルドに身体を委ねて甘い声を上げていた日々の記憶が、アルドと、そしてルシフェルの中を巡っていく。

　ふたりして夜が明けるまで快楽を貪り、迷宮の中で離れているときは、互いにどこにいるのかを意識した。

　眷属のシエナとマーリンを愛でながらも、アルドはいつもルシフェルのことを思い出さずにはいられなかった。

「俺はずっと思ってたんだ……俺はおまえに命を助けてもらうほど、価値のある存在だったのかって……っ、お前の翼が、あんまり温かかったから……」

「あぁっ、あっ、あぅぅっ……んぅ……ボクこそ……ボクこそごめん……ボクは嘘をついていたんだ……本当は君がかわいそうだったからなんかじゃない……っ、ボクと、ボクと、同じだったから……大事だったものに捨てられた君と、ボクが似ていたから……っ、あっ、あぁっ、だめっ、おち×ぽっ、おち×ぽ気持ちいいっ……！」

　ルシフェルは心を吐露しながら、アルドの背中に手を回し、涙声で喘ぎながら、彼の律動に合わせて自らも腰を動かし、少しでもアルドが快感を得られるように、そして自らの奥に届くように、汗にまみれて動き続ける。
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　その汗も含めた彼女のすべてが愛らしかった。泣きじゃくってぼろぼろになった顔も、何もかもが愛しくてならなかった。

　アルドは突くたびに残像を残して揺れるルシフェルの乳房を捕まえ、熱が少しでも伝わるように揉みながら、すでに熱く痺れきった肉棒を、無心になってルシフェルの膣奥に差し入れる。じゅぶっ、ぐぶっと愛液のしぶきを散らしながら、ルシフェルは今まで味わったことのない深い絶頂に近づき、ベッドのシーツを掴んでアルドを見つめた。

「アルド……ッ、愛してる……君のことをずっと見ていた……ずっと一緒に歩いていきたかったから……あっ、はぁっ、あぁンっ……！」

「俺も……俺もだ、ルシフェル……愛してる……っ、だから……俺と一緒に生きていろ……っ！」

「ふぁぁっ、あっ、あンッ……いくっ……いくよ……アルド……ッ、はぁぅぅンっ……！」

　アルドがのけ反るようにして激しく腰を振り、ぱちゅん、と腰がぶつかる音がする。根元まで入った肉棒が、何度もそうしてきたように、ルシフェルの中に魔力の──生命の奔流を注ぎこむ。

　二人で絶頂に浸りながら、アルドは前に倒れこむ。それは、初めから決めていたことだった。

「んっ……んむ……あむ……ふぁ……アルド……」

　アルドはルシフェルの両手を自分の手と組み合わせて、彼女に口づけをした。唇を触れ合わせ、吸い合い、舌を絡め、その甘さに溺れながら、離れていく。

「……あのときと同じだ。ルシフェルが俺を生かしてくれたときと同じ……だからルシフェルも、これで蘇るんだ。俺の命なんて、どれだけでもやるよ。そうするために生きてるんだ」

「アルド……君はやっぱり、大ばかだ。ボクみたいに面倒な女を相手にしなくても、君にふさわしい女性はいるのに……んっ……んむ……」

　それ以上は言わせないとばかりに、アルドはもう一度ルシフェルの唇をふさいだ。

　ルシフェルの手が、アルドの首に回る。二人は繋がったまま、ベッドの上で抱き合い、いつまでも互いの唇を求め合い続けた。




３　新たなる魔王




　ルシフェルはアルドと魂を共有したあと、彼に魔王の座を譲り、自らはシエナ、マーリンと同じように彼を支える立場となった。

　魔王アルドはヴィルトリアにとって脅威であった隣国を武力で併合、属国とすることで、ヴィルトリアの人間、魔族を問わず、臣民から大いに敬意を集めた。

　そしてプリムは、アルドと三人の妻たちの結婚式を開いてはどうかと提案した。自分には似合わないと初めは気が進まなかったアルドだが、妻たちが花嫁衣装に憧れていることに気づいて、翻意して挙式することになった。魔王軍の幹部たち、そして女淫魔たちは、ずっと仕えてきたルシフェルと、アルドの右腕と左腕であるシエナとマーリンの結婚を自分たちのことのように喜び、準備に力を尽くした。

　そして魔王アルドと妻たちの結婚式はヴィルトリアの王宮で開かれ、人間と魔族から招かれた、半数ずつの賓客によって見届けられた。

　それをきっかけに、知能を得て会話ができるようになった牛鬼などの魔物たちと、彼らを意志の通じないものとして恐れてきた人間の、ぎこちなくも穏やかな交流が始まった。そのうち人型の魔物と人族が交わるという可能性も出てきて、魔王国ルシフェリアが、半人半魔の強国となる展望が垣間見えた。

　アルドはそんな未来の光景を想像し、混沌としていて自分たちらしいと笑う。そんな彼を見て、花嫁姿の妻たちもまた笑っていた。彼の目を受けるたびに恥じらい、誓いの口づけの際には三者それぞれに涙を流して、アルドと結ばれたことを喜んだ。




　そして、妻たちとの結婚初夜。魔王の迷宮の大寝室で、アルドは妻の出迎えを受けることになった。

　前の王たちが使った寝室をそのまま使うというのでは、アルドとしても少し妻たちへの気遣いが足りないと感じたので、王宮のほかに新しい宮殿を作ることにした。

　式を挙げたあと、妻たちとそこで暮らす予定ではあるが、魔王軍の建築部隊、王国の建築家が総力を挙げても、一年ほどはかかる。アルドたちはこれまで通り、当面は魔王の迷宮を本拠地として暮らすことになった。

　しかし、地上ではひとつ、魔王の迷宮にはどうしても敵わない点がある。それは、迷宮十層にのみ存在する、温泉を引いた湯殿である。魔法によって定期的に湯の洗浄が行われ、入浴に最適な環境が整っており、女性の肌にも優しい。ルシフェル、シエナ、マーリンは、このところは常に三人で風呂に入り、プリムや他の淫魔たちと談笑しながら、長湯を娯楽として楽しんでいた。




　式を終えて、迷宮に引き上げてきたときも、ルシフェルたちは晩餐を終えたあとで長く湯に浸かっていた。アルドは寝室の大きなベッドの端に座り、普段はあまり飲まない酒を飲む。ルシフェルが秘蔵していたもので、『禁断の果実』と呼ばれる果実から作られ、陶器の甕で何十年も熟成された、琥珀色の銘酒だ。口に含むととろみがあり、きつい酒精を気にさせないほどの深い甘味とコクがある。舌の上に楽園が広がる、とアルドはらしからぬ表現を思った。

　酒を愉しんでいるうちに、寝室の扉が開く。すると、ガウンを羽織ったルシフェル、シエナ、マーリンが入ってくる。

　薄いガウンの下に浮かび上がっている彼女たちの裸身。それを覆う下着は、部屋を照らす間接照明の中でもアルドにははっきりとわかった──かつてないほど扇情的だ。

「アルド……一人で飲んでいたの？　どうだったかな、ボクのとっておきは」

「こんな酒があるなら、毎日飲んでもいいな。記念の日に取っておくべきか」

「ボクにも飲ませてくれないかな……君にしかできない方法で」

　アルドはルシフェルの言わんとするところを察して、酒をくい、と口に含む。するとルシフェルは、座っている彼の胸元に甘えるようにすがりつき、口移しでアルドから酒を受け取った。

「んっ……んくっ……美味しい……ちゅっ。あむ……でも、アルドのキスのほうがもっと病みつきになるね……んふっ……れろっ……」

「一度キスすると、わりとためらいがなくなるな……それにしても、なんていやらしい格好だ。全然隠せてない下着って、そういう目的のためだけにあるんじゃないのか」

　三人が身に着けている下着は、乳首と陰部を覆っていなかった。愛らしい形をしていながらも、男に対する挑発としか思えない姿をしている。シエナは思わず乳首と秘部を手で隠し、マーリンはむしろ見てほしいというように、手を後ろに回して胸を反らした。

「まあ、三人とも常にたまらない格好はしているけどな」

「そ、そんな……私はちゃんと武装しても、あの姿なのだから、仕方ないではないですか……」

「……私も。身体を布で覆いすぎると、魔力のめぐりが悪くなる」

　そんな理由があったのか、とアルドは今さらに感心する。ルシフェルは頬を膨らませて、じっとりとアルドを見ると、彼の顔を自分のほうに向かせてキスをねだる。

「ふむ……んむ。シエナとマーリンが、結婚式のときにしたきりだから、もっとキスがしたいと言っていたよ。プリムたちは遠慮していたけど、どうしようかなって話をしてたんだ。妻だけに限定にしようか、それとも、アルドを束縛しないであげたほうがいいかな……？　ちゅっ……ちゅっ……」

「ち、乳首を吸うな……くすぐったいだろう。そうだな、お前たちがいいのなら、淫魔たちの相手をするときもキスくらいは……な、なんだ、ダメなのか」

「い、今しばらくは、妻だけの特権にしていただければと……い、いえ、妻などとおこがましいのはわかっています、私はアルド様の眷属で、下僕であることに変わりはなく……」

「指輪を贈ったのは、これから妻として扱うためだ。ルシフェルも、シエナも、マーリンも、俺にとっては同じ妻だ。できれば仲良くしてくれると嬉しい」

「……そう思って、今日はルシフェル様にもお願いして、三人でアルド様を……誘惑したいと思いました」

　それで、こんな過激な下着を選んだのか。女淫魔たちがどんなアドバイスをしたのかが目に見えてわかり、アルドは思わず苦笑してしまう。

「あ、あの……アルド様、呆れたりしていませんか？　愛してほしいからといって、こんな格好を……」

「いや、いやらしいことが嫌いな男はいないからな。素直に嬉しいよ……シエナ、マーリン、近くに来てくれ」

「……ボクはこうしてていいのかな？　アルドの乳首を吸ってると、なんだか赤ちゃんになった気分だよ……ちゅっ……れろっ……」

　ルシフェルに服をはだけられ、胸板を撫でられ、乳首をれろれろと舐められる。そのくすぐったさと、触れ合うルシフェルの身体の肉感に、アルドは見る間に下半身を熱くたぎらせていく。

　シエナとマーリンがアルドの左右から寄り添い、彼の肩に手を置く。マーリンがうなずき、先にシエナがアルドと唇を重ねた。

「失礼いたします……んっ……んっ、んんっ……!?」

「ん……どうした？　いきなり舌を入れるのは早かったか」

　アルドが聞くと、シエナは顔を真っ赤にして、目をとろんとさせて言う。

「い、いえ……舌を入れたりすると、こんなに気持ちがいいものだと思わなくて……いやらしい感触です……ちゅっ、あむ……んむぅ……れろっ……れろ……」

「……シエナ、すごく幸せそう。アルド様、私も……」

　マーリンが待ちかねて呼んだところで、アルドはシエナとのキスを終え、彼女の頭を撫でたあと、マーリンのほうを向いた。

　唇を差し出すと、マーリンは早い段階で目を閉じた。シエナとルシフェルと比べても彼女のほうが緊張しており、妻たちはその様子を見て微笑む。

「んっ……ん、んふっ……んむ……あむ……ちゅっ。ふぁ……キス、すごい……アルド様、上手……」

「考えてみれば、キスはそんなに俺もしていないな」

「ふふっ……ファーストキスをもらったのはボクみたいだよ。それは、これからも自慢にしておこうかな……」

　三人とのキスを終えたあと、アルドは一度立ち上がると、妻たちをベッドの上に連れていった。

　マーリンに膝枕をしてもらい、シエナとルシフェルが奉仕をする。アルドの肉棒を露出させると、シエナとルシフェルの瞳が、目に見えて発情していることがわかるほど熱を帯びる。それはマーリンも同じで、前屈みになってアルドに大きな胸を押しつける。

「この下着だと、直接押しつけられるのとは違うよさがあるな……くっ……」

「アルドはいつもボクたちのおっぱいをいじめてくれてるからね。シエナ、一緒に舐めてあげよう」

「はい……アルド様、舐めさせていただきますね。ぺろっ……あぁ、かわいらしい乳首ですね……」

「男性に乳首があるのは、初めは男女の性別が分かれていないからだというね。アルドが男性に生まれてきてくれてよかった……」

「……女の子だったら、私たちが男になる。でも、それはちょっと大変そう」

　アルドは自分が女性で、三人が男性という逆ハーレムを想像する。愛されすぎて壊されてしまわないかと恐れる──やはり自分が男でよかった、と安堵する。

　そんな冗談を楽しむことができるというのが、アルドにはどうにも可笑しくて仕方がなかった。復讐しか考えていなかったというのに、愛する妻たちを手に入れただけで、黒い炎は消え、生きることをただ楽しいと思える。

　しばらくアルドの乳首にキスしたり、指でなぞったりしていたシエナとルシフェルは、勃起している肉棒に目をやると、二人してそちらの愛撫を始める。前にシエナとマーリンがしていたように、二人はアルドの肉棒に左右からキスをして、れろっ、れろっと交互に舐め上げ始めた。

「ちゅっ……れろっ……れろっ。アルド様、おちん×んがぴくぴくして……ああ、なんて濃い匂い……」

「胸がきゅんってするよね……そんなこと言うの、恥ずかしいと思ってたけど……あむっ。お汁がすごい……とっておきのお酒を飲んだから、感じやすくなったのかな……れろっ」

「おち×ぽ、私も早く舐めたい……おま×こでもいいけど……きゃぅぅっ……あ、アルドさま……っ」

　アルドは物欲しそうにしているマーリンの、無防備に差し出された乳首をきゅっと摘む。乳首だけが下着から露出している状態で触られるといつもより興奮するのか、マーリンは口を押さえて喘ぎを我慢し、震えている。その間もシエナとルシフェルは、絶え間なくアルドの肉棒を舐め続け、垂れ落ちる先走りを口に含む。

　そして彼女たちが何をするのかと思うと──身体を一度起こして、口からアルドの体液──媚薬と言える汁を垂らし、胸がぬらぬらと濡れ光るほどに全体に塗りこんでいく。そして、二人して左右から乳房を寄せると、谷間同士でアルドの肉棒を挟みこんだ。二種類の弾力の違う乳房が、違う圧力で猛る肉棒に密着する。

「うっ……くぁぁ……ふ、二人同時にパイズリか……これは初めての経験だな……っ、うぁ……気持ちいい……」

「んっ……すごい……ぐちゅぐちゅ言ってる。アルドのおちん×ん汁はすごいよね……潤滑液にもなるし、ボクたちをこんなに興奮させて……ふぁっ……ち、乳首、こすれて……っ」

「はぁっ……んっ……も、申し訳ありません、乳首が当たって……感触が……っ、あぁっ……アルド様、私たちのおっぱいはいかがですか……？」

「微妙に感触が違って……でも、どちらもすごいオッパイだからな……それを同時に味わえるなんて、贅沢すぎるだろう……うっ……！」

　アルドの言葉にルシフェルとシエナは嬉しそうに微笑むと、さらにアルドの肉棒にかける圧力を高める。

　彼女たちが乳房に添える手に力を込めて寄せると、むにゅっと白い乳肉が指からはみ出して、そのさまもアルドの興奮を煽り、ビクビクと肉棒が快楽にひくつく。

「あンッ……アルドのおちん×ん、元気に暴れてるよ……もう出しちゃいたいのかな……？　それはいくらなんでも早いと思うよ」

「ま、まだ大丈夫だ……こんなにすぐイクのは勿体ないからな……」

「はぁっ、あんっ……んっ、んんっ……あ、アルド様のお汁を塗ったあとに、おちん×んがこすれると……おっぱいが、おま×こみたいに感じてっ……あぁっ……だめっ、ちくびっ、触っちゃ……はぁぁんっ……！」

　ルシフェルとシエナの乳房はむにゅっと押しつけ合ってひしゃげているが、アルドはその谷間に指を差し入れて乳首を探り当て、ぷにぷにといじる。

　ルシフェルのものかシエナのものか、隠れているのでわからないが、反応を見るとどちらの乳首にも指が当たっているようで、二人とも感じているのがわかる。

　そして乳房への刺激が、子宮に突き抜け、精液を求めるように膣が収縮し、愛液が溢れ出していることが、アルドの魔眼で見て取れる。それほどに昂っている妻たちを見ていると、アルドも次第に射精を耐えられなくなっていく。

「んぅぅっ、んっ、ふぅぅっ……アルド……もうすぐ出そうだね……先のほうから濃いのがいっぱい出てきた……シエナ、息を合わせて動くよ……」

「はい、ルシフェル様っ……んっ……んしょっ……あぁ……アルド様のおちん×ん、先が開いて……お汁がいっぱい……思いきりかけてください、私たちに……っ、んぁぁっ……あぁ……きてっ……きてぇっ……！」

　最後には、アルドは自分からも腰をわずかに動かし、二人の妻が作り出す乳肉の谷間を存分に味わい尽くして、マーリンの乳首を摘み上げながら、のけ反るようにして絶頂に達した。

「くぁぁっ……あぁ……出るっ……！」

「きゃっ……ちょ、ちょっと、アルド……こんなに出るなんて……」

「ふぁぁっ……おっぱいも、顔も……アルド様のでいっぱい……」

「……私の顔まで飛んできた。美味しい……アルド様の精液、とろとろして、甘くて……もっといっぱい舐めたい……」

　アルドにとって、精液と魔力は相互に変換できるものである。妻たちと交わる間に、アルドは一度にどれだけ射精できるのかを試したくなり、限界まで袋に魔力を送り、精液を溜めた──それは、普通の男性が一週間ほど禁欲し、最高の快楽を味わって射精する量よりも、さらに二倍ほど多かった。

　そんな量の精液が、妻たちの身体をどろどろにしている。顔に浴びても恍惚としている妻たちが愛おしくなるが、すぐにキスをするわけにもいかない。

「シエナ……ずっと思っていたけど。アルドとするときも、リボンは取らないんだね」

「は、はい……三つ編みにしていないと、お口や胸でするとき、気になってしまいますから」

「……アルド様が、髪を下ろしたところを見たそうにしてる」

「ん……ま、まあな。それは、好きな相手のいろいろな姿を見たいというのは、常に思うからな……」

　シエナとマーリンが顔を見合わせる。アルドが身体を起こすと、ルシフェルは精液を舐めて吸収したあと、同じことのできないシエナの身体を拭いてやる。そのあいだに、マーリンはシエナの髪をほどき、そうしたあとにシエナもマーリンのお下げを下ろした。

「……全然印象が変わるな。シエナもマーリンも、どこぞのお嬢様って感じがするぞ」

「そ、そんな……私は今も昔も、剣しか知らない女で……」

「……私もお嬢様なんて言われたのは、初めて。アルド様はおしとやかな女性のほうが好き？」

「それは、ボクに刺さるから、あまり女の子らしいほうがいいとは言わないでほしいな。ボクが『私』なんて言ったら、きっと君は笑うだろうし……ほ、ほら。もう、試しに言っただけなのに笑わないでほしいな」

　言葉遣いなどは関係なく、ルシフェルは誰よりも女らしいとアルドは思う。彼女はアルドが求めていることに気づくと、彼の肩につかまるようにして寄り添い、唇を重ねる。

　アルドはルシフェルの長くさらりとした髪に指を通し、そして耳につけた飾りに触れる。彼女を、そして妻たちを構成する何もかもが、夫として愛おしく感じてならなかった。




４　妻たちとの子づくり




　広いベッドの上で、ルシフェルはアルドの上にまたがり、腰を振る。シエナとマーリンはアルドの横に膝立ちになって、彼の手による愛撫を受けていた。すでに秘所はびしょびしょに濡れそぼち、アルドはそれぞれの膣口に中指を入れてくちゅくちゅと抜き差しして、中の具合の違いを楽しみながら、ルシフェルの身体をぱんぱんと下から激しく突き上げる。

「んぁぁっ、あっ、あぁンッ……アルド……気持ちいい……？　ボク、うまくできてるかな……っ」
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　ぐちゅっ、ずちゅっとルシフェルの膣内に、アルドの肉棒が激しく出入りする。それほどの腰遣いをしていながら、ルシフェルはまるで乙女のように恥じらい、不安そうにする。

「ああ……気持ちいいよ。すごい腰つきだ……まるで踊り子みたいだ……っ」

「ぼ、ボクが、いつも……っ、そういうかっこう、してるから……っ、あンッ、あたるっ、気持ちいいところに当たってる……アルド、もっと突いてっ、おちん×ん突き上げてっ……あぁっ、はぁんっ……！」

　ルシフェルはこれ以上なく肉感的な肢体を持っているにもかかわらず、鍛え上げているアルドからすれば羽根のように軽く、ぽんぽんと突き上げられてしまう。それでもアルドの太く長い剛直は、ルシフェルの膣から抜けることなく、じゅぶっ、じゅぼっと濡れた音を立てて彼女の中に出入りする。

（反り返ったおちん×んが、感じるところにこすれて……っ、あ、赤ちゃんができるところ、ノックしてる……こんなふうにされて出されたら、赤ちゃんできちゃう……ボクが子供を産むなんて、そんなこと、絶対ないと思ってたのに……っ、ほしい……アルドの赤ちゃん……）

「ルシフェル……俺の子を産んでくれ。お前の中に出したいんだ……」

「っ……ほ、本当に……いいの……？　赤ちゃんができたら、ボク……アルドに、もっといっぱい甘えて……っ」

「いいに決まってるだろ……俺を誰だと思ってるんだ。この国の王様だぞ」

（そんな優しい顔して……冗談言って。アルド……アルド、好き……大好き……君に会えて、本当に……っ）

　夫の言葉に感極まりながら、ルシフェルは自らの乳房を揉み、快楽をより深めようとする。そうしながら貪欲に腰を振る姿を見て、アルドの愛撫を受けながら、シエナとマーリンは憧憬の視線を送る。

「ふぁぁっ、あぁ……もっとくちゅくちゅしてください……アルド様、気持ちいいですっ……はぅぅっ……そ、そこはっ、そんなにくりくりしたらぁっ……あぁっ、だめっ、だめぇっ……きちゃう……きちゃうぅっ……はぁぁんっ……！」

　シエナはぐちゅぐちゅと音を立てて秘所を愛撫され、自らの乳房を揉み、乳首を指でなぞり、絶頂に近づく──だがアルドの肉棒に焦がれ、飛びそうになる意識を押しとどめ、指攻めを受け入れ続ける。

「ふぅぅっ、んっ、んぅぅっ……クリちゃんらめぇっ、おま×この中もらめっ、そんなにずぽずぽしたらっ……らめっ、でちゃう、出ちゃうぅっ……！」

　マーリンはＧスポットを指で執拗にこすられ、親指でクリトリスを刺激されて、はしたなくも口の端に唾を垂らしてしまいそうになりながら声を上げている──すでに潮を噴かされ、ビュッ、ビュッとしぶきを散らしている。

　どれだけ感じても逃げられず、アルドのするがままに、最も敏感な場所をいじられる。その卓越した指使いは、ルシフェルを突き上げる腰の動きとも連動している。妻たち三人を、アルドは同時にイカせようとしているのだ。

　そして、自分も──アルドはルシフェルの膣が、絶頂に近づくにつれて精液を搾り取るような変化を起こしていることに気づき、もはや射精を抑制することも、子宮を妊娠しないように保護することもなく、ひたすら膣肉のもたらす快楽を味わう。

「ふぁぁっ、あっ、あぁっ……い、いくっ、いくぅっ……きて、アルド……アルドのおち×ぽ汁、いっぱいボクの奥に出してっ……はぁぁぅンッ……！」

「んぁぁぁっ、あっ、あぁっ、おま×こくるっ、きちゃうっ……アルド様ぁっ……んはぁぁっ……！」

「ふぅぅっ、んっ、あぁっ、クリちゃんらめっ、らめぇっ……ひぅぅっ……！」

「くぁぁ……出すぞ、ルシフェル……ッ、くぉぉっ……！」

　三人の妻が同時に絶頂を迎えたあと、アルドは絶頂した後も必死に体勢を保っているルシフェルを全力で突き上げ、仰け反るようにして射精する。ルシフェルもまた後ろに倒れ、乳房をぷるんと弾ませながら、身体の奥で射精する夫の肉棒の脈動を感じる。ビュクッ、ビュクッと注ぎこまれるたびに、ルシフェルもまたびくんと震える。

　彼女が射精されるときに異常に感じるようになったのは、アルドに愛していると言われたあと、そして妊娠を抑制せずに交わったあとからだった。アルドの精子が、自分の卵子を求めて泳いでくるさますら、ルシフェルには実感として味わうことができる。アルドと魂を共有していないシエナとマーリンにはできないことで、ルシフェルは彼女たちから羨ましがられていた。

　だが、夫との性交の快楽が、三人の妻たちにとって時間を忘れさせるものであることは違いがない。

　アルドはルシフェル、シエナ、マーリンの尻を並べ、シエナのむっちりとした尻を鷲掴みにして、続けざまに二回戦を始める。隣で尻を振っている妻たちの秘所を、肉棒の突き入れに連動させてぐちゅぐちゅと指攻めする──シエナにも結合部に手を伸ばさせ、自らクリトリスを摘んで性感を高めていくところを突き崩すと、彼女はひとたまりもなく絶頂に向かう。

「ふぁぁっ、あっ、あぁっ……はぁっ、あぁんっ……アルド様……ルシフェル様のように、私にも……私にもっ、いっぱい注ぎこんでくださいっ……私はアルド様の精液便所です……いつでもお腹いっぱいにしていたいくらい……っ、ふぁぁっ……！」

　卑語を口にするとき、まだシエナは他の妻たちより恥じらいが残っている。それがいつまでも初々しく感じて、背伸びをした淫らな言葉を口にする彼女を愛おしく思いながら、最後はへたりこんでしまったシエナの上に覆いかぶさるようにして、ベッドに押しつけられてはみ出した乳肉を揉みながら、逃げようのない状態で精液を注ぎこむ。アルドがビクビクと身体を震わせて射精すると、シエナはふるふると震えて、注ぎこまれる熱いものを余すところなく感じようとする。

　そしてマーリンは、アナルを開発されたために尻でしなければ物足りないというほどになっていたが、他の妻もいる手前、正常位でアルドを求めた。豊満な乳房をしているが小柄なマーリンが、アルドにしがみついて剛直を突きこまれるさまを、ルシフェルとシエナは羨望の眼差しで見つめる。

　終わることのない淫夢のようだとアルドは思う。マーリンの揺れる乳房をつかまえ、乳首に吸いつきながら腰を振り、絶頂を訴える彼女を容赦なく貫いて、降りてきた子宮口に容赦のない濃厚な精液を浴びせる。

　一周だけで終わることのない初夜の性宴。アルドは夜が明けることのない迷宮だからこそ、プリムに時間を知らせてもらわなければと思った。

　しかし彼らが寝室から出てきたのは、地上で三度日が昇り、そして沈んだ後であった。




　ルシフェルたち三人がアルドの妻となって一カ月、子供ができることも踏まえての営みは、初めにルシフェルが妊娠し、次にシエナ、そしてマーリンという順序で子を生すという結果となった。

　およそ十カ月後にルシフェルが第一子を出産し、大いにプリムや魔王軍の面々、王国の人々に祝福された。そしてシエナ、マーリンが出産したあとに、ルシフェルはまたすぐにアルドの子を妊娠した。妊娠後期は夫婦の営みを控えていたために、産後しばらくして体力が回復すると、ルシフェルは新婚気分を長く味わえなかったから、と反動でアルドを毎晩寝室に誘った。アルドも妻たちが妊娠しているうちはと、ほかの女性に手をつけることを控えていたので、溜まりに溜まった精力を、産後の妻たちを相手に大いに発揮したのである。

　ただでさえアルドの精力は、魔法によって子宮の保護をしなければ、排卵日が近いと確実に妊娠するというほどだった。初めは立て続けに妊娠すると生命力に影響があるのではないかとアルドは考え、ルシフェルもそれに同意していたのだが、ひとたびベッドを共にしてしまえば、抑えはまるで効かなかった。




　第二子を妊娠し、お腹が大きくなって安定期に入った頃、アルドは久しぶりに抱いて欲しいというルシフェルの求めに応じてベッドを共にした。

「君の赤ちゃんが欲しい……何度でも孕ませて、アルド……いっぱい膣内に射精してっ……何度でもボクの中に出してっ……あぁっ、だめっ、抜いちゃだめぇっ……はぁぁンッ……！」

　ルシフェルに子種をねだられ、彼女の足を腰に絡ませられると、アルドはどうしても中に出してやりたくなってしまう。その誘いに負けて大いに膣内で射精したあと、ルシフェルは満足そうにお腹を撫でる──彼女はまだ小さな子供がいるので、アルドと交わるうちにも乳首から母乳がこぼれてきていた。

「妊娠すると乳首が黒くなるというが、天使はピンク色のままなのか。シエナとマーリンもあまり変わらないままだけどな」

「ふふっ……ボクたちも、旦那さまにどう見られるかを気にしているからね。産後に体形を戻すために、みんなでいろいろと努力していたんだよ」

「そ、そうなのか……」

「アルドには王様の仕事があるからね。でもボクたちは、国のことよりも、今はまだ君の妻であることを一番に考えていたいんだ……なまけているかな？」

「いや、育児も大変だしな。当面は、アルルやみんなの子育てだけで手いっぱいだろう。子供が大きくなるまでは、俺に任せてくれていい」

　アルルとは、アルドとルシフェルの娘の名前である。二人の名前を組み合わせて名付けられた娘は、ルシフェルによく似て、それこそ天使のような赤ん坊だった。

　アルドとシエナの娘は『シエル』、マーリンとの間に生まれた双子はそれぞれ男と女で、『リンド』と『アルマ』という。三人の妻たちの子は全員がきょうだいと同じだからということで、妻とプリムたち乳母が協力して一緒に育てているが──アルドは、妻たちが子供にあることをしている場面をまだ見たことがなかった。

「……アルド、おっぱいは赤ちゃんのものだから、吸わないようにしているのかな？」

「っ……い、いや。そんなことはないぞ」

　アルドは今夜、久しぶりにルシフェルと二人きりで寝室を共にしている。妻たちは全員でアルドに抱かれることも同じように喜んでいるが、ときには二人きりがいいとアルドに頼み、彼の許しを得て月に三日は二人きりの夜の時間を設けている。

「遠慮しているのなら……ちょっと待っていて。アルルを連れてくるから」

「あ、ああ……そうか、そろそろ授乳の時間だもんな」

「うん。アルドも欲しいんだよね？」

「ほ、欲しいって……何がだ？」

「その反応なら、欲しいって言ってるようなものだね。大きな赤ちゃんだけど、おっぱいを分けてあげよう」

「っ……お、おい、ルシフェル、俺は……っ」

　いそいそと授乳機能のあるマタニティドレスを着て、ルシフェルが部屋を出ていく。アルドは裸のままでいることが落ち着かなくなり、とりあえず下だけは着ておくことにした。











エピローグ　遙かなる栄華の果て









　アルルはすでに小さな角が生えており、見た目は天使だが、髪は普段のルシフェルと同じで黒髪だ。天使、魔族、人間の三つの血を引く彼女は、将来的にはアルドとルシフェルよりも強くなる資質を持っている──だが今は自分の身体に宿る力のことなど知らず、無邪気に母であるルシフェルに甘えている。

「あうー」

「よしよし、お腹がすいちゃったね。はい、どうぞ……アルド、アルルは吸うのがすごく上手なんだよ。君もお手本にして吸ってみてね」

「あ、ああ……アルル、お母さんのおっぱいを分けてもらうからな」

「んっ、んっ……ぷぁっ。ばぶー」

　アルルはルシフェルにべったりだが、アルドになついていないというわけではない。彼がルシフェルの胸に顔を近づけると、アルルは小さな手を伸ばしてアルドの髪を触る。くしゃくしゃ、とすると、きゃっきゃと嬉しそうに笑う。

「こんなに小さいのに、ボクと趣味が似ているんだよね」

「ん……俺の髪なんて気にしたことあったか？」

「好きな人のすべてが、ボクにとって大切なものだからね。本当を言うと、いつでも愛でたいと思っているよ」

　ルシフェルは自分で言っていて恥ずかしいのか、頬を赤らめつつアルドの頭を撫でる。まだ赤ん坊とはいえ、ルシフェルの面影のある娘と一緒に撫でられていると、アルドはなんとも言えず照れてしまう。

（俺はルシフェルに幸せしかもらってないな。こんないい女を殺そうとしてた昔の俺に、やめておけと言ってやりたいくらいだ）

「ど、どうしたの？　ボクもだけど、近頃は君も牙が抜けてしまったみたいだね」

「今くらいはいいだろう。さて……じゃあ、吸わせてもらおうかな」

「ばぶー。ちゅっ……ちゅっ……んっ、んっ」

　もう長い間母の乳房を吸っているのだが、まだ満腹になっていないアルルは、再びルシフェルの左の乳房に吸いつく。授乳しているうちはさらに一回り大きくなって、アルルには山のように見えているだろう──そんな平和なことを、妻と娘を見ながらアルドはつい考えてしまう。
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　ルシフェルの乳房が山のように見えるのは、アルドにとっても同じだ。彼は愛撫のようにならないように気をつけながら、まずは手を添えず、唇だけで乳首をくわえて吸ってみることにした。

「ちゅっ……あむ……おお、出てきたぞ……ちゅっ、ちゅるるっ……」

「んっ……それだけだといっぱい出てくれないから、ちょっと搾ってみようか。はい、どうぞ……んぁっ……」

「ん……んむっ……!?」

　アルドがそんなに強くしていいのかと心配になるほど、ルシフェルが右の乳房に手を添えて乳を搾ると、口の中にほのかに甘い乳汁が溢れてくる。

（こ、これは……想像していたよりも、ずっと……）

　母乳の味は薄く感じるのかと思っていたアルドだが、口に広がる滋味は想像以上に濃厚で、牛や羊の乳よりも味わい深いと感じた。ルシフェルは頬を上気させて、アルルの頭を撫でつつ、夫のために乳を搾り続ける。

「んっ、こくっ……んくっ……」

「そんなに夢中になって……アルドはもしかして、本当は甘えん坊なのかな？」

「ぷぁっ……い、いや、そんなことはないぞ？　妻の母乳が美味しく感じない夫なんて、そういないだろう」

「そ、そうなのかな……アルドがけっこう変わってるんじゃないかと思うけど……ふぁっ……じ、自分で搾ってくれるの？　それならお任せするよ……んぁっ……はぁっ……お、音を立てて吸われると、恥ずかしい……ほら、アルルが見てる……」

「あうー？」

「ご、ごめんねアルル。お母さんはなんでもないからね、ちょっとくすぐったいだけだから……はぅっ……あ、アルド、もう少しゆっくり……」

　アルドは両手で乳房を包みこむようにして搾り出しつつ、夢中になって乳首にしゃぶりつく。赤ん坊の流儀に倣い、舐めたりはせず、純粋にルシフェルの乳の張りを取るために、アルドは熱心に搾乳をし、妻の母乳を飲み続ける。

　途中でアルルを見やると、指を咥えてアルドのことを見ていたが、まだお腹はすいているようで再びルシフェルの左の乳房に吸いつく。そこでアルドは、ルシフェルの乳をそっと搾って、アルルに飲ませてみた。

「んくっ、こくっ……あうー♪」

「お、いっぱい出たか。よかったなアルル、美味しいか？」

「きゃっ、きゃっ♪」

「ボクとみんなでお世話をしているのに、すぐにお父さんになついちゃって……あまりお父さん子になりすぎたら困ってしまうよね。お母さんにもなつかなきゃダメでちゅよ？　よちよち、もうお腹いっぱいでちゅね。けぷってしましょうか」

「けぷ。ばぶー」

　ルシフェルが赤ちゃん言葉を使うのを見て、アルドは思わず微笑んでしまう。彼女にも恥ずかしいことを言っていると自覚があるのか、耳まで赤くなっていた。

「大きい赤ちゃんは、おとなしくおっぱいを吸っていればいいんだよ。アルドちゃんはもうお腹いっぱいでちゅか？　なんてね」

「本当に赤ん坊に戻りたくなるな……俺もルシフェルの子として育ててくれ」

「……そういう趣向で楽しむのはいいかもしれないけど。ここにもう一人いるんだからね？　わかっているのかな」

　ルシフェルは二人目のいる大きなお腹を見てから、アルドの頬を摘む。アルルも母親の気持ちがわかるのか、小さな手で父の頬に触れた。

「父親の自覚を持てっていうことだな。わかってるさ、頼りにしてくれ」

「そこは心配していないんだけどね。ちょっと言ってみたかっただけだよ。今のボクは、君が何を言っても許してしまうから、それだけでもつまらないかなと思って」

　妻になり、母親になっても、ルシフェルは変わっていない。アルドにどう見られているか、どう接するのか、常に彼女らしさを大切にして振る舞っている。

　アルドはルシフェルの乳を充分に飲ませてもらい、彼女の乳房を温水で絞った布で綺麗に拭く。ルシフェルがマタニティドレスの前を閉じると、寝室にそれぞれの赤ん坊を抱えたシエナとマーリンが入ってきた。

「あ、あの……ルシフェル様、私もシエルに、アルド様と一緒にお乳をあげさせていただいてもよろしいですか？」

「覗き見はよくないと思ったけど、あんまりアルド様が嬉しそうだったから……羨ましくなった」

　おずおずと言うシエナとマーリンを見て、ルシフェルは黒い髪をかき上げつつ、アルルをあやしながら答えた。

「アルドはおっぱいが好きだから、いっぱいあげるといいよ。ボクたちの五人目の赤ちゃんだね」

「ま、まあ……嫌いではないけど、三人分も飲むと、かなりの母乳好きみたいだな」

「誰が一番美味しいか、比べてみてもいいんだよ？　もう一度確かめたかったら、ボクも見ているしね」

　いそいそとシエナとマーリンが授乳の準備を始める。アルドはマーリンの双子の赤ん坊のうち、男の子のリンドのほうを預かる──アルドに面影が似ているが、マーリンの血を継いでいるので耳が長い。ハーフエルフである彼もまた、妹と共に母親の血を継いで魔法の達人となるだろう。

　シエルはシエナと同じ金色の髪をしており、子供たちの中ではアルルと並んで活発なほうだった。聖騎士、魔騎士の二つの資質を同時に持つ彼女は、剣士としてはアルドと同等の才能を秘めている。

（こんな子供たちが、これからも増えていくんだからな……大家族になりそうだ。協力してくれれば、俺たち一族の将来は安泰だろうな……）

「それでは……マーリンさん、アルド様に吸いくらべをしていただきましょうか」

「……私のほうが美味しいはず。魔力が濃いから……んっ……」

　授乳の準備を整え、シエナとマーリンは二人並んでベッドの端に座ると、シエナは左の乳房を、マーリンは右の乳房をアルドに差し出した。もう片方の乳房は、それぞれの赤ん坊に吸わせる──マーリンの左の乳房には、双子の赤ん坊が交互に吸いついていた。

「これは負けてられないな……ちゅっ……ちゅぅぅっ……ああ、やはりこれはいい。魔族は母乳で家族の絆を強めるものなのかもな」

「ふぅっ……んっ……敏感すぎて困る……赤ちゃんに吸ってもらうときは、そうでもないのに……」

　マーリンの乳房は出産後に感度が上がり、アルドが吸いつくたびにマーリンはふるふると震えている。赤ん坊は母親の様子には気づかず、夢中になって乳を吸っていた。

　それを見ているシエナとルシフェルが、夫を見る目が熱を帯びていく。それを察して、赤ん坊を預かるために、プリムたち四天王が部屋の外に控えていた。

「アルド、彼女たちも赤ちゃんを欲しがってるという話はもう聞いているかい？」

「いや、まだ聞いてないな。この子たちもまだ小さいし、一気に赤ん坊が増えるのは、みんなも大変じゃないか？」

「ふふっ……君が子供を作ることに前向きだというだけで、彼女たちは感激すると思うよ。次にお相手をするときは、伝えてあげるといいんじゃないかな」

「ああ。だが、今は三人のことが優先だ。子供が生まれたとはいえ、俺には倦怠期というものは無縁だからな」

「アルド様……そ、その……マーリンさんのお乳を吸っているところをずっと見ていて、おっぱいが張ってきてしまったのですが……ふぁんっ……！」

　待ち焦がれていた夫の吸いつきを受けて、シエナは思わず甘い声を出してしまう。母の乳房を無心に吸っていたシエルが顔を上げて、つぶらな目でシエナを見つめる──シエナは口に手を当てて声を抑えつつも、もはやこの後、子供を侍女たちに預けることは既定路線となりつつあった。

　シエナの乳房は授乳しなければパンパンに張っていて、乳の出る量も妻たちの中で最も多い。アルドは初め痛くはないかと心配したが、シエナが強く搾るようにというので、大胆に両手を使って搾り、乳を吸い出す。

「ちゅぅぅっ……ごくっ……んぐっ……ぷはっ。ああ、美味しい。だが、そろそろこれだけじゃ物足りなくなってきたな……」

「ふぅぅっ……んぅっ……は、はい……シエルをプリムさんたちに預けて、お昼寝をさせてもらってきます。アルド様、少しだけお待ちください」

　授乳を終えた子供たちはしばらくすると昼寝の時間をとる習慣になっており、侍女たちも寝かしつけるのは慣れている。アルドは子供ができれば妻が子供にかかりきりになっても仕方がないと思っていたが、プリムたちは王と王妃はいつまでも仲睦まじくあることが理想だと言って、彼らが恋人気分を忘れないようにと常に気遣っていた。

　結果として王であるアルドは、定期的に休日を取ることができ、妻たちと離宮で享楽の日々を過ごすことができているのである。

（何か俺だけが休んでいるというのは、申し訳ないな。国民にも休んでもらうことにするか。そのほうが、日々の作業の効率も上がるだろうしな）

　アルドは週に一日か、二日は仕事をしなくてもいい日を制定しようと考える。この政策が大当たりで、アルドは大いに支持されることになるのだが、これは彼が王として行った政策の一つでしかない。

　ヴィルトリアの国民が、魔王軍の将軍として恐れた男はもういない。初めは恐怖政治が始まることを覚悟する空気があったが、アルドが邪知暴虐の王ではなく、国民からの搾取よりも富国強兵を考え、国を安定させることを最も優先する施政者であると知ると、彼のもとで働きたいと、多くの有能な人材が集まることになった。

　それによって休日を作っても政務に差し支えがなくなり、経済面においても高い成長率が維持されるようになった。アルドは重要な国策決定をするのみでも、国が運営できる状態になりつつあるのだ。

「アルド、一人になるとすぐ真面目な顔で考えこむんだから……君は勤勉だね、本当に。才能だけじゃなくて、努力で王になったんだから当然かな」

「……剣も魔法も、政治も、この国の誰よりできる」

「いや、専門家には勝てないけどな。だからといって、王になった以上は多少は政治のことも勉強するべきだろう。何も知らないよりは、自分の判断に自信が持てるしな……ど、どうした？」

　妻たち三人が顔を赤らめて見つめてくるので、アルドはなんとも照れくさくなる。

「復讐を終えてから、アルド様がますます……その、私たちの手の届かない人になってしまう気がして……そ、それは、とても素晴らしいことなのですが……んっ」

　シエナが褒めてくれているとは理解していたが、遠くになど行く気のないアルドは、シエナの形のいいあごに手を添えて唇を奪い、舌を絡め合わせた。

「んっ……んふっ……ちゅっ、あむ……ん、んむぅっ……ふぁ……」

「シエナもマーリンも、ルシフェルも……油断すると、かなわなくなりそうなくらい強いからな。母は強しとも言うし」

「うん……アルルが生まれてから、あの子のために訪れる毎日が、とても価値のあるものに感じられる。もちろん、アルドがいてくれるという前提があってのことだけどね……んっ……ちゅ……アルド、ちょっとキスが甘く感じるよ……」

　ルシフェルは想いを伝える言葉とともに、アルドの首に両手を回して抱きつき、キスをする。しばらく吸い合うと、ルシフェルはすっかり恍惚とした表情に変わる。

　次にマーリンが抱きつき、抱擁と接吻を楽しむ。このところは、アルドは三人とベッドを共にするときは、まずそういった行為から入るようにしていた。

（いつまで経っても妻を女として見ていたいからな……まあ、こんな女たちをただ『母』にしておくのは勿体ない。俺が男である限り、一生そう思うんだろう）

　今日の趣向は、妻たちが相談してそうしたのか、彼女たちがアルドと初めて交わったときの装いに似たものを身に着けていた。

　ルシフェルは胸を覆う交差した黒い布を上にめくり、ぷるん、と乳房を露出させる。アルドはその瞬間がたまらなく煽情的だと思っていた──下着をつけず、前垂れをめくれば、すでに潤った割れ目が姿を見せるだろう。

　シエナは体にぴっちりと張りつくような布鎧に、腿まで届く長いソックス──小手や具足は身に着けていないが、鎧を外した女騎士の他にない色気にアルドは惹かれる。昔からシエナが戦う姿に惚れこんでいたのだから、当然のことではあった。

　そしてマーリンは、胸の谷間からへそまでが縦に開いている大胆な服。アルドは短めのスカートの中に隠されているむっちりとした尻を見るのが好きだった。小柄な彼女だが、実は三人の中ではもっとも安産型で、双子を産むときも難産にならずに済んだ。今では魔法を利用して見事に体型を戻し、むしろ出産前よりいちだんと色気を増している。

「……最初から、今まで。いろいろなことがあったけど……これからもずっと愛してる。アルド、好きだよ……」

「最初に剣を合わせたときから、運命を感じていました。けれどあの時は想像もしなかったほど、今は深くあなたを愛しています。もう、あなたなしでは生きられない」

「……私みたいな偏屈な女でも、傍に置いてくれた。あなたに屈服することで、生まれて初めて、誰かに支配されることの喜びを知った……これからも、ずっとそうでありたい。たとえ生まれ変わっても、あなたの奴隷になりたい」

「な、なんだ……改まって。俺にも言えっていうことか？　仕方がないな」

　アルドは咳払いをすると、夫の愛の言葉を待っている三人に、顔を赤らめながら告げた。それは魔王でなく、本来の二十歳の青年としての、初々しい言葉だった。

「これからも俺についてきてくれ。愛してる」

　感極まった妻たちは、アルドをベッドに押し倒して、愛撫を始める。ルシフェルがアルドの上着を脱がせ、シエナとマーリンがズボンを脱がせて、肉棒を引き出す。

　ルシフェルはアルドに微笑みかけると、彼の乳首をなぞり、キスをする。そのくすぐったさに肉棒をひくつかせながら、アルドはシエナとマーリンに、口だけではなく胸でも奉仕するように命じた──そしてルシフェルには、顔の前に乳房を持ってくるように命じる。

「ふぁぁっ、すごい……ミルクをしぼりながら、ぱいずりなんて……」

「はぁっ、あっ、あんっ……アルド様ったら、本当にお好きなんですね……ひゃぅぅっ……！」

「ふぅぅっ……おっぱいでベッドが水浸しになってしまいそうだね……アルドにはこぼさずに飲んでもらわないと……んぁぁっ……ち、乳首、溶けちゃいそう……っ」

　アルドはじゅぱっ、ちゅぱっと音を立ててルシフェルの乳首を吸いたてつつ、シエナとマーリンの乳房の間で肉棒を挟んでもらう。シエナとマーリンが自分で胸を寄せるだけで乳のしぶきが散り、谷間に白いしずくが溜まっていく。

　そのうちに感じ始めた三人の妻たちは、ひとりでに乳首から乳汁を噴き出すようになっていた──射乳という現象が起きているのだ。

　アルドは三人に射乳させながら、自らも何度絶頂できるかと考える。まず一人ずつ三周し、最後に三人と同時に交わる。愛撫も含めれば、射精する回数は両手の指では足りない。

　アルドは、いつまでもこんな日々を続けても飽き足りないと知っている。

　一度は絶望を知ったからこそ、生きるということの美酒を、永遠に浴び続けていたいとさえ思っているからだ。

　あきれるほど怠惰に流れる時間をむさぼり、食らいたいものを食らい、この世に並ぶ者のない栄華を極め、愛する者を守るために感情のままに戦う。

　そうして本能のままに生きた果てに、何があるのか。アルドは一度目の射精を終えて、シエナとマーリンに精液を浴びせかけたあと、自分の上に微笑みながらまたがってくるルシフェルと見つめ合いながら、遥か未来のことを考えていた。




王国暦　八七三年

　ヴィルトリア王国を滅ぼし、新たに建国された魔王国ルシフェリアは、魔王アルド＝ヴェインと魔将軍シエナ＝ファラニース、賢者マーリン＝ユグドラルの力によって、隣国との緊張状態を武力によってひと月も経たずに解消させる。

　王妃ルシフェルは国王を補佐し、その人望から大いに民衆の信望を集め、彼女の呼びかけによって、人間と魔族の婚姻が奨励されるようになった。ルシフェルの側近である女淫魔たちは多くの求婚を受けたが、実質上国王アルドの後宮となった離宮に入り、アルドは正室のルシフェル、側室のシエナ・マーリンのほかにも、多くの女性と関係を持ち、子を生した。彼らは王位継承権こそ持たない子供であったが、幼少から父親譲りの才覚を示したという。




王国暦　八七六年

　魔王国ルシフェリアは、建国から四年で大陸全土の十七カ国を併合し、大陸統一を果たした。ルシフェリアの武力を知った国は次々と降伏し、魔物と人間が共存するルシフェリアの国風を受け入れていった。

　アルドはルシフェルを新たな信仰対象として大陸各地に神殿を作り、かつてルシフェルを生み出し、陥れた神を信仰する者を改宗させ、ルシフェルのみを神とする一神教の体制を築き、信仰を失った神は力をなくし、ルシフェルは復讐の大願を果たすこととなった。




王国暦　八八八年

　十五歳となった王女アルル＝ヴェインは、父王アルド＝ヴェインによってルシフェリアの国王の地位を譲られ、アルル＝ヴェイン＝ルシフェリア二世として即位した。彼女の治世は、彼女の妹と、シエナ、マーリンの子供たちによって支えられ、大陸の支配はもはや揺るがぬものとなった。

　アルド＝ヴェインは隠居してからも、マーリンのもたらす研究によって永遠に近い生を手に入れ、妻たちとともにときに旅に出て、ルシフェリアに数年に一度帰国するたび、子供たちに旅の土産話を聞かせたという。
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